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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　幼なじみのカスガは頑がん張ばってるらしい。

　俺の知らぬ間に声優の養成所に通い、そして今度オーディションを受けるという。

　詳くわしくはわからないけどコミックのアニメ化した作品で、そのヒロイン役候補の一人ということらしい。

「本当にその一人ってだけだから──とは言っていたけど大したもんだよな、きっと」

　一方、俺はと言えば、まだ片付かないマコトさんの部屋の荷物と格かく闘とうを続けていた。

　やっと八割。部屋をまともに使えるレベルになってきた。

　なのに、なぜか肝かん心じんの『ウルトラマンネクサス』が見つからない。

『ＷＨＩＴＥホワイト　ＡＬＢＵＭアルバム』はマコトさんが言ってた通り、浅いところで見つかったが、残念ながらまだ一巻しか無い状態だった。

「残り物には福があるなんて言うけど、どうかな」

　二割と言いつつまだけっこう残っている荷物。でも、このまま一気に箱を開けてしまうのも手だなと俺が思った時、マコトさんがやってきた。

「少年、お腹なか空いてない？」

「空いてますね」

　確かに空腹だったので、俺は素す直なおに肯こう定ていした。




　　　　＊　＊　＊




「じゃあ買ってなかった」

　素直に肯定することに関してはマコトさんもけっこうなものだった。

　しかし一向に『ウルトラマンネクサス』が出てこないことを告げたらなので、ちょっと困る。

「そのザックリした結論はどうなんですかね……」

「そこまで片付けて出てこないなら買ってないと思うしかないでしょ」

「いや、思うしかないじゃなくて、買ったか買ってないかどっちかですよね？　マコトさん自身のことですよね？」

「それは確かにその通りなんだけど、色々買いすぎて、何を買ったか買ってないかはけっこうあやふやなのよね」

　そう言いながらマコトさんは軍鶏シヤモの刺さし身みを食べる。

　いつもの店のいつもの軍鶏。しかしその味は極ごく上じようだ。なので俺も食べる。

「で、買ってないんですか？　買ってないなら帰りに向かいのＴＳツＵＴＡタＹＡヤで借りていこうかと思ってるんですけど」

「うーん。買ってなかったかもなあ……でもティガとガイアはあったでしょ？」

「えと……ありましたね」

　ウルトラマン。その中でも平成ウルトラマンと言われるものだけでもいくつかあったりするので、最近、整理してた俺でも少し紛まぎらわしい。

「コスモスは？」

「……まだ見てないですね」

「マックスは？」

「それは……あったような」

「だったらネクサスを買わない理由はないんだけどなあ」

　これだけ色々買ってて、オススメのネクサスが無いのは確かにおかしい。

「でも無いじゃないですか」

　買わない理由は無い。でも無いのには理由があるはず。

「じゃあ、買うの忘れた」

　それをマコトさんは端たん的てきに教えてくれた。

「……なるほど」

　つまり、あの部屋にはきっと『ウルトラマンネクサス』は無いのだろう。俺はそう納なつ得とくして食事を続けた。
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「どこにあるんだろうな……」

　帰り道、ＴＳＵＴＡＹＡに寄った。

　しかし俺にとっては何か借りることもあるだろうと会員証を作って以来の久々の来店。どこに何があるかなんてわからない。ましてや借りたことも無い『ウルトラマンネクサス』の置き場なんてわかるはずもなかった。

「やっぱりキッズコーナーかなあ。暗いって言ってたけど、ウルトラマンだし」

　それでも俺はそれっぽいところを探して店内をウロウロしていた。

「っだから、誰だれなんだよ！　私がせっかく『生徒会の一存』が見えるように並べてるのにいじるヤツはよぉお！」

　そんな声が聞こえてきたのはアニメコーナーに近づいた時のことだった。

「…………」

　俺は絶句しながら声の主を見た。

　長身で黒い長ちよう髪はつの女性だった。紺こん色いろのエプロンをしてるので店員さんらしい。しかしそれにしては言こと葉ば遣づかいが荒あらい。

「いっつも！　いっつも！　なんで勝手に並び順変えるかなあ……この店は『生徒会の一存』が一押しって決まってるっつーのによぉ」

　そしてその店員さんはＤＶＤの順番をいじって、ピンク色のショート髪がみの女の子のパッケージが見えるように並べると「うむ」とうなずいた。

「やっぱり、こうじゃないとダメでしょ！」

　それで店員さんは納得した様子で、少し言葉遣いの荒さも収まったらしい。

「…………」

　俺はと言えば相変わらず絶句したまま。

　妹ならこのパッケージの女の子が誰か知ってるのだろうけど、俺にはわからない。もちろん、それを見えるように並べて納得出来る理由もわからない。

「ん？」

　そして俺がどうとも動けないでいたら、店員さんは俺の存在に気づいてしまったようだった。

「……ははは」

　俺の口から乾かわいた笑いが漏もれた。

　店員さんは小首をかしげてから、辺りを見回し、もう一度俺を見た。

「……もしかして見てらっしゃいました？」

　それから俺に向かって突とつ然ぜん、質問をする。

「はい？」

　おかげで聞き返す羽目になった。

「お客様、もしかして私が今、ＤＶＤの並べ方に関してコメントしてるの見てらっしゃいました？」

「見てらっしゃいましたけど」

　ここは噓うそをつく場面かと思ったが、なぜか正直に答えてしまった。
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「はい？」

　今度は店員さんの方が聞き返す番だった。

「生徒会のなんたらがーって言ってる辺りから聞いてましたけど」

　確かにそんなことを言っていた。そして実際にパッケージを並べ替かえていたはずだ。

「幻まぼろしを見てたんじゃないですかー？」

　なのに店員さんは急に別人のような態度を見せた。

　口調や動きがふわふわとして柔やわらかくなった。

「はい？」

　その変化に今度は俺の方が聞き返す番になった。

「幻を見てたんですよねー？」

「……幻？」

　そんなはずはない。俺は確かに見たはずだ。

「ま・ぼ・ろ・しですよね？」

「……ですかね」

　でもどこか遠くを見始めた店員さんと議論をしてもしょうがなさそうなので、そうだったことにした。

「やっぱり、そうですよねー」

　俺がこのお店に来たのは『ウルトラマンネクサス』を借りるためだ。この店員さんの証言の真しん偽ぎではない。

「それでちょっと聞きたいんですけど」

「なんですかー？　私にわかることですかー？」

「『ウルトラマンネクサス』ってどの辺りにあるんですかね？」

　店員さんに聞くのに不適切な質問だとは俺には思えなかった。なのにニコニコしていた店員さんが目を見開いてこっちを睨にらむ。

「そんなもん、うちにはねえよッ！」

「……そ、そうなんですか」

　俺には店員さんの態度の意味がさっぱりわからなかったけど、目当ての物が無いだろうことは納得するしかなかった。




「……あれ？」

　せっかく来たので何か借りよう。目的無くうろつく内に俺は見つけてしまった。

「『ウルトラマンネクサス』……あるじゃないか」

　探しに来たＤＶＤだ。

「あれ？　十巻しかないぞ……」

　しかしどうも少し足りない気がした。

　他ほかのウルトラマンのＤＶＤは全十三巻なのに、ネクサスは十巻しかない。

「でも、これが最終巻なのか」

　見始めたのに途と中ちゆうまでというのも困るので確かく認にんしてみた。

「三十七話で終わりってことか……随ずい分ぶん、短いんだな」

　マコトさんに聞いたところでは、テレビ番組というのは一季節で十三話。それを一クールと言っているらしい。

　一年で四クール、五十二話。しかし『ウルトラマンネクサス』は三クール、三十九話よりも少ない。

「マナミさんも十三話のところが十二話になることもあるって言ってたしな」

　スポーツ中ちゆう継けいとかで放送が中止になる時もあるし一話、二話くらいなら減ることもあるのだろう。

「問題は……これ、観みるのにどれくらいかかるかだよな」

　事情はよくわからないけど全十巻で間ま違ちがいないとわかれば、あとはどれだけ借りるかだった。他のウルトラマンより短いとは言え、全十巻はやはり長い。新作ではないから一週間借りられるはずだが、全部を一週間で観られるものだろうか？

「……とりあえず三巻までにしておくか」

　借りに来るのは簡単だし。俺はそう結論するとケースからＤＶＤを取り出して、貸し出しカウンターへと向かった。

　その手順は不慣れとは言え、間違っていないはずだったのだが……。




　これが、なぜか俺が責められることになった。

「お客様、これ私が無いって言ったタイトルですよねー？」

　カウンターの向こうにいたのはさっき見かけた店員だった。

　表面的には笑え顔がおだが、腹の中は煮にえたぎってるらしい。手も心なしか震ふるえている。ここがバイト先で無ければ俺はこの女性に殴なぐりかかられていたかもしれない。

　しかし俺からすれば、有る物を無い物と言われたわけで、怒おこるとしたらむしろこっちの方であるはずだと感じていた。

「……そうでしたっけ？」

　それでもハッキリと追つい及きゆうできないのは、俺の控ひかえめな性格によるものだろう。

「違ちがいましたっけ？」

　しかし店員さんの手が止まったところを見ると、それはそれで望む答えでは無かったらしい。じゃあ一体、どう言ったら良かったと言うのかと俺は考えながらも、次の言葉を口にする。黙だまっていては危険だと俺の何かが告げていた。

「ないって言ったのがあるはずないじゃないですか」

　しかしちょっとトゲのある言い方になってしまった。

「そう言われてみれば、そうですよねー」

　店員さんの眉まゆ毛げがぴくぴくしてるのが見えた。しかし俺は気づかないふりをする。

「そうですよ」

　というか、やはり俺がびくびくする必要は無い気がしてきた。

　何が気に入らなかったのか知らないが噓の情報を与あたえたのはこの店員さんなのだし、俺は借りたい物を借りるだけなのだ。何も後ろ暗いことなどない。

「キッズ作品なので貸し出し一週間でよろしいですかー？」

　それが言外に伝わったのか、店員さんも普ふ通つうに貸し出し作業を続けてくれた。

「はい。一週間でお願いします」

　そのせいか、俺も丁てい寧ねいに返事をしてしまった。

　そして余よ裕ゆうが持てたせいか、その店員さんのネームプレートが目に入った。

　月つき島しま。どうやらそれが彼女の名字らしかった。
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　さすがにそれ以上、貸し出しでもめる事は無かった。

　それでも「続きを借りる時は別の人がいいな」と俺が思ったのを誰だれが責められようか。

「全部まとめて借りた方が良かったかな……」

　なんて考えるくらいには、ちょっと飲み込みづらい出来事だったのだ。

「おおうっ!?」

　愚ぐ痴ちをこぼした瞬しゆん間かん、俺のスマホがメール着信音を鳴らした。そういうタイミングだと後ろ暗いと感じてるのか微び妙みように心臓に悪い。

「……カスガからか」

　メールの件名は「今、どこ？」だった。

　続きを読む限り、どうやらカスガは帰宅中らしい。

　ま、それは俺も似たようなものなわけだけど。




　となれば、まあ、駅まで行くのはそう悩なやむことでは無かった。

　改札で待つために階段を上るのは若じやつ干かん面めん倒どうだったが、それくらいだ。

「わざわざ、ごめんね」

　なのに現れたカスガは申し訳なさそうな言い方をする。

「いや、わざわざってほどでもないし」

　実際、大したことはしていない。どうせ駅近くまで来ていたのだ。

「なら、いいんだけど」

「いいんだよ」

　俺はこの話を続けてもしょうがないだろうと思って家の方に歩き出した。

「ちょうど用事を終えて帰るところだったから」

「用事ってそれ？」

　カスガが俺が手に持っている青い半はん透とう明めいのビニール袋ぶくろを指さした。白い文字でＴＳＵＴＡＹＡと書いてあるし、中にはＤＶＤが入ってるし、まあ、何か借りたくらいのことはすぐにわかるだろう。

「これも、ついでなんだけどさ」

　しかし済ませてた用事かと聞かれるとちょっと違う気がした。

「じゃあ、何してたの？」

　でも改めて聞かれると、どう言ったものだろうという感じだ。

「これを借りずに済ませようとして失敗してたのかな」

「どういうこと？」

「あれだよ……マコトさんのところで部屋の片付けのバイトをしてたんだ」

「へえ。なんか面おも白しろそう」

「……特に面白いことは無いけど」

「ユウはそういう片付けとか細かいこと好きだもんね」

「マコトさんは時給五千円でもイヤだって言ってた」

「五千円は大げさだけど、私もちょっとわかるな、そういう気持ち」

　カスガの言葉を信じるなら、そういうところは昔からあまり変わってないらしい。

「だったらカスガの部屋も片付けてやろうか？」

　なので少し気を利きかせたつもりだったのだが、かなり微妙な顔をされた。

「だ、だ、だ、大だい丈じよう夫ぶだよ。ちゃんと片付けてるから」

「なら、いいんだけど」

　少し考えれば、カスガだって女の子なのだから、俺に部屋を片付けられるなんて、そりゃイヤだろうというのがわかる。

　マコトさんも女性と言えば女性だが、片付けてるのはあくまで荷物を投げ込むだけで使われなくなった部屋だし、あまりプライベートとは言えない空間に限った話だ。

「それで、結局、何を借りたの？」

　別のことを考えてたせいで、カスガが何を質問したのか少し理解が遅おくれた。しかしカスガはそれを俺が意図してトボけようとしたと思ったらしい。

「……もしかして、なんかエッチなヤツ？」

　そして、とんでもない誤解をしたのが、その質問からわかった。

「いやいやいやいや、元々、マコトさんに借りようとしてたヤツだし、なんでそういう話になるかな」

「マコトさんは大人だし、そういうのに理解ある人なのかなあって」

「だとしても、結局、借りたのはＴＳＵＴＡＹＡだからな？」

　それにマコトさんは格好こそパンクだが、意外に常識もある。未成年のマナーに関しては、仕し事ごと柄がらかなり真ま面じ目めと言ってもいい。

「……あ、そうか」

　しかしそれを説明する前にカスガは納なつ得とくしてしまった。それでやっと俺は本来の話題に戻もどれた。

「ちなみに『ウルトラマンネクサス』だから」

「ネクサスは私、観みたことないなあ」

　しかしカスガも俺も観たこと無いのでそれ以上の話題が無かった。

「そうか、観たこと無いのか」

　一いつ緒しよに観るという提案をする手もあるが、どうもあまり楽しい内容ではないようなので、それもちょっと考え物だ。

「うん」

　そのせいか、会話がすぐに終わってしまう。

　それで俺は仕方なく、カスガの横顔を見る。

「…………」

　カスガは何も言わなかったけど、なんだか楽しそうに見えた。

　そしてそれは俺がよく知ってるカスガだった。

　しばらく疎そ遠えんになる前の元気で男っぽいカスガ。

「……なに？」

「なんか元気そうだなって思って」

「うん、そうだね」

　そして俺がそう思ったように、事実、カスガは元気らしい。

　だから俺は、この間のカスガが何かの幻まぼろしだったんじゃないかと思ってしまった。

　オーディションが決まったと喜んで、俺の前で泣いたカスガ。あの時、確かに俺は立ち会ったはずなのに信じられなかったのだ。

「オーディション受けるんだよな？」

　もうそこから疑っているらしいと、俺は自分の言葉に驚おどろく。

「もう終わっちゃった」

　なのにカスガはさらに俺を驚かせる。

「え？　もう？」

　今日はてっきり養成所というのに行ってるのだと思っていた。そうでなくてもオーディションだという気き迫はくとか気負いみたいなものはついぞ感じなかったのだが。

「オーディションって言っても、私の場合、素材作って渡わたすだけって話で」

「……何、その素材ってのは？」

「オーディション内容を録音した物？　監かん督とくさんのいるところに行ってやるんじゃなかったんだ」

「そういうものなのか」

　だったら、いつでも都合の良い時にやればいいのだろうけど、だとするとマナミさんが水曜日にオーディションで、それがどうしても外せないと言ってたのはなんだったんだろう？　どうにもわからないことの多い世界だ。

「私の場合、あんまり上手うまくないから、その場でやるよりは録音の方がいいんじゃないかって講師の先生がね」

「……なるほどねえ」

　などと俺は言いつつ、いまいち分かってなかった。

　録音なら何度もやり直せるのかなとかその程度の理解だ。

「おかげであんまり緊きん張ちようせずに済んだけど……せっかくならすっごい緊張する状じよう況きようでやりたかったなあ」

「せっかくならって、そんな状況でちゃんとやれるのか？」

「全然、しゃべれないとは思うんだけどね。でも、ああ、これが本当のオーディションなんだっていう気分が味わいたかったなって」

「実際、オーディションに受かったら、緊張する中で仕事しないとだろうしな」

「……そうだよね」

　カスガは少し歯切れの悪い返事をした。

　それは多分、受からないと思っているからなのだろう。俺が受かる前提で話したから、それは違ちがうと言いたくなったのだ。

「で、どうだったの？　オーディションは？」

　でも俺はそのことには触ふれなかった。

　俺にはカスガの勝算がどれくらいあるかなんてわからない。どんだけカスガから話を聞いたってわからない。だったら話すだけカスガに済まなそうな顔をさせるだけなのだから、俺はそんなことは最初からしないのだ。

「すごくあっけなく終わっちゃった」

「何度もやり直したんじゃないのか？」

「一回で終わり」

「それで講師の先生が良いって言ったんなら、カスガは上手いんじゃないのか？」

「緊張しなかったし、セリフも三つだけだから。全部で一分もないし、しかも本番って言ったら緊張するだろうからって、リハーサルって話なのに録音してて」

「それで終わり？」

「うん」

　カスガはちょっと納得出来ないという顔をしていた。

「上手くしゃべれなかったわけ？」

「そうじゃないんだけど……これは、もう、甘えなんだけどね」

「プロの世界ではそうかもしれないけど、俺はプロじゃないし」

「うん。許されるなら、もう少し試行錯さく誤ごしたかったって思ったんだよね」

「録音なんだし、すれば良かったんじゃないの？　先生がダメだって言ったのか？」

「ううん。その三つのセリフ、一回ずつで全部を込めるのがプロだから。それに多分、何度やり直しても、きっとリハーサル以上のにはならないから」

「それを先生もわかってたってことか」

「多分ね」

　カスガがうなずいたのを見て、俺は感心してしまった。

「本当にすごい世界なんだな」

　声優というのはしゃべるのが仕事だけど、しゃべらないのも仕事だということだ。それが俺にもわかった。

　となれば、俺からすれば「すごい」以外の感想は言えなかった。

「うん。私にわかる範はん囲いでもすごい世界なんだ」

　なので、そんな世界で戦ってるカスガに申し訳ないと感じてしまう。

「なんか間ま抜ぬけな感想しか言えなくて、ごめんな」

　でもカスガはだからって俺を責めたりはしなかった。逆に笑って、気にしなくていいと教えてくれる。

「私だって、すごいくらいしかわからないよ。それだって、最近のことだし、ユウがわからないのは当然だよ」

「そっか」

　だから俺はそのことであまり悩なやまないようにしようと思った。

　カスガは俺がまともな返事をするなんて期待してない。そう俺は感じていたからだ。
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　そんなことがあって家に帰った俺だったが、それで『ウルトラマンネクサス』を無事に観られたかと言うとそうでは無かった。

「それってどうしても今晩中に観ないといけないの？」

　リビングにいる妹との交こう渉しようが上手くいかなかったからだ。

　妹には何か観たい番組があったらしい。それだって録画してるはずだが、だからって兄にテレビを譲ゆずってくれるわけではないようだ。

「どうしてもってことはないけど……」

　実際、いついつまでに観ろと言われているわけじゃない。どころか観ろと言われたわけではない。

　俺が話を聞いて興味を持って、いつか観ようと思っただけのことだ。

「じゃあ、後にして」

「……お、おう」

　となると、俺も妹と戦ってまで観ようという気にはなれなかった。

「何？　文句でも？」

「いや、火曜日はいつもお前が観てるんだから、こっちが遠えん慮りよするべきだよな」

　ここのところ帰りが遅おそくて妹に迷めい惑わくをかけてるという自覚もある。とは言え、妹が寝ねるのを待って観始めていたら、いつ寝られるかわからない。




「どうしたらいいですかね？」

　我が家の主あるじ気取りの猫ねこ、ミケーネさんはもちろん俺の質問には答えてくれない。

　悪いことにここのところ、妹が餌えさをやる機会が増えてきたので、ミケーネさんの俺の評価もだだ下がりであるらしい。

　今までは食事を出してくれる召めし使つかいくらいには思っていてくれたのだが、それすらも最近は怪あやしい。

　なので、いつもなら、なーと鳴くくらいはしてくれていたのが、今は俺がいるのを認にん識しきしてるかどうか。マイペースに伸のびたり転がったりしている。

「ま、わからないですよね、ミケーネさんには」

　名前を呼ばれても、反応しない。本当に自由な猫なのだ。

　となれば俺としてもこのまま会話を試み続けるわけにもいかない。

「……マコトさんに相談してみるか」

　例の部屋がけっこう片付いたので、本来の目的であるＤＶＤを観ることに使えるはずだった。しかも家のテレビよりずっと大きい。同じ観るならあっちの方がいいだろう。しかも妹の邪じや魔まにもならない。

「というわけなんですけど、いいですかね？」

　俺はすぐにマコトさんに電話して許可を求めた。

「ま、いいけど」

　そしてマコトさんは好きにすればいいという感じだった。

「ちょっと出かけてくる」

　となれば時間が惜おしいのでさっさと準備して出かけることにする。

「今から？　どこに？」

　妹はそんな俺の行動に疑問を持ったらしいが。

「マコトさんところ」

　その返事に一応の納なつ得とくはしたようだった。

「鍵かぎかけるから、忘れずに持って行ってね」

「……お、おう」

　言われるまでもなく持っていたが、なんとなく気がそがれるのを俺は感じた。
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「すみません、こんな時間に」

「いや、それは別にいいんだけど」

　電話でも適当な感じだったが、実際に会ってもマコトさんは変わっていなかった。

　もう夜遅いのに、特に変わった様子もなく俺を家に迎むかえ入れる。

「というか、来てくれて助かったかな」

「……と言いますと？」

「明日あしたの仕事、ちょっと時間が見えなくて、少年に来てもらっても私の方が家にいないかもしれないんだよね」

「じゃあ、明日は休みってことですか？」

「それでもいいんだけど」

　と言いながらマコトさんは鍵を取り出すと俺に渡わたした。

「なんですか、これ？」

「この家の鍵」

　それくらいは説明されなくても俺だってわかる。

「いや、なんでそれを俺に？」

「いなかったら勝手に入って作業してていいから」

「は、はあ」

「というか、今後もＤＶＤ観みたい時もあるでしょ？」

「いや、まあ、だからって勝手に上がらなくてもいい気はしますが」

　とは言ってみたものの、確かに妹の機き嫌げんを窺うかがいながら自分の観たいＤＶＤを観るのはなかなか難しい。

「ま、有って困る物じゃないでしょ」

「それはそうですけど」

　なので受け取っておくことにした。

「そういえば、明日の仕事ってどんな仕事なんですか？」

「オーディション」

　最近、よく聞く単語だった。カスガが受けたし、他ほかにもマナミさんが受けるなんて話も聞かされていた。もっともプロの声優のマナミさんにとってはそう珍めずらしいことではないらしいけれど。

「オーディションですか」

「なに、その顔は？」

「いや、ちょうど明日、マナ……じゃなくてアスカさんがオーディション受けるって話をしてたので」

「アスカね」

　今度はマコトさんが何か言うのを我が慢まんしてるような顔をする番だった。

「……どうかしたんですか？」

「アスカが受けるオーディションって、私が話してたオーディションだから」

「それってマコトさんもオーディションを受けるってことじゃないですよね？」

「私は選ぶ方。ま、私の意見はあんまり関係ないんだけど」

「それはそれでよくわからないんですけど」

「決めるのは監かん督とくとか音おん響きよう監かん督とくだから」

「いかにも偉えらい感じの人たちですね」

　よくわからないけど監督と呼ばれる人たちなのだから偉いに違ちがいない。

「ま、責任者だからね」

「で、その……アスカさんはどうなんですか？」

　そういうことを聞いていいのかよくわからないけど、さすがにちょっと気になったので聞いてしまった。

「ヒロイン役ってこと？　普ふ通つうに考えたら、アスカでしょうね。キャラも合ってるし、本命と言っていいんじゃないかな」

　すこしホッとすると同時に、俺はちょっと疑問を感じてしまった。

「だったら、オーディションなんてやらなくてもいいんじゃないですか？」

「やってみたら意外にハマるってこともあるしね。人によってはこっちが想像もしてない演技をぶつけてくることもあるし」

「なるほど」

「それに現時点ではアスカがいいとしても、それがベストとは限らないしね」

「……どういうことです？」

「アスカは若いからそうでもないけど、業界的には新人も必要でしょう？」

「今はヘタでもチャンスを与あたえるってことですか？」

「それこそ作品と共にヒロイン役が成長するのがいいという監督もいるしね」

「ははあ、いろいろあるんですね」

「もっと言うと、声優自身じゃなくて、外圧で決まることもあるし」

「外圧？」

「例えば、一番お金出してる所がヒロインはこの娘こにしろと言い出したりとかね」

　さすがにそれは俺にはそのまま聞き流せない言葉だった。

「……そんなことして大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「各方面で大丈夫ではないけど、金出さないと言われると困るしね」

「お金がないと作れないとは思いますけど」

　しかしだからってそんなことが本当にあるとは俺にはとても思えなかった。

「まあ、色々あるのよ」

　そしてマコトさんにそう言われてしまったら俺にはあまり言えることはない。

「色々あるんですか」

　話はそれくらいにして俺は『ウルトラマンネクサス』を観ることにした。

　その内容は、マコトさんたちが言っていたように地味で暗かった。

「……というか、こっちの人が主人公じゃないのかな？」

　そして何より、俺にとって意外だったのは、主人公らしい人がウルトラマンではなかったことだった。

　俺にとってのウルトラマンのイメージといえば、怪かい獣じゆうを倒たおす組織に所属している主人公がいざという時にウルトラマンに変身して怪獣を倒すものだった。しかしネクサスは組織に所属してる人とウルトラマンは別の人という設定のようだ。

　確かに、これは普通のウルトラマンとは違うらしい。でもそれは俺の興味を引きこそすれ、楽しみを奪うばう物ではなかった。
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　残り二割だから、今日終わらせてしまおう。

　次の日、学校帰りに張り切ってマコトさんの家に行ったのだが、心配していた通り、まだ帰ってきていないようだった。

　なので俺は事前にもらっていた鍵で中に入り作業を続けていたのだが。

「……お、おつかれさまです」

　二時間くらいで帰ってきたマコトさんは明らかに不ふ機き嫌げんだった。

「…………」

　爆ばく発はつ寸前と言っていい。

　しかし俺に事情などわかるはずもない。

「ご飯食べに行くから」

　なのでそう言われたら、素す直なおについていくことしかできなかった。




「……なんかあったんですか？」

　どうやら仕事で何かあったらしい。それくらいのことはマコトさんの怒いかりの表情を見ればわかる。

「もぉおお……言うために思い出すだけでムカつく！」

「そ、そんなにですか……」

　最初に会ってから、何度か呼びつけられて来たが、ここまでマコトさんが機嫌が悪いのは初めてだった。

「うぅう、あの野や郎ろう、言いたいことだけ言いやがって！　でも……ああ、もう！」

　そしてそれは俺には到とう底てい、立ち入れない領域でマコトさんが戦ってることを示していた。今までは爆発する前にガス抜ぬきしてたのだろうが、今日は絶賛爆発中という感じだ。

「とりあえず、何か食べましょう。話はそれからでも」

　それでも美味おいしい物を食べれば少しは収まると思ったのだが。

「まったく味がしない」

　マコトさんの一言で俺は凍こおり付いた。

「……なんですか、それ」

「怒りで味を感じる回路が麻ま痺ひしてる」

　実際にそんなことが起こるのかどうかはともかく、マコトさんが味を感じてないのは確からしい。それはつまり、美味しい物を食べてると思ってもらえないということだ。

「じゃあ食べてもしょうがないってことですか？」

「だろうね」

　予想できる答えだったけど、改めて言われて俺はどう反応したものだろうと思う。

「というか、お腹なか空いてない」

「……ですよね」

　まだ夕飯には早い時間だった。

　食しよく欲よくも無い。味も感じない。それでは食事で解決というのは無理な話だ。

「カラオケ」

　しかしそこはプロ。マコトさんがこうなるのは初めてではないらしく、対処法もすでに確立しているらしい。

「……カラオケですか」

　なるほど、大声で歌えばすっきりするということか。俺はそう理解して少し目の前が明るくなったように感じた。

「でも二人ってのも淋さびしいな」

　マコトさんは言うが早いか携けい帯たいを取り出すと、なにやら操作を始めた。

「ツイッターで仲間を募ぼ集しゆうするから」

「な、なるほど」

　言われて気になったので俺は自分のスマホを取り出して、ツイッターを確かく認にんする。

　そこにはマコトさんの名前で「これから新宿でカラオケをする。来れるヤツは来い」といったことが書かれていた。

「随ずい分ぶんとざっくりした募集だなあ」

　俺はこれで人が来るんだろうかと思ってしまったのだが、マコトさんはやはりタダ者ではなかったらしい。




「おお……」

　とりあえずはマコトさんと俺の二人で始まったカラオケだったが、次し第だいにそれはもうちょっとしたイベントになっていた。

　なにせプロの声優の本ほん郷ごうさんが仲間を連れてきて次々に熱唱を始めたのだ。

「本郷ジュン！　愛だなう、いきまっす！」

「先せん輩ぱい、待ってました───！」

「任せておきたまえよっ！」

　本郷さんたちはさすがプロ、歌も上手うまいが歓かん声せいや合いの手の入れ方、そういった盛り上げもとにかく上手い。

　おかげで俺はもうすっかりお客さんだった。こんな中、自分の好きな曲を歌えるほど、俺は図太い神経はしていないし、プロの歌唱力を堪たん能のうしたいという気持ちの方が強い。

「……カスガも呼んでやりたいな」

　少し余よ裕ゆうが出来た俺が考えたのはそんなことだった。

　プロの声優の歌をこんな距きよ離りで聞ける機会なんてそうそう無いだろう。カスガがプロを目指してるといっても、十分に珍めずらしいことのはずだ。

「マコトさん、ちょっと頼たのみが……」

　なのでマコトさんに相談しようと思ったのだけど、俺は肝かん心じんなことを思い出す羽目になってしまった。

　そう、カラオケは目的では無く、手段だったのだ。

　マコトさんのストレス発散という目的のための手段。

「少年、何？」

　しかしその肝心の目的があまり果たされていないのが一目でわかった。マコトさんはつり上がった目で俺を睨にらみ返してきた。

「えっと……いや、やっぱりいいです……」

　つまり相談できる状じよう況きようじゃないということだ。

「そう？　なんか言いかけてやめるのもイラッとするんだけど」

「そ、それはすみません。というかさっきまで機き嫌げん良かったですよね？」

　そのはずだ。俺は記き憶おくをたどる。間ま違ちがいない。

「確かに機嫌良かったさ！　さっきまではね！」

　でもマコトさんは明らかにご立腹だ。

「じゃあ、なんで今は？」

「今日は歌いたい日だってのに、さんざん練習して武道館でも通用するようなの歌われても、こっちはストレス溜たまるだけでしょうが！」

　言われてみれば納なつ得とくの理由だった。

「じゃ、じゃあ、もっと歌ってください」

　でも俺は気け圧おされて、そう答えるのが精せい一いつ杯ぱいだった。




　それからはマコトさんの独どく壇だん場じようだった。本郷さんたちも本来の目的を思い出したらしく、マコトさんを盛り上げるのに徹てつしてくれた。

「……ん？」

　それで俺が安心した頃ころ、その電話はかかってきた。

「ちょっと電話みたいなんで」

　誰だれが聞いてるかわからないが一応、用件を告げて俺は部屋の外に出る。

「マナミさんから、か」

　電話の主は乃の木ぎ坂ざかマナミさん。俺のあまり顔を合わせないクラスメイトであり、アイドル声優、汐しお留どめアスカさんでもある人だった。

「もしもし？」

「ユウ、まだカラオケ？」

　その質問からマナミさんはある程度、こちらの状況を把は握あくしてるらしいのがわかる。

「はい。まだ終わる気配無いですね」

「じゃあ、私も合流していい？」

「いいんじゃないですかね」

　実際のところはどうかわからないけど、メンツ的にもマコトさんの機嫌的にももう大だい丈じよう夫ぶだろうと俺は思う。

「じゃあ二十分で行くから！」

「え？　あ、はい」

　俺が返事をする前に、すでに電話は切れていた。

「そんなに慌あわてなくてもいいと思うんだけどな」

　俺はそんなことを呟つぶやきながら、まだマコトさんが熱唱してる部屋に戻もどった。

「誰から？」

　歌い終えたマコトさんは機嫌良さそうだった。そんな時に聞いてきたので興味があっての質問かと思ったのだが。

「アスカさんが二十分で来るそうです」

「あっそ」

　なんか淡たん泊ぱくな返事だった。

　まあ、マコトさんからすればマナミさんが来るか来ないかは今いま更さらどうでもいい話なのだろう。そう考えていたら、マコトさんが驚おどろきの言葉を口にする。

「じゃあ、今日はこの辺で撤てつ収しゆうー！」

「ええっ？　今、アスカさんが来るって言いましたよね？」

「それは少年が残ってれば十分でしょ？」

「え？　それってどういう……？」

　マコトさんの行動の意味がわからず、素す直なおに聞くしかなかった。

「アスカは、今来てるメンツよりもさらに上手いから」

「はい？」

「正直、引くほど上手いので私としてはこのまま良い気分で帰りたい」

「それは聞きたくないってことですか？」

「イグザクトリィ！」

　マコトさんは正解と俺を指さして意地悪く笑った。

「二十分後に来るなら、三十分後までは払はらっておくから」

「それは……すみません」

　そうは言っても本当に帰ったりはしないだろう。俺はそう思っていたのだが。

「じゃあね、少年」

　マコトさんは皆みなを連れて本当に帰ってしまった。

「……あ、はい」




「おっとこならぁあ、だれかのたぁめにつよくなれ、はをくいしばってぇ──」

　二十分と言ってたので、俺は二曲は歌えるなと思っていたのだが、マナミさんはかなり急いだらしく、途と中ちゆうでやって来てしまった。

「……他ほかの人は？」

　そしてガランとした部屋を見て一言。そりゃ聞きたくもなるだろう。十人は入れる部屋で俺が一人だけで歌っていたのだから。

　ちなみに今日のマナミさんは学校に来た時のようにメガネをかけていた。最初に会った時はそうではなかったけど、メガネをかけてる時の方が普ふ通つうなのだろうか？

「帰っちゃいました」

　俺はマナミさんの前で歌い続ける勇気も無く歌を止めて、質問に答えた。

「なにそれ」

「少年が残ってれば十分でしょ──って」

　それ以上はさすがに俺は言わないようにしようと思った。

　マナミさんの歌を聞きたくないので帰ったというのは不適切な情報だ。

「まあ、マコトさんに用事があって来たわけじゃないからいいけど」

　マナミさんは何か言いたげだったが飲み込んだ。これ以上は言ってもしょうがないとわかってくれたらしい。

「なら、よかったです」

「というか、ユウがいるのかなと思って来たんですけど？」

「あ、そうだったんですか」

　予想外の答えに間の抜ぬけた返事をしてしまい、それでマナミさんは少し顔をしかめたみたいだった。

「来ない方が良かった？」

「いえ。今日は会えないものと思ってたので嬉うれしいです」

「なら、いいんだけど」

　マナミさんはそれで機嫌が良くなったらしく、リモコンを探し始めた。

「リモコンならここです！　はいっ」

　俺はそれに気づいて手元にあったのを渡わたす。

「ありがと」

　マナミさんはカタログを見ることなく、リモコンを操作する。これは本郷さんもやってたことで、どうやらもはや記憶してるという得意の曲らしい。

「もしかして持ち歌ですか？」

「そ。普ふ段だんなら一人のオーディエンスのためになんて歌わないんだからね」

　マナミさんの言葉に被かぶるように曲が聞こえ始めた。

「おー！」

　俺は前奏がまだあるのを確かく認にんして歓声を上げ、拍はく手しゆをする。

　そこまでは本当にカラオケ気分だった。

　本郷さんたちは確かに上手かったし、さすがプロだとも思った。

　でも俺はこの後、思い出すことになった。

　正直、引くほど上手い。マコトさんがそう評していたことを。

「…………」

　俺も引いた。それもほんの出だしで。

　最初の音。いや、マナミさんが息を吸った時点でだったかもしれない。

　とにかく俺は言葉を失った。

「はっはひっ」

　その後、俺は知らずのうちに笑っていた。

　それは喜びの笑えみでは無く、もうどうとでもしろという諦あきらめの笑いだった。

　圧あつ倒とうされたのだ。マナミさんの歌声に。

　もはや受け止めるしか出来ない自分に笑うしかできないのだ。

「どう？」
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　そのせいか歌が終わって、マナミさんに尋たずねられてもすぐには返事が出来なかった。

「あ、はい」

「なに、その反応。好みじゃなかった？」

「いや、その……すごすぎて、頭のブレーカーが落ちたみたいな……」

「それは、さすがに大げさじゃない？」

「そんなことないですよ。こんな経験、初めてで」

「なら、いいんだけど」

　マナミさんは嬉しそうに笑うと俺の隣となりに座った。

「そういえばさっきの曲はなんて曲なんですか？」

「え？　今年の頭からやってたアニメの主題歌だけど知らない？」

「すみません。あんまりアニメ観みないので……今度調べておきます」

　多分、妹やカスガなら知ってるんだろうなと思って謝ったのだが。

「ごめん。そうだよね」

　なぜか、マナミさんの方が謝り始めた。

「え？」

　しかし俺にはその理由がすぐにわからなかった。まだ頭が回ってないらしい。

「まだ仕事モード引きずってた。そうだよね。ユウは私の仕事知らないんだよね」

「そうですね」

「自分で頼たのまれもしないのに歌っておいてなんだけど……忘れて」

　アスカはそう言うと手で顔を覆おおった。

「はい？」

「ユウには私の仕事のこと、あんまり知って欲しくないから」

　その言葉でやっと俺は何を言ってるのか理解出来た気がした。

「俺はファンじゃダメなんですよね」

「……うん」

　マナミさんが申し訳なさそうに肯こう定ていしたのは、それが勝手な言い分だと思ってるからに違ちがいなかった。

「最初からそういう話でしたよね。忘れます、その方がいいなら」

　マナミさんが俺と友達になろうと言ったのは、俺が仕事相手でもなく、ファンでも無い、ただの人間だからだ。それは事実だし、そこに俺は何の不満も無い。

「ありがと、ユウ」

　マナミさんの感謝の言葉は短く、感情を押し殺したものだった。

「そういえば、マコトさんが三十分までは払っておくって言ってました」

　なので俺は話題を変えた。

「……じゃあ、あと一曲？」

「それくらいじゃないかと」

「ユウが歌う？」

「いや、さすがに……あの歌の後、歌うのは……厳しいかな」

　忘れるとは言ったがまだ震ふるえが残ってる。この状じよう況きようで自分が歌うなんて俺には出来そうになかった。

「じゃ、何か定番のアニソンでも歌おうかな」

　マナミさんはそう言うとカタログをめくり始めた。

　持ち歌は覚えていても、定番のアニソンは覚えていないらしい。

「乃木坂マナミが歌います。曲名は──」

　そして俺のために加減してくれたのであろうその曲も、俺にはなんの曲かやっぱりわからなかった。
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　結局、マナミさんの一曲で時間切れになり、俺たちは夜の新宿を歩くことになった。

「そういえば、肝かん心じんなこと言ってなかった」

　駅まで少し歩いて、横断歩道を渡った頃ころ、マナミさんがそんなことを言い始めた。

「……なんです？」

「オーディション、多分、合格だと思う」

　けっこう重要なことのはずだがマナミさんは至って普通の調子だ。

「わかるものなんですか？」

「なんとなくだけどね。手て応ごたえを感じたんだよね。監かん督とくさんたちの反応とか、そういう空気で」

「何度も受かってるとそんな風になるんですね」

「どうだろ。分かる人と分からない人がいるみたい。何度受けても緊きん張ちようするから、周りが見えてないって人もいるのかな」

「へえ」

　俺は素す直なおに感心してしまった。

　マナミさんは同い年だが、やはりプロの声優なのだ。

「それでこんな時間まで仕事だったんですね。お疲つかれ様です」

「あ、ああ。それはちょっと違うって。もうついでだって別の仕事が」

「それは……お疲れ様です」

　予想外の答えに俺は苦笑いしてしまう。それはマナミさんも同じらしい。

「オーディションはマコトさんもいて、だからカラオケもちょっと顔出していいのかなとは思ってたんだけど」

「ああ……それでマコトさんの方が気を遣つかって先に帰ったんですかね」

　なんて俺は自分で言いつつ、そんな話ではない気もしていた。

「ま、私の顔を見たくなかったのはあるかもね」

「……仲悪いんですか？」

「ストレス発散のためにカラオケしてたわけだから、気を遣わないといけない相手っていない方がいいかなって」

「ま、それはありそうですね」

　だからって来るとわかってて先に帰るものだろうかとは思ってしまう。

「マコトさんには仲良くしてもらってるし、相談に乗ってもらう時もあるけど、やっぱり仕事相手でしかないのかなって感じる時はあるよね」

「それはちょっと違うんじゃないですかね」

　業界のことは俺にはわからない。でもマコトさんがマナミさんのことをただの仕事相手と考えてるとは俺にはとても思えなかった。

「そうかな」

「もしそうなら、俺たち、こうして会ってないと思いますよ」

「それは、そうかな」

「マコトさん、マナミさんが仕事ばっかりになってるの心配してましたから」

　その言葉にマナミさんは何か思いついたという顔をした。

「前にマコトさんに電話した時、一いつ緒しよにいたのユウだったの？」

「あ、はい」

「その時、私のこと色々聞いたってわけだ」

「いや、そんなには。マナミさんと初めて会った時、俺、ろくに知ってなかったですし」

「そういえば、そうだった」

　マナミさんは俺との以前の会話を思い出してくれたらしい。

「仕事と関係ない人だから、友達になろうって話だったよね」

　マナミさんは優やさしい笑えみを浮うかべると確かく認にんするように俺に言った。

「そうでしたね」

「今日はオフって聞いてたのに、オーディションでしょ？　おまけにドラマＣＤの仕事も入ってて」

「……それは大変でしたね」

「仕事は基本的には好きなんだけどね。でも、さすがにこれは無いって」

「ですよね」

「だから、ちょっとでもいいからユウと会っておきたくて」

「で、あんなに慌あわてて来たんですね」

　言いながら俺は電話をすぐ切ってたマナミさんのことを思い出した。

「会うだけならそこまで急がなくても良かったのにね。どうして私ってプライベートだとこうなっちゃうのかなあ」

「正直、俺には普ふ段だんは違うって方が信じられないんですけど」

「あ、そういうこと言う？」

「でも俺はマナミさんの友達ですけど、アスカさんのファンじゃないですから」

「……しっかりしてるのは汐留アスカだけって言いたい？」

「いえ、別に」

　真ま面じ目めな顔で答えるつもりだったけど、俺はつい笑ってしまった。

「ま、事実だからいいけどね」

　それでマナミさんも諦めた顔をして、それから短く笑った。

「そういえば、今度会った時は奢おごるって約束でしたね」

　それを思い出したのだが、夜の新宿は意外に暗かった。それはつまり、もうけっこうお店が閉まっているということだった。

「その約束なんだけど、この時間だと厳しいかな」

　そしてマナミさんもそれに気づいているらしい。

「どうします？」

「頑がん張ばって探してもいいけど駆かけ足になっちゃいそうだし、今度、ちゃんと会って奢ってもらうってことでいい？」

　約束を果たせないのはちょっと落ち着かないが、お返しなのだから相手の意見に従うべきだろう。

「次はいつ、ちゃんと会えるんです？」

　なので、それを承しよう諾だくしようと思ったのだが。

「ちゃんと……は当分、無理かな」

　現実は中々思い通りにはいかないらしい。

「そういう話でしたね……だったら頑張って探します？」

　いつになるかわからないのならその方がいいのかなと思ったのだが、マナミさんは小さく首を横に振ふった。

「いいよ。約束果たしちゃったら、なんかもうユウと会えない気がするから」

　確かにマナミさんの言うこともわからないでもなかった。なにせマナミさんは学校にもろくに来られないほど忙いそがしいのだ。今日だって会えなかったかもしれない。

　でもだからってもう会えないというのは俺にはちょっと納なつ得とくがいかなかった。

「だったら、また別の約束をすればいいじゃないですか」

「別の約束？」

「今度はマナミさんが行きたいところに一緒に行くとか」

「それで……いいんだよね？」

「何かダメな理由でもあるんですか？」

「私の都合ばっかりで申し訳ないなってだけ」

「……そうですか？」

「だって、そうでしょ？　私は会いたい時にユウに会いに来るけど、ユウが会いたいとしても私は多分、会いに来られないんだから」

「それは……そうですね」

「だから、ユウには貸しを返して欲しくないのかも」

　マナミさんはそこまで言うと俺から視線を逸そらした。

「私、仕事にはそれなりに自信を持ってる。でも今、改めて思ったけど、私、仕事抜ぬいたら何も残らないんじゃないかな」

　それはつまり面と向かっては言いたくないことなのだろうと俺は理解した。

「それでいいんじゃないですか？」

　だから俺はそれを肯こう定ていしてあげたいと思った。

「え？」

　そしてそれは意外なことだったらしく、マナミさんは驚おどろき俺の方を見た。

「マナミさんは俺が普ふ通つうでいいと言ってくれましたけど、それって自分も普通でいたいからじゃないんですか？」

「……確かにそうだよね」

　マナミさんは少し考えてから、小さくうなずいた。

　それから納得の笑みを浮かべる。

「でも、今日はやっぱりいいや」

「それなら、それでいいですけど」

　納得した上で、また日を改めるというなら、そこには別に不満はない。

「ちょっと予定は立たないけど、急に空くかもしれないし。とにかく約束は忘れないでね。また会って、何か奢ってくれるって約束」

　そしてマナミさんも約束が果たされなかったという割には不満は無さそうだった。

「それは、もちろん」

　だから俺はこれでいいのだろうと思った。

「にしても、ユウってさっきみたいなこと、誰だれにでも言ってるの？」

「どういうことですか？」

「あんまり誰にでも優しくしない方がいいと思う」

「……誰にでもってことはなくて。むしろ基本的には冷たい人間だと思ってますけど、俺は」

「そうは見えないけど」

「俺、友達が少ないですからね。だから友達は大切にしてるんです」

「……なるほど」

　マナミさんは何か言いたげな顔をしたが、それ以上は俺には言わなかった。

「あ……」

　というのはそのタイミングでマナミさんの携けい帯たいが鳴り出したからだ。

「もしもし……はい……」

　それはどうやら仕事関係の電話らしい。マナミさんの口調が変わったので、そうだろうと俺は感じたのだ。

「すみません、ちょっと待っててもらえますか」

　そしてマナミさんは一いつ旦たん、電話を切った。

「またお仕事ですか？」

「さすがにこれからってことはないけど、電話長くなりそうだから」

　マナミさんはそう言って小さく頭を下げた。

　それはもうこれ以上、話してる場合じゃないということだ。

「あ、はい。じゃあ、また今度」

「ごめんね。こっちが無理に会いに来たのに」

　マナミさんは申し訳ないという顔をしていたが、俺はそんなに気にしていなかった。

「いえ。また会えるの楽しみにしてますから」

　マナミさんが忙しいのは今に始まったことではないと知っていたからだ。

「約束忘れないでね」

「そっちこそ、忘れないでくださいね」

　だから俺はそれだけ告げると手を振ってその場を離はなれた。

　新宿は不慣れだったけど、駅がどっちかくらいはなんとなく分かる。

「もしもし」

　そして人通りが少ないせいか、マナミさんがまた電話をかけたのがわかった。
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　後日、俺はカスガとカラオケに行った。

　声優さんというのは声を出すプロフェッショナルなので歌も上手うまくて当然だと思っていたのだが……。

「……ふむ」

　カスガの歌はそんなに上手くは聞こえなかった。

　カスガは声優とは言え、まだ卵だからなのかもしれない。

「ど、どうかな？」

　ただ、カスガの名めい誉よのために言うと、それは選曲のせいもある。

　カスガが歌ったのはよりにもよって俺がカラオケで聞いた曲だったのだ。

　引くほど上手い汐留アスカの生歌を聞いた後では、どうしたって比べてしまう。

「カスガは本当に汐留アスカに憧あこがれてるんだな」

　だから俺にはそれしか言えなかった。さすがに噓うそはつけない。

「う、うん」

　でも、カスガはけっこう喜んでいたようだった。

「……というか、ユウ、この曲、知ってるの？」

　それでもなんか変だと思うくらいの冷静さはあったらしい。

「ちょっと聞いたことがあって」

「ま、有名な曲だもんね」

　でも俺の返事でカスガは納得したらしく、次の曲を歌い始めた。

　それは俺の聞いたことのない曲だったが……やっぱり上手くは聞こえなかった。







[image: 第六章　生徒指導室は二度、俺を呼ぶ]




　朝、起きるとマナミさんからのメールが来ている。

　送信時間は大体朝の四時とかそれくらい。仕事の準備をして寝ねる前に送ってくれてるらしい。

　それがいつの間にか当たり前のようになってきた頃ころのことだ。




〝しばらく学校行けてないけど、何か変わったことあった？〟




　そんな何気ない一文に俺はぐっと詰つまってしまった。

「変わったこと、ね」

　口に出して確かく認にんしてみても、何も思いつかない。

　マナミさんがそう望んでいるように、俺の日常はいたって普通なのだから。
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　しかし俺の知らないところで世界はどんどんと変わっているらしい。

「制服、リビングに持って来ておいてよね」

　朝ご飯を食べようとリビングに降りてきたら、妹にそんなことを言われた。

「はい？」

　寝ぼけていたわけではないのだが、俺は一体何を言ってるんだろうと思ってしまった。

「制服」

　妹は俺が理解出来てないことはわかったみたいだが、不満そうにその単語を繰くり返すだけだった。

　それでわかるなら俺も苦労はしないのだが。

「ああ、制服ね」

　それでもとりあえず話を合わせてみた。妹をこれ以上、不ふ機き嫌げんにさせるのはあまりよくないのは経験的にしっかりはっきりわかっている。

　俺は問題ないという顔をしながら席につき、妹のことを改めて見て、やっと言葉の意味を理解した。

　制服。そう言っていた妹の服が昨日とは変わっていたからだ。

　今日の妹は夏服を着ていた。上着を着忘れてるということはないだろう。ワイシャツが半はん袖そでなのだから。

「衣ころも替がえか」

　俺は妹に聞こえないように小さく呟つぶやいた。

　要するに妹に言われたのは、冬服をクリーニングに出すので、リビングに持って来ておいてくれということだったのだ。

「何？」

　少し妹を見過ぎたらしく、気にさせてしまったらしい。

「あ、いや、もう着き替がえてるんだなって」

　そこで俺はちょっと話を逸そらした。

「観みたいアニメがあったから早起きしただけ」

　ということはそれは学園モノなんだろうなと俺は思う。

　俺が学園モノを見ると急に元気がなくなることを妹は知ってるし、そうなると面めん倒どうだと思ってるのだろう。

　しかしそうやって気き遣づかってくれてることを指し摘てきしても妹は怒おこるだけだ。

「そうだ、クリーニング、俺が出しておこうか？」

　だから話題を変えてみたのだが、あまり適切な話題ではなかったらしい。

「お兄ちゃんに私の制服触さわって欲しくないから、自分で持ってく」

　そしてそれはもっともな気がしたので、俺は凹へこみながらも納なつ得とくした。

「……じゃ、じゃあ、よろしく」




　そんなこともあり、話題に困った俺は黙もく々もくと朝食を食べたので、カスガがやってくる頃にはもう準備は済んでいた。

「あれ？　今日は早いね」

「ま、そういう日もあるさ」

　そう答えながら俺はカスガを見て、ある変化に気づいた。

　それは十分に予想出来ることだったのだが、それでも俺は驚おどろいてしまった。

「……そうか、夏服だもんな」

　うちの学校は夏服と言っても、デザイン的には上着を脱ぬいだくらいのものだ。ズボンやスカートは素材は変わってるが、見た目は変わらない。

　そして今日から夏服なのも妹が教えてくれた。

　にも拘かかわらず驚いてしまったのは、白しら河かわが言っていたところの推定Ｇカップってヤツのせいだ。

　上着を着ていた時も十分にわかっていたが、夏服の薄うすい生き地じではその大きさを隠かくすことはまったく出来ていない。

　つまり、俺が驚いたのは「デカイ！」ということでだ。

「そういえば、ユウ、ちゃんと夏服だね」

　しかしカスガのヤツは俺のそんな驚きなど少しも興味がないようだ。

　カスガにとっては自分の胸が大きいのはもはや当然のことなのだろう。昨日、今日、急に大きくなったわけじゃないのだから不思議はないけれど、久々の夏服だし気になっても良さそうなものだが。

「なんだ、それ？」

「てっきり冬服着てて慌あわてて着替えることになるんじゃないかと思ってたんだけど」

　カスガはそう言って笑ったが、俺はちょっと一いつ緒しよに笑えなかった。

　妹が教えてくれなかったら間ま違ちがいなく、そうなってただろうことを想像出来たからだ。

「ま、一歩間違ったらそうなってたんだけどな」

　なので否定してもしょうがないと素す直なおに認めた。

「え？　どういうこと？」

「朝起きたら、妹に釘くぎを刺さされた」

「そっか、ツヅちゃんに感謝しないとだね」

　カスガは自分の想像があまり間違ってなかったのが嬉うれしかったらしい。

　ちなみにツヅちゃんというのは妹のことだ。カスガはずっとそう呼んでいる。

「……まあ、ちょくちょく感謝してるけどね」

　実際、妹には色々迷めい惑わくをかけてるという自覚はある。

「うん、すごくいい娘こだもんね」

　カスガは本心からそう思ってるようだが、俺にとっては手放しで賞賛できる相手ではない。もちろん良いところもあるけど、悪いところもある。

「……ああ、うん」

　なので、一応だけの肯こう定ていと共に家を出ることにした。

「そういえば、あれから涼すず宮みやさん……じゃなくて、乃の木ぎ坂ざかさんは来たの？」

　学校への道のりの半分くらいで、カスガがそんなことを尋たずねて来た。

　カスガにとっては、マナミさんはまだ「涼宮ハルヒ」のままらしい。自分が尊敬する声優の汐しお留どめアスカだなんてことは少しも思ってないのもそれでわかる。

「来てないけど？」

　しかしそれくらい興味のない相手なのに、なんで聞いてきたのだろうとは思った。

「だったら教えておいてあげないとだね」

「何を？」

「今日から夏服だってこと」

「ははっ、俺じゃないんだから」

　俺は苦く笑しようしながら、でも案外、気づいてないかもなとも思った。

　マナミさんは普ふ段だんはしっかり者で通ってるらしいが、俺が知る限り、ちょっとというかかなりそそっかしいところがある。

「まあ、そうだよね」

　そしてカスガも、素直ないい奴やつだと思うが、素直すぎるところがある。そこは微び妙みように否定するべきところだろうなんて俺は思ったが、すぐにどうでもよくなった。

「でも夏服か」

　俺はマナミさんが夏服を着てるところを想像しようとして出来ない事に気づいたからだ。そのことに俺は少なからず衝しよう撃げきを受けた。

「何？」

　それがカスガにも伝わったらしい。

「マナミさんが夏服着てるところが想像つかない……んだけど」

「え？　上着脱いだだけでしょ？」

　カスガには俺が何を気にしてるのかわからなかったようだ。

「……ま、そうなんだけどな」

　しかしそれも無理はない。俺だって、よくわかってないからだ。

　なんとなくわかるのは、マナミさんの夏服姿を見る機会はまだ先だろうということだけだ。そしてそれがきっと俺には不安なのだろう。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　そしてカスガは事情はわからないまでも俺のことを心配してくれてるらしい。

「ま、気のせいだろ」

　だから俺はそういうことにしておいた。

「それならいいんだけど」

　カスガはそれで納得したらしく、もうマナミさんの話はしなかった。
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　やはり気のせいだったらしい。

　と思い直したのは教室で制服姿が想像出来ない人に会ったからだった。

「ねえ、ユウ、乃木坂さんだけど、今度いつ来るの？」

　その質問の主は清きよ澄すみ。学校では常にジャージで過ごしているクラスの女子だ。

　今日は上はジャージを着ておらず体操服を着ている。どうやらこれが清澄の夏服ということらしい。

「……しばらく難しいとは聞いてるけど」

「そっか。でも大丈夫なのかな？」

「ちょっとヤバイかもな」

　以前、一回来た時に、補習で許してもらえるみたいな話をしてたけど、さすがにあれから一度も来ないというのは不味まずい気がする。

「中間も受けてないよね、きっと」

「……だよなあ」

　少なくともテスト期間中も登校して来てなかった。

　俺の知らないところで別のタイミングでテストを受けていたのかもしれないけど、それなら何かメールなりで聞かせてもらってるだろうと思う。

「勉強会もするつもりでいたんだけど、そのタイミングすらなかったし。ユウのノートだけで足りたってこと？」

「そうとは思えないんだけどなあ」

　というか必要か必要でないかに関係なく、勉強会はしたがってたと思う。そういう友達っぽいことをマナミさんはすごく求めていたはずだ。

「どうなってるの？」

「いや、俺もまだしばらく来られないくらいしか知らないから」

　そう言いながら、我ながら雑な話だという気がしてきた。

　マナミさん個人のことだけど、学校でのことは俺がサポートすると約束したし、先生に確かく認にんするくらいはした方が良かった気がする。

　マナミさんは本当に学校のことを知らないだけかもしれないのだから。

「よくわからないんだけどさ、ユウ」

「はい？」

　しかし俺の考えとはよそに清澄はすでに別のことを考えていたらしい。

「ユウと乃木坂さんはどういう関係なの？　学校とは関係ないところで会ってたみたいなこと言ってたけど」

「友達だけど」

「そこが変って言うかさ。付き合ってるとかそういう感じはしないけど、ただの友達という感じではないよね」

「まあ、そうかな」

　実際、きっかけはちょっと変だった気はする。

「一応、自覚はあると」

「知り合いから紹しよう介かいされて、普段かなり忙いそがしい娘だから助けてあげて欲しいって言われたってとこから始まってるからなあ」

「知り合いの知り合いってこと？」

「最初はね。でも今は普ふ通つうに友達だと思ってるんだけど。少なくとも俺は」

　最後は少し自信が持てず声が小さくなってしまった。

「だったら向こうもそう思ってるよ」

　清澄は笑いながら、そう答えつつも、すぐに口を尖とがらせた。

　何か怒おこってるアピールらしい。

「……なんだよ、それ？」

「私もユウの友達だと思ってるってこと」

　清澄の答えは聞いてもよくわからなかった。

「だから？」

「ユウだけじゃ頼たよりなければ私に相談してくれてもいいんじゃないの？　ってこと」

　しかしそれは想像以上にありがたい申し出だったからだった。

「……ありがと」

　それがわかって俺も照れてしまう。

「おうおう、諸君、何を盛り上がってるのかね？」

　そこに交じってきたのは、白河だった。

　一向に登校して来ない謎なぞの級友「涼宮ハルヒ」が巨きよ乳にゆうではないとわかってからは、その話題に関わって来なかっただけに、俺は意外な気がした。

「乃木坂さんの件だけど、まだ興味あるの？」

　そして清澄の質問からもわかったが、清澄も似たような感想らしい。

「ああ、大アリだね」

　しかし白河の答えは俺達の予想とは違ちがっていた。

「巨乳以外のことに白河が興味を持つ事なんてあるのか」

　なので俺は素直にその驚おどろきを口にした。

「チッ！　チッ！　チッ！　見み損そこなってもらっては困るな。この俺が巨乳以外のことに興味を持つわけがないだろう」

「……じゃあなんでマナミさんの話に乗ってきたんだ？」

　俺が気づかなかっただけで実はマナミさんが巨乳だったことに気づいたとかそんな話だろうか？　そんなことまで考えてしまったが、やはり違うようだ。

「ユウ、お前は涼宮ハルヒのことをよく知らんようだから言ってもわからんかもな」

「なんだ、それは」

「涼宮ハルヒには、ハルヒを超こえる巨乳のキャラが出てくるのだ！」

　白河の言葉に清澄は呆あきれた様子を見せながらも情報をつけて加えてくれた。

　無む駄だにビシッと俺を指さしてきたのだが、緊きん張ちようするからやめて欲しい。

　というか本当に言われてもわからない。まあ、アニメだって数秒観みただけだし、原作も読むどころか見たことすらないのだから仕方ない。

「朝あさ比ひ奈なみくるのこと？」

　しかし清澄にはちゃんと心当たりがあるようだ。

　おそらくハルヒを知ってる人なら常識レベルのことなのだろう。

「そう、それだ！　あの乃木坂マナミが涼宮ハルヒなら、当然、朝比奈みくるに相当する人間と友達！　その事実に俺は気づいたのだ！」

「……この間は類は友を呼ぶと言ってなかったか？」

　俺はさすがに白河はかなりお疲つかれのようだと思うしかなかった。

　きっと先週末のナンパも失敗に終わったに違いない。

「ハルヒと来れば、みくるだろうが！」

　そのせいか断固としてその妄もう想そうにすがろうとしてるようだ。

「完全に現実とフィクションが混ざってるぞ、白河」

「現実がそれを否定するというなら俺は現実などいらない！」

「……重じゆう症しようだな」

「確かに重症だな。だから俺を癒いやす意味でも、お前は俺を乃木坂マナミに紹介するべきだ。そして乃木坂マナミは俺に巨乳の友達を！　朝比奈みくるを紹介するべきなんだ！　何もいきなりバニーガール姿で来いとまでは言わん！　最終的にはそういうことも考えるが、とりあえず紹介してくれればいい！　それだけなんだ、いいだろう？」

　白河の声はどんどんと大きくなっていく。俺はバッサリ切り落とすしかなかった。

「断る！」

「なぜだ!?」

　しかし白河の反応はいつも通りだ。

「そんな理由で仲良くして欲しいと思う人間はいない。それに」

　なので俺はいつも通りの説明をする。

「なんだ？」

　ただ追加の理由は今までとはちょっと違った。

「マナミさん、友達がいないらしいぞ」

「そ、そうか……」

　そして残念ながら事実なのが伝わったのか白河はそれ以上、粘ねばっては来なかった。
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　その日の昼休みのこと。

「ユウくん、ユウくん、ちょっといいかなー？」

　先生にマナミさんのことを聞かないとなと思っていたら、教室を出たところを先生に呼びかけられた。

「なんですか、リオ先生？」

　先生と言っても、俺のことを「ユウくん」と呼ぶことからわかる通り、威い厳げんという言葉とは無む縁えんな若い女の先生だ。

　背格好も学生達と変わらず、制服を着ていたら生徒の中に紛まぎれてしまうことも出来るくらいだ。地味な私服、短いのに癖くせのある少し茶色の髪かみ、そしてメガネといかにも文系の女子。図書室にいたら司書のお姉さんと思われるに違いない人なのだ。

　豊と島しま先生のフルネームは豊島リオ。そして若いと言ってもそろそろ歳が気になるらしく、「としま」という言葉に敏びん感かんらしい。名字を呼んだだけでつっこまれるというのも面めん倒どうな話だが、本人にとって重要なことらしいので尊重しなければいけない。

「ちょっと今いいかな？」

「まあ、いいですけど」

　とりあえず用事はないのでそう答えたがなんか怪あやしい空気は感じた。

「乃木坂さんのことなんだけど」

　そしてその理由が先生の言葉で少しわかった気がした。




「ここなら、いいかな」

　職員室に行くのかと思っていたがリオ先生が向かったのは生徒指導室だった。

　しかしその道中はやはり怪しいと思ったのを裏打ちするものだった。妙みようにキョロキョロしてるし、ここに入った時も誰だれも見てないのを確認してスッと入るという徹てつ底ていぶり。

「……何か大変なことになってるんですか？」

　何より無事に部屋に入れた時の先生のほっとしたっぷりはかなりのものだった。

「え？」

「今から話すことって人に聞かれたら困ることなんですよね？」

　こっちから見るとバレバレだが、先生には自覚はなかったらしい。

「なんでわかったの？」

「いや、すごく隠かくしたがってる感じが……しましたし……」

「どうやって切り出そうかと思ってたけど、もう伝わってるなら話は早いわね」

　先生は幾いく分ぶん、きりっとした表情になると、俺に椅い子すに座るようにジェスチャーで示した。なので俺は素す直なおにそれに従う。

　しかし気持ちはゴチャゴチャとし始めていた。

　聞かれたら困る話でかつマナミさんの話と来れば、心配しかない。

　やはり出席日数が少なすぎて先生の間でも問題になってるんだろうか。

「それで、乃木坂さんの話だって言ってましたけど……」

「そうそう、乃木坂さんの話だったわね」

「だったわね？」

　なんかさっきまで忘れてたみたいな言い方なのでつっこんでしまった。

「間ま違ちがいなく乃木坂さんの話よ？」

「それはわかってるので、先をどうぞ」

「えっとね……ユウくんはその……乃木坂さんのお仕事の件は聞いてるの？」

「聞いてます。むしろ先に聞いてたのがそっちだったので、後でクラスメイトと知って驚いたくらいです」

「なるほど、なるほど。じゃあけっこう仲良しなのね？」

　そう呟つぶやく先生は妙に嬉うれしそうに見えた。

「こっちはそう思ってますけど」

「だったら聞いてるだろうけど、乃木坂さんが一度だけ登校して来た時に、登校できない分は補習でカバーするって先生が言ってたって話」

「そう聞いてますけど、ダメになったとかですか？」

「いや、そんなことはないんだけど」

　そう言いながらも先生はなぜか視線を逸そらした。

「じゃあ、どんな問題が？」

　おそらく何か言い辛づらいことなのだろうと俺は身構えるしかなかった。

「先生、乃木坂さんの情熱にほだされて、なんとかするって言ったんだけど……やっぱり面倒くさくなっちゃって」

　しかし俺は先生が何を言ったのか理解出来なかった。

　一言一句聞き逃のがすまいと思っていたのに、事実聞き逃さなかったはずなのに、何を言ったのかわからなかったのだ。

「……面倒くさくなった？」

　確かにそう言ってるように聞こえた。

　しかし威厳がないとは言え、リオ先生は教師。まさかそんなことを言うはずは無い。

「そう、面倒くさくなっちゃったの」

　なのに先生は俺の言葉を否定してくれない。どころか直球で肯こう定ていしてきた。

「いや、それはその……」

「仕事で登校はできないけど学校は辞やめたくないって熱く語られた時は、ああ、なんとかしてあげたいなあと思ったのよ。やっぱり乃木坂さんの言葉というか声ってすごい説得力があるって言うか」

「ま、まあ、プロですからね」

「でも実際にやること考えたら、想像してるだけで、こりゃ大変だと思えてきて」

「それで面倒くさくなっちゃったってことですか」

「そうそう！　ユウくん、察しがよくて先生すごく助かるわ」

「……先生、正直すぎでしょ」

　褒ほめてくれたのかもしれないけど、こっちとしてはつっこむしかできない。

「素直な良い子とよく言われて育ちました！」

　なのに、先生の方は褒められたと思ったらしい。俺が思ってる以上に日本語は難しいことを痛感する。

「で、それは乃木坂さんは、もう学生を続けられないって意味なんですか？」

　なのでその辺りは置いておいて、俺は本当に知りたいことを聞くことにした。

「このままじゃね。さすがに一度しか登校して来ない、試験も受けてないで進級させるわけにはいかないでしょ」

「それはまあ、そうですよね」

「事情はわかるから補習なりをするということ自体は先生たちも了りよう解かいしてるんだけど、さすがに度が過ぎてるんじゃないかという意見もあって」

「リオ先生も同意見なんですか？」

「え？　私はちゃんと勉強できるのであれば進級してもいいと思ってるけど」

　リオ先生はそこで言葉に詰つまった様子を見せた。

「思ってるんですよね」

「でもね、反対してる人を説き伏ふせるほどのガッツはないというか……そうしておいて、結局、ダメでしたってなったら困るなあ、とかは思ってるかな？」

「なるほど……」

　リオ先生の言うとおり、反対を押し切るなら結果を出さなければいけない。

「乃木坂さんの意い欲よくはともかく、現実問題として補習を受けたりとか出来るのかしら？」

「……難しいですね。今後も仕事が減るってこともないみたいですし」

「とすると、私が責任持って補習受けさせますとか言えないわよね」

「ですよね」

　マナミさんのことだから、リオ先生にも頑がん張ばって欲しい。そうは思っても、じゃあ先生が頑張ればどうにかなるのかというと俺には確信は持てなかった。

「最悪、結局ダメだったでもいいんだけどね。なんとか進級させた後で、乃木坂さんのお仕事のこととかバレちゃうと『声優だから特別扱あつかいしたんですか？』みたいな苦情が来るかもしれないじゃない？　そうしたら先生、クビになんてことになったらイヤだな、とかは思うわよね」

「……クビですか」

「そういうことをあれこれ考えたら、これはもう面倒くさいなあって思っちゃってもしょうがないでしょ？」

　内心、先生の言うことはもっともだと思った。さすがにクビはないだろうけど、先生もマナミさんも居い心地ごこちが悪くなるというのは十分にありそうだった。

　しかし、さすがにこれを認めてしまってはマナミさんに言い訳ができない。

「…………」

　だから俺は何も答えなかった。答えないことしか思いつかなかったのだ。

「ユウくんは何かいいアイデアない？」

　しかし答えないことで状じよう況きようが好転するわけもなかった。

「アイデアはありませんけど……どうにかしてください」

　となれば俺に出来るのは正直な気持ちを口にするだけだった。

　そんなこと言われたって先生が困るだけなのは俺だってわかってる。

　でも考えがない以上、気持ちしかない。

「どうにかしてください。お願いします」

　そう言って頭を下げるくらいしか今の俺には出来ない。

「どうにかする気がないわけじゃないんだけど……」

「具体的に何が問題なんですか？」

「えっと……乃木坂さんには補習を受ける時間がないだろうってことと、私が補習をするのが面倒だってこと？」

「前者はともかく後者はなんとかなりませんか？」

「うーん。でも一回しか来てないわけだから、夏休み中ずっとみたいになっても困っちゃうわけじゃない？」

「……それはわかりますけど」

「それに夏休みだからって乃木坂さんは休みなのかなあ。先生、声優のことは詳くわしくないけど、世間が休みの時の方が忙いそがしかったりするんじゃない？　乃木坂さんは歌っててライブとかもするんでしょ？」

「それは、そうかも、しれないですね」

　仕事の話はあまり具体的に聞いてないけど、先生の言うとおりだろうと思った。夏休みの方がいろいろとイベントがありそうだ。

　ライブがあるならその練習だってあるだろうし。

「となると補習するって言っても、いつ？　どこで？　って話よね」

「仕事が終わる頃ころには夜遅おそいみたいですしね」

　放課後が空いてるなら学校に来てもらって補習ということも出来るだろうが、マナミさんには放課後だってしっかり仕事があるのだ。

「そうなると、もう先生のやる気がないとかそれ以前の問題なのよね」

「だったら──」

　先生の言葉に反論するまともな意見は俺には思いつきそうになかった。

「やったことにすればいいんじゃないですか？」

　でも、まともじゃない意見が俺の口から不意に飛び出した。

「どゆこと？」

　先生は俺の言葉にかなり驚おどろいたらしい。それは無理もない。言った俺だって驚いた。

「先生も面めん倒どうで、乃木坂さんに時間がないから、補習は無理なんですよね」

「そうなるわよね」

「だったら補習やテストをしたことにすればいいんじゃないですか？」

「どうやって？」

「他ほかの先生も一いつ緒しよに補習してくれるって話なんですか？」

「いや。私が補習するならすればーって感じだけど」

「だったら先生が補習したってことにして、後はテストという結果があれば、それで問題ないんじゃないですか？」

「テストという結果があれば、か」

「もちろん、追つい及きゆうされてボロが出る危険はありますけど……」

　そうなると先生に迷めい惑わくがかかる。気づいた以上、伝えておかないといけない。そう思ったのだが、リオ先生は意外に適当だった。

「まあ、その辺は大だい丈じよう夫ぶじゃないかな」

「……大丈夫ですかね？」

「テストという結果があれば、乃木坂さんが自習しただけでも、補習の結果でもあんまり変わらないと思うけど」

　本当にそうだろうか？　ちょっと疑問が残ったが、リオ先生が問題ないと言うなら、多分、それでいいんだろうと思うことにした。

「だったら、補習をしたってことにすれば」

「私は補習せずに済むし、乃木坂さんも進級出来るし、みんな幸せになるいい提案ね」

「じゃあ、そういうことでお願いします」

「とは言え、やはり結果は必要よね」

「その辺は俺がノートをまとめ直したのをコピーして渡わたしてるので授業内容自体は伝わってるはずです。ま、ノート読めばそれでわかるってものじゃないですけど」

「そういうのは先に言って欲しかったなあ」

「いや、それを聞きたがってるとは思ってもいなかったので……」

「とすると、後はテストだけね」

　リオ先生はそう言いながら、俺の方を見てにこっと笑った。

　それは問題がほぼ解決したという確かく認にんの笑いなのかと思ったのだが、実際はそうではなかった。

「ノートから適当なところを抜ぬき出して、ユウくんがテスト作って」

　リオ先生はそれすらも俺に投げる気だったのだ。

「……それくらいは自分でやりましょうよ」

「全教科ってなるとやっぱり面倒くさいかな……って。ユウくんのノートなんだから、ユウくんは大体内容把は握あくしてるわけでしょ？」

「まあ、まとめ直してますからね……」

「だったらユウくんが作る方が、みんな幸せになれると思うけどなあ」

　チラチラとこっちを見ながらそう言われるとなかなか反論もしづらい。

「問題選ぶところまではやりますから」

「最後までやってくれてもいいんだけどなあ」

「最後くらいやってくださいよ。生徒がテスト作ってたらさすがにまずいでしょ」

「まずいかなあ。まずくないと思うけど」

「まずいですよ」

「そっかあ。じゃあ、下書きまではユウくんってことで」

「……はい」

　これ以上の譲じよう歩ほは期待できないと俺はそこで折れることにした。

　リオ先生は担任とは言え、マナミさんのために危ない橋を渡る理由もないわけで、じゃあやらないと言われたらそこまでだ。それを考えたら、俺がテストを作りさえすればいいなら安い物だという気がする。

　いや、実際にはけっこうな作業だし、バレたら怒おこられるだけじゃ済まないかもしれないのだけど。

「でもマナミさんのために必要なことだからな」

　俺はそう呟つぶやいて決意を新たにしたのだが。

「それじゃ、よろしくねえ」

　リオ先生は荷が下りたのがそんなに嬉うれしいのか上じよう機き嫌げんな様子で立ち上がると、そのまま生徒指導室を出て行く。

「先生もお願いしますよ」

　俺は呆あきれつつもそんな先生を追いかける。

「だいじょうぶ！　大丈夫！」

「いや、本当頼たのみますよ」

「想像してたよりずっと楽だし、これくらいはねえ」

　先生は笑いながら階段をひょいっと降りる。

「……もしかして最初から俺に押しつけようと考えてました？」

　置いていかれた形になった俺はそんな先生に少し大きな声で尋たずねた。

「まさか！　ノープランだったからそんなこと考えてないわよ」

「本当ですか？」

「どうにか出来るならどうにかして欲しいなとは思ったかな」

　リオ先生はニコッと笑うとそのまま階段を降りて行ってしまった。

「……ま、いいか」

　騙だまされたという気持ちがないと言えば噓うそになる。

　でもマナミさんの件がどうにかなりそうだという安あん堵ど感かんの方が強かった。

　だから、これでいいんだと俺は思うことにしたのだが──。




「生徒指導室で教師と悪わる巧だくみとはなかなか興味深いことをしているね、君は」




　俺の後ろから急に声が聞こえた。しかもそれは明らかに俺に対してのものだ。

　驚いた俺は振ふり返って、そこに一人の女子が立っていたのに気づいた。

　生徒指導室と階段の間にある廊ろう下か。その途と中ちゆうに不敵な笑えみを浮うかべた女生徒がいた。

「…………」

　いつから、この人はいたんだろうかと俺は考えてしまった。どこまで話を聞いていたのかという心配もあるけど、それよりもなんで話しかけられるまで気づかなかったのかという疑問の方が強い。

「生徒会長……さんですよね？」

　これが見たこともない人なら、俺はこの人のことを幽ゆう霊れいか何かだと思っただろう。しかしその女性はうちの学校の生徒会長だった。

　しかもかなり目立つ、校内の有名人だ。

　その凜とした立ち姿は何も言わなくても強い存在感を放っている。こんな人とすれ違ちがって何も気づかなかったなんてことがあるのかと改めて思ってしまう。

「そうだよ。生徒会長の神楽かぐら坂ざかカグヤだ。よろしく頼むよ、ユウくん」

　だが神楽坂先せん輩ぱいはなんの疑問も感じてない様子で、握あく手しゆを求めてきた。当然のように俺のことを知ってると匂におわせつつ。

「ど、どうも、カグヤザカ先輩」

　それで動転していたのか、俺は先輩の名前を間ま違ちがってしまった。

「神楽坂カグヤと自己紹しよう介かいしたつもりなんだがね」

　神楽坂先輩は訂てい正せいしつつも俺の手をしっかりと握にぎってきた。

「すみません。神楽坂先輩ですよね」

「なんならカグヤ先輩でもいいがね」

「……もう間ま違ちがえませんから」

「それでユウくん？」

　神楽坂先輩は手をつないだまま、空いてる方の手で生徒指導室を指さす。

「話の続きは移動した後の方がいいと思うのだがどうかな？」

　改めて周りを見ても誰だれもいないし、聞き耳を立ててる人ももちろんいない。

「ですね」

　でも、この人の言う通りにした方がいいと思わせる何かはあった。




「私が誰かはもうわかってるので自己紹介はいらないね」

　神楽坂先輩は席に着くと、迷いなく切り出してきた。

「僕は……」

　そう言われた以上、こっちは自分の話をした方がいいと思ったのだが。

「知ってるよ。君の名前もクラスも、そして君が先生となんの話をしていたのかもね」

　神楽坂先輩はそれを遮さえぎって、挑ちよう戦せん的てきな言葉を口にした。

「盗ぬすみ聞きしてたんですか？」

　そのせいか、俺も少しきつい口調になっていたかもしれない。

「そうだね。そういうことになるね」

　だが先輩は意に介かいさないどころか、むしろ楽しそうに返してきた。

「なんだか嬉しそうですね」

「そういう君は少し不ふ機き嫌げんのようだ」

　神楽坂先輩は座り直すと静かに笑った。

　その言葉、言い方、その後の笑い。俺はバカにされてるのだろうと感じる。

「なぜ盗み聞きを？」

「私がこの部屋にいたら君たちがこっそり入ってきて話を始めたので、結果、聞いてしまっただけだ。ただ、それを人は盗み聞きと言うだろうがね」

「……でしょうね」

　俺は先輩の言葉を肯こう定ていしながら、一体、この人は何が言いたいのかと考えてしまう。

「なぜ、私がこの部屋にいたのかは聞かないのかな」

　だけど先輩の言葉がそれを遮る。

「聞いて欲しいんですか？」

「なに、自分で話してて変だなと思っただけだよ」

「まあ、言われてみると確かに変ですよね」

　俺はじっと先輩の方を見た。

「私はこの部屋で何をしてたと思う？」

　先輩は質問をしながら右手人差し指の背を嚙かむように舐なめ始めた。

「その仕草は何かのヒントなんですか？」

「ん？　ああ、これか。これは質問とは関係ない」

　先輩はそう言いながら、指を舐め続ける。

「気になるんですけど」

「関係ないと言ってるだろう」

「気になります。それはなんの意味があるんですか？」

「質問の最中に質問か」

「やめるか、答えるかしてくれると助かるんですが」

　俺は下手から頼むつもりで言ったのだが、先輩の返答は意外なものだった。

「緊きん張ちようした時の癖くせでね」

「はい？」

「緊張すると人差し指を舐めてしまうのだ」

　俺は言葉を疑い、横おう柄へいな態度を示し続けてるようにしか見えない先輩の顔を改めて見てしまった。

「緊張、してるんですか？」

　とてもそうは思えない。先輩は自信満々で堂々としてるように見える。

「君は初対面の人間と話す時、緊張しないのかね？」

「それは、しますけど」

　確かに俺は緊張する。というかあんまり初対面の人と話さない。

　しかしこれとそれとは話が別だ。

「なら、なぜ私が緊張してないと思うのだね」

「いや、僕からはそう見えないからですが」

「ふむ。君もそう見るのかね」

　先輩は静かに呟くと、そこで指を舐めるのをやめて、話を続けた。

「ちなみに私はここで寝ねていたのだ。四時間目の教師が苦手でね。サボってたというわけだ。そこに教師が生徒を連れて来たのだから、実はいますと言い出せなかった」

「……本当ですか？」

「噓でも君にそれを確かめる手段はないだろうな」

　神楽坂先輩は意地悪そうに笑う。

「それはそうですね」

「君は私のことを生徒会長だくらいしか知らないだろうからね」

「カグヤザカ先輩だって、僕のことを……」

「神楽坂だよ、ユウくん。そして君のことを知らないというのは違うとすでに言ったはずだがね」

　先輩は真しん剣けんな表情で、顔を少し寄せてきた。

「……そうでしたね。でも俺なんかのことをどうして？」

「ユウくん、君には心当たりがあるだろう？」

　先輩は質問に質問で返してきた。

　そして先輩の言葉に確かに俺は思い当たるところがある。

「『涼宮ハルヒ』だよ」

　しかし先輩は俺の答えを待たずに、いきなりそれを言い当てた。

「調べたんですか？」

　だから俺もそれを否定することは出来なかった。

「まあ、うちの学校は君が知ってるように実に平和だからね。全然登校して来ない生徒なんてそう多くはない。それで気になっていたら、君や君の級友たちは彼女のことを『涼宮ハルヒ』と呼んでいるというじゃないか」

「でしたね。でも、実際に会ってからは普ふ通つうに乃木坂さんって呼んでますよ」

「一回しか登校して来てないのに、いつどこでそう呼んでると言うのかな、ユウくん？」

　先輩に尋ねられて、俺はしまったと思わされた。

「いや、その……全然来ないなあ、とクラスメイトと話をしてるくらいで」

　それでなんとか誤ご魔ま化かさないといけないと思ったのだが、先輩はそれを許してはくれなかった。

「噓うそはいけないな、ユウくん。君は学校の外で乃木坂マナミと会ってるはずだ。先ほど、教師とそう話していたし、乃木坂マナミが登校して来た時、君はすでに知り合いだったらしいじゃないか」

「……よく調べているんですね」

「『涼宮ハルヒ』が登校してきたと聞いてわざわざ見に行ったからね。君の幼なじみの……なんと言ったかな」

「カスガのことですか？」

　俺はカスガのことまで知ってるのかと少し驚おどろいた。しかしマナミさんと一いつ緒しよにいるところを見に来たというなら、そこまで意外ではないのかもしれない。

「そう、練ねり馬まカスガ。君は練馬カスガより、乃木坂マナミと仲良く見えたよ」

　先輩はそこまで言って俺の反応を見ているようだった。

「……そうですかね」

　俺はなるべくもう何も言わないようにしようと考え始めていた。

　肯定も否定もしない。この何を考えてるかわからない先輩相手にするべきことは、さっさと話を切り上げることだろうと思った。

「なるほど、君は知ってるようだ。あのハルヒの正体を」

　しかしそれはすでに遅おそかったことを先輩は教えてくれた。

「……それも調べたんですか？」

「先生たちに聞いたら、案外簡単にわかったよ」

　先輩は嬉うれしそうに言うが、俺はそれで一気に不ふ愉ゆ快かいになった。それが先輩にも伝わったらしく、すぐに真顔に戻もどった。

「一応、誤解のないように言っておくが、先生たちはちゃんと秘密にしていたよ。ただ、不満を持つ人間はついついヒントを口走ってしまうものなんだ」

　先輩は先生方のフォローをするつもりらしいことがそれでわかる。

「どういうことですか、それは？」

　しかし意味は俺にはわからない。

「例えばある単語がある」

　先輩は椅い子すから立ち上がると、左に向かって歩き始めた。

「ある人はそれが四文字だと言う」

　そこまで言うと反転して右に歩き始める。

「ある人は最初の言葉がキだと言う」

　それから先せん輩ぱいは話しながら、左右に行ったり来たりを繰くり返す。

「またある人はイで終わる単語だと言い、また別の人は最後から二番目がガだと言う」

　俺はそれを見ながらなんだか催さい眠みん術にでもかけられてる気分になっていた。

「誰だれも答えは言ってないが、それで大体、なんのことを言ってるか想像はつくだろう？」

　先輩は立ち止まり、こっちに顔を近づけて尋たずねて来た。それで俺は質問に我に返って先輩の言葉を反はん芻すうした。

　四文字で、最初がキ、三番目がガで、最後がイ。二番目はわからないが、それでも大体何が言いたいかはわかった。

「……ひどい喩たとえですね」

　そうとしか言いようが無い。

「『涼宮ハルヒ』の話も一緒だよ。先生たちはそれぞれ別の所を隠かくしていたからね。彼女が登校して来ないのは学校に不満があるわけではなく、ただ仕事が忙いそがしいだけで、そして仕事は声に関することで、けっこう有名人だということはすぐに聞き出せた」

「それでわかるものですか？」

「わかるさ。高校に通う歳で、まったく来られないほど忙しく働いてる声優なんて、そんなに多くはない。それに、そのレベルなら顔出しでやってるものだしね」

「顔出し？」

「メディアに外見を露ろ出しゆつしてるということだよ。ネットで検けん索さくすればすぐに顔写真が見つかる。後は実際に見かけた彼女に似てるかどうかだ」

「それでわかったんですか？」

　それでも答えに最後の最後でたどり着けなかったと思いたかった。しかし先輩はそれも許してはくれない。

「ああ、わかったよ。『涼宮ハルヒ』は汐留アスカだってね」

　神楽坂先輩は、俺と先生の話を聞くまでもなく知っていたことがそれでわかった。

「……なるほど」

「私はさっき言ったように情報の断だん片ぺんを組み立ててその結論に至ったのだけど、ユウくん、君は違ちがうようだね」

　その言葉に俺は先輩が俺を脅おどしてるかのように感じた。

「出来れば君からその理由を聞きたいのだけどね」

「そういう話ならしたくありません」

　だから俺はそう言って立ち上がった。

　むしろ話してもいいことはない。そう思えてならなかった。

　そのまま部屋から出て行くつもりだったが、先輩は先に回り込んでいた。さっき立ち上がったのはこうなるのを予期していたのかもしれない。そんなことさえ思う。

「……どういうつもりです？」

　先輩が近づいてくるので、俺は逃にげるうちに壁かべを背にしていた。

「私は理由を聞きたいと言っただろ？」

　俺が動けなくなっても先輩は近づくのをやめなかった。それで壁に追い込まれる形になってしまう。

「話したくないと言ったはずですけど」

　俺が言ってる間に先輩はさらに近づいて、両りよう腕うでを壁につけて俺の動きを封ふうじた。

　顔が本当に目の前にあった。

「答えてくれないとなると私は君を困らす──かもしれないな」

　目の前の口が冷たい言葉を放つのが見えた。

「いいですよ。別に、俺が困るだけなら」

　しかしそう言われて、イエスとはとても言えなかった。

　マナミさんに俺は協力すると言ったし、それより何より、人を脅すようなこのやり方が俺は気に入らなかったのだ。

「なら乃木坂マナミを困らせれば話すのかな？」

　だが先輩はそんなこと百も承知なのだろう。俺の痛いところをすかさず突ついてくる。

「……話しませんよ」

　一いつ瞬しゆん、迷ってしまった。でも言えばマナミさんが困るのだから、やはり言わないのが正解だろうと思い直した。

「そんなこと出来るわけがないと思ってるのかな」

　言われて俺は迷いがなくなるのを感じた。

　この人のいいなりになってはいけない。その思いを目に込めて睨にらんだ。

「汐留アスカはなぜ、芸能活動に理解のある学校に入学しなかったのだろう？」

　しかし俺の抗こう議ぎに先輩はなんの興味もないらしい。涼すずしい顔で質問を始める。

「なんですか、それ？」

「この学校は彼女の仕事に理解を示さないし、特に何か面おも白しろいカリキュラムがあるわけでもない。なのに、なぜ汐留アスカはこの学校を選んだのだろう？」

「それは……」

　思わず言いかけて、俺は慌あわてて口をつぐんだ。

「それはなんだね？」

「乃木坂さんのことは、僕からは何も言えません」

　俺の言葉に先輩はじっくりと俺の顔を見た。

「放ほうっておいて欲しいという表情だね」

「わかったならもう帰してくれませんか？」

「でも私は疑問の答えが知りたいんだ。君がわざわざ、乃木坂さんと言い換かえたところに秘密がありそうなのはなんとなくわかるが、ちゃんとした答えが知りたいんだ」

　先輩の口が横に伸のびてにっと笑うのが見えた。イヤでも見えた。先輩の顔が近く、見せつけられてるようにすら感じられた。

「僕は言わないと言ったはずです」

「確かにそう言ったね」

　神楽坂先輩は小さくそう呟つぶやくと少し離はなれた。だが、それはもう話が終わったという意味ではなかった。

「君は何も話してないつもりかもしれないが、私はすでに致ち命めい的てきな情報を得ているよ」

「…………」

　俺は表情を固めて何も反応するまいと身構えた。

「汐留アスカは周りに声優だってことを知られたくないと思ってる──そうだろ？」

　しかし先輩の質問はそれを許してはくれなかった。俺は驚いてしまったし、それは先輩にとっては肯こう定ていの意味だった。

「そこまでわかってて、僕に何を言わせたいんです？」

「汐留アスカ、いや、乃木坂マナミがなぜ、うちの学校を選んだかだと言ったよ」

「言わないと言ったはずです」

「なかなか君は頑がん固こだね。聞けないのは残念だが、好感が持てるよ」

　先輩はそう言うと離れて行って、さっき座っていた椅子に座った。それから俺にも椅子に座るようにジェスチャーで示した。

「まだ何か？」

「『涼宮ハルヒ』の正体のことは黙だまっててもいいと思ってる。君がそう望むなら、そうしよう」

　先輩はそう言ったが、俺は素す直なおに喜べなかった。

「でも、その代わりにユウくんは私のために何かしてくれるのかな？」

　そしてその理由がすぐにわかった。

「何をさせたいんですか？」

「……特に考えていなかったな。機会があれば君から聞き出せると思っていたからね。出来なかった時のことは、想定外というヤツだ」

　先輩は自分でも呆あきれたという調子だった。それが俺にはなんだか腹立たしかった。

「そんな先輩に俺が何を出来るって言うんです？　普ふ通つうの高校生の俺に期待することなんて何もないんでしょ？」

「……怒おこってるのかね？」

　先輩はそこでやっと戸と惑まどってるという顔を見せた。先輩には俺がなんで腹を立ててるかなんてわからなかったのだろう。

「俺は普通の高校生なんです！　先輩やマナミさんと違って、何か特別なことなんて出来ないんです！　俺は先輩たちと違って『涼宮ハルヒ』のような人間じゃないんです！」

　それがさらに俺の腹を立てさせたのが、言いながらわかった。自分でも驚おどろくくらい、今、俺は不ふ機き嫌げんだった。

「私が涼宮ハルヒのような人間だって？　今、君はそう言ったのか？」

　だが、今度は神楽坂先輩が不機嫌になる番だった。深々と座っていた先輩は身を乗り出して俺に尋ねてきた。その剣けん幕まくに俺は自分が怒っていたのを忘れてしまった程ほどだ。

「……は、はい」

　逆げき鱗りんに触ふれた。そう言うべき状じよう況きようなのだろう。

　先輩にとって、自分が涼宮ハルヒみたいと言われるのは許せないことだったようだ。

「君は『涼宮ハルヒの憂ゆう鬱うつ』を読んだことがないようだね」

　そして先輩の方も、それを自覚したのか大きく深呼吸をして落ち着こうとしてるのがわかった。

「……読んでません。アニメも一シーン、たまたま見たくらいで」

　先輩はじっと俺を睨んでいたが、それはまだ怒ってる自分を抑おさえるためのようだった。

「ふむ。なら許そう」

　先輩は音を立てて椅い子すに座ると、それでも不機嫌そうにこっちを見ていた。

「僕、何か変なことを言いましたか？」

「無知とは恐おそろしいことだな。よりにもよって私や汐留アスカがハルヒみたいとは」

「クラスメイトから聞いた限りではそんな感じでしたけど……」

　白河が言うハルヒというのは、まさに神楽坂先輩のように、自分の考えが正しいと信じていて人を振ふり回す人間だったはずだが。

「私や汐留アスカは、一番、ハルヒから遠い人間だよ」

　しかし先輩にとってはまったく違うということらしい。

「……というか、先輩は『涼宮ハルヒ』が好きなんですか？」

　さっきまでの先輩はアニメとかバカにしてる人に見えたが、今はむしろ逆に思える。俺より、そしてきっと白河より、ずっと詳くわしい人間なのだろうという気がする。

「『涼宮ハルヒの憂鬱』が好きなんだ」

　しかし詳しい人間というのは詳しくない人間にはわからない話をする。

「えっと……それはわざわざ言い換えるほどのことなんですか？」

「君は本当に何も知らないんだな」

「……すみません」

「『涼宮ハルヒの憂鬱』は二〇〇三年六月に発売されたライトノベルだ。続刊も出ているが私はそっちには興味がない」

「……それはまたどうして？」

「私が『涼宮ハルヒの憂鬱』のラストをすごく気に入ってるからだっ！」

　先せん輩ぱいはハッキリと断言した。俺は読んだことがないのでなんのことかわからない。

「そこで先輩の『涼宮ハルヒの憂鬱』は終わってるってことですか？」

「一応、続きも読んだが、プロローグの途と中ちゆうで本を投げ飛ばした。物理的に！」

　どうやら色々とエキセントリックな人らしいと俺は思う。

「……あの、その不ふ穏おん当とうな発言は一体」

「君だって読めばわかる」

　先輩は自信満々にそう言うがさすがにどうかと思う。

「いや、読んでないので確信は持てないですけど、わからないんじゃないかと」

　詳しくは知らないけど、『涼宮ハルヒの憂鬱』はシリーズが人気でアニメにもなったという話だ。神楽坂先輩みたいに皆みな、投げ飛ばしてたらそんなことにはならないはずだ。

「なら、読みたまえ。そうしたら私の言った意味もわかるだろう」

「それが、その……」

　これが『涼宮ハルヒの憂鬱』の憂鬱というか、学園モノでなければ俺もイエスと言ったことだろう。しかし俺は学園モノは本当に受け付けないのだ。

「持っていないというなら貸そう」

　神楽坂先輩はそう言うと立ち上がって、スカートのポケットから一冊のボロボロの文庫本を取り出した。

　印刷がかすれかけている表紙には水色のセーラー服を着た、黄色のリボンの元気そうな少女が描えがかれている。

　赤い文字で書かれたタイトルは『涼宮ハルヒの憂鬱』。

　つまり『涼宮ハルヒの憂鬱』の文庫本ということだ。

「これが」

　俺はその実物を初めて見たことに少なからず驚きを覚えていた。

「少々ボロだが読むには困らないだろう」

　先輩は文庫本を机の上に置いて、すっと俺の方に押した。

「……いつも持ち歩いてるんですか？」

　俺はその行動の意味より、当たり前のように出てきた事実が気になった。

「言っただろう？　『涼宮ハルヒの憂鬱』が好きだ、と」

「確かに聞きましたね」

　そう言っていた。でもさっきまでそれを信じていなかった。

　それでやっと先輩がなんであんなに怒ったのか少しわかった気がした。

　先輩にとって『涼宮ハルヒ』は特別なものなのだ。どう特別なのかまでは俺には到とう底ていわからないけれど。

「いらないのかね？」

「いや、それが……なんか言い訳に聞こえるかもしれないですけど」

　だから俺は少し先輩に対して正直になろうと思えた。

「俺、学園モノはダメなんです」

「ダメ？　それはなんで？」

「それも、よくわからないんですけど、ハルヒみたいな話を見たり聞いたりすると、すごく落ち込むんです」

「ハルヒみたい、ね」

　先輩はなんだか含ふくむ言い方をした。

「すみません、ハルヒが悪いってことじゃなくて」

「わかってるよ。誰だれにだって苦手な物はある。もっとも私には君が『涼宮ハルヒの憂鬱』を嫌きらいなタイプには見えないがね」

「それは、どういう意味ですか？」

「君はきっと誤解してるのだろう。でもそれに気づくまでは、君が『涼宮ハルヒの憂鬱』を読みたくないというのも理解できたと思う」
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　神楽坂先輩はそう言うとまた少し文庫を俺の方に押した。

「君が読みたいと思う時まで、これは貸しておこう」

「でも、これ、先輩の大事なものなんじゃないんですか？」

「君は知らないのか？　『涼宮ハルヒの憂鬱』なら本屋でいくらでも買えるって。しかももっとピカピカのヤツをだ」

「そういうことでしたら……いつになるかわかりませんけど、借りておきます」

　それで俺は『涼宮ハルヒの憂鬱』を手に取った。

　意外に薄うすいという印象があった。アニメになるような本はもっと分厚くて、すごく長いものだと思っていたのかもしれない。

「それでユウくん」

　しかしそんな感かん慨がいも先輩の一言で忘れてしまうことになった。

「はい？」

「私の話への入り方が悪かったのは重々承知で言うのだが、ちゃんと私の話を聞いてはくれないだろうか」

　改めて確かく認にんを求めてきた先輩は、もう怖こわくは見えなかった。

　きっとハルヒの話のおかげだろう。

「マナミさんの不利益になることでなければ」

「うむ。そのマナミさんという言い方でひっかかったのだがね、君と乃木坂マナミは、その、付き合ってるのかね？」

　わざわざ仕切り直して聞くのだからそれなりの話なのだろうと思ったけど、残念ながらそんなことはなかった。

「付き合ってませんけど」

「その割には随ずい分ぶんと必死にかばっていたようだが」

　先輩は不思議そうな顔をしていた。本気で意味がわからないという表情だ。

「友達だからです」

　だが俺にはわかりきったことだった。

「友達だというだけで、そこまで出来るものだろうか？」

　しかし神楽坂先輩にはピンと来てないのがありありと見て取れた。

「そう思うのはきっと先輩には友達と言える人がいないからです」

　実感としてわかないのは、きっとそういう経験がないからだろうと俺は思う。

「……なるほど、確かにそうかもしれないね」

　そしてその指し摘てき自体は先輩にも通じたようだった。

「先輩は友達がいないんですか？」

　にわかには信じられないことだが、マナミさんも友達がいないと言ってたし、似たようなものなのかなと考えてしまった。

「私の周りにいるのは、私に良く思われたくて接近してくる人間ばかりだからね。私くらいの美人になると、何も言わず、時々笑うだけで、周りの人間に好かれてしまうのだ」

　しかしやはりマナミさんとはちょっと違ちがうらしい。

「そういうこと自分で言いますか？」

　呆あきれてつっこんでしまったが、先輩は悪びれた様子は見せない。

「残念ながら事実なのだから仕方ないだろう」

「……まあ、そうなんでしょうね」

　実際、その通りなんだろうなと俺は先輩の顔を見て思い直す。

　黙だまっていれば確かに美人だし、点数を稼かせぎたいと思う人がいるのは納なつ得とく出来た。

「まあ、わかったよ。君が友達に対して誠実な人間だということもね」

「じゃあ、そういうことで」

　先輩が納得した様子を見せたので俺は帰ることにした。

「ちょっと待ちたまえ！」

　しかし先輩はまだ許してくれないらしい。

「まだ何かあるんですか？」

　もうマナミさんのことは何も言わないと伝わったはずなので、本当に何を言われるのか見当も付かなかった。

「これは取引ではなく、単なる私のお願いなんだがね」

「お願い、ですか？」

「今度、私とセックスしてくれないか？」

　さすがに耳を疑った。

「……は？」

　しかし見返した先輩は当然という顔でこっちを見ていた。

「今度、私とセック……」

　それでも聞こえなかったと思ったのかもう一度言おうとしてくれた。

「いや、聞こえはしましたけど」

「で、どうだろう？」

「いや、どうだろうと言われてもですね……意味がわからないんですが」

「学園モノと一いつ緒しよで何かセックスにトラウマでもあるのかな？」

「……ちょっと心当たりはないですね」

　というかそういう問題じゃないはずだ。

「さすがに今からというのは私も心の準備が出来てないのだが」

「いやいやいやいや。そういうことじゃなくて！　というか、なんですか、その唐とう突とつな展開は？」

「男子は私のような女子とセックスする機会があったらしたいと思うものだと思っているのだが」

「いや、まあ、それはそうでしょうけど」

「実際に話してみて私は君が気に入ったし、機会があったらセックスしてみたいと思っている。あとは君がしたいかどうかだけだと思うのだが」

　先せん輩ぱいは不思議でしょうがないという顔をしていた。やはりこの人はかなり変わった人間であるらしい。

「……さっきからの話のどこに俺を気に入る余地があったんですか？」

　確かにお気に入りの『涼宮ハルヒの憂ゆう鬱うつ』を貸してもらったのだから、悪感情ばかりではないだろうが、その前の交こう渉しようは決けつ裂れつしたわけだし。

「君が私の外そと面づらに惑まどわされずにちゃんと見てくれてると感じたからだが」

「……そうなんですかね」

　それがどう特別なことなのか俺にはちょっとピンと来なかった。

「それこそ他ほかの人間ならさっきの私の言葉で『喜んで！』となってるはずだがね」

「……本当に友達がいないんですね」

「そう、いないんだ。気づいたのはさっき、君に言われた時だがね」

　悲しい事実を認めながらも神楽坂先輩はなんだか嬉うれしそうだ。

「先輩は不器用なんですね」

　俺にはそうとしか言えなかった。

　神楽坂先輩は美人で人望のある生徒会長。頭も切れるし、行動力もある。でも、肝かん心じんなところでこの人は自分の気持ちを伝えるのが苦手なのだ。

「その通りだね」

　悪口を言われたのに、先輩はやはり嬉しそうに笑っていた。

「先輩が俺のことを気に入ってくれたのはわかりましたけど、なんにせよ、順番がおかしいんじゃないですか？　まずは友達になろうって話からじゃないのかな、と」

　なので少し冷静になって欲しいと思ったのだが、どうも間ま違ちがっていたらしい。

「友達になってくれるというなら、それが一番だが」

「はい？」

「それが私にとってはもっとも得がたいものだということだよ。君が言ったんじゃないか、私には友達がいないって」

　確かにその通りだった。先輩にとっては友達になるのが一番ハードルが高いのだ。

「……そうでしたね」

「君が友達になってくれるなら、この体を君に差し出すことくらいなんということはないと私は言いたかったんだ」

　つまり、先輩の話はそういうことだったと俺はやっと理解した。

「本当に……不器用なんですね」

　しかし感想はやっぱり変わらない。

「でも君以外、それに気づかないんだ。実に不思議なことだけどね」

「……そうですね」

　美人も過ぎたるは及およばざるがごとしということなのか。俺がそう思った時、先輩がまた話を蒸むし返す。

「というわけなので、さっきの件、考えておいてくれよ」

「友達の件ですか？　だったら……」

「いや、セックスの件だ」

「そっちですか……」

「ダメだろうか？　顔だけじゃなく、体もそれなりに魅み力りよくがあると思ってるのだが」

「いや、その……まあ、その、そういうのはともかく、俺で良ければ話し相手くらいにならなりますよ。先約がなければですけど」

　それが自分の基本のスタンスだから、神楽坂先輩に対してもそうしようと思った。でも先輩はそれに思う所があったらしい。

「その申し出は嬉しいが、そんなことを言ってると君はいずれ大事な物を失うよ」

　先輩は真しん剣けんに俺のことを心配してくれてるようだった。

「なんですか、大事な物って？」

「それはわからない。でも、そうなることはわかる」

「どういうことなんですか、それ？」

「君が何も選んでいないからだ。人は望む全すべてを手に入れることはできないんだ」

　神楽坂先輩はさっきよりも確信を持ってそう答えた。

「それはそうだと思いますけど」

「例えば──私のことなど見捨ててしまえばいい。私は君を脅おどし、自分の望むようにしようとしたのだからね」

　先輩が何を心配してるのかはよくわからない。ただ、その先輩の言い分が間違ってるのだけはわかった。

「でも、俺は先輩の望むようにはなりませんでしたよ」

　その指摘に先輩はハッとして、それから笑った。

「確かに、そうだな」

「先輩は自分が思ってるほど、すごい人間じゃないんじゃないですか？」

「だと良いんだがね」

　神楽坂先輩は、少し悲しそうな顔をして、また口を開いた。

「全てを失う前に君が本当に大事なものを選べることを願っているよ」

「ありがとうございます」

　だから俺は先輩の言葉を否定せず、心配に対する感謝をした。
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「何か悪い報しらせでもあった？」

　教室に戻もどってきた俺に清澄がそう尋たずねたのは、俺が疲つかれた顔をしていたからだろう。

「あ、いや、むしろいい報せかな」

　神楽坂先輩のせいで忘れかけていたけど清澄には伝えておくべき事があった。

「そうなの？」

「リオ先生と話したけど、マナミさんの件はなんとかなりそうだ」

「だったらなんでそんな顔してるの？」

　改めて尋ねられると、なかなか上手うまく説明しづらい状じよう況きようだった。

　実際、こうして教室にいると現実のことだったか怪あやしい感じもする。

　美人生徒会長と二人きりで話して、なんだか気に入られたっぽいなんて、にわかには信じがたい。

「……これかな？」

　しかしポケットから出てきた文庫本は、確かな証しよう拠こだった。

「『涼宮ハルヒの憂鬱』……ユウはこういうの嫌きらいだったんじゃないの？」

「嫌いって言うか、苦手なんだよ」

　この言い方は神楽坂先輩のハルヒへのこだわりにも似たものかもしれない。

「なのに、なんで持ってるの？　しかもかなり読み込んでる感じのを」

「神楽坂先輩に渡わたされた」

　その名前が出てきたことに清澄はかなり驚おどろいたみたいだった。

　まあ、俺だって驚く。

「ユウ、神楽坂先輩と知り合いだったの？」

「いや？　今日、初めて話した」

「なんなの、それ？　なんでそれで『涼宮ハルヒの憂鬱』を借りる話になるの？」

「俺もよくわからん」

　しかし本当によくわからないので、俺は清澄に納なつ得とくいく説明は出来なかった。

　そしてそれ以上に詳くわしい話も出来なかった。
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　それでその日の夜、俺が何をしたかと言えば、ノートをまとめ直した。それはまあ、いつも通りで、俺にとっては普ふ通つうのことだった。

「お」

　そしてその日課が終わって、次どうするか考える前に、見計らったように電話がかかってきた。

「もしもし、今、大だい丈じよう夫ぶ？」

　相手はマナミさんだった。

「大丈夫です。ちょうど一区切りついたところだったので」

「と言っても、別に用があるわけじゃないんだけど」

「そうなんですか」

　それでもなんだか元気そうなマナミさんの声が聞けてホッとするのを感じた。

　しかしすぐにぼんやりしてる場合じゃないと思い直す。

「ああ、こっちは実は用があって」

「え？　何？」

「マナミさんは会ったことないと思うけど、うちの生徒会長が」

「生徒会長がどうかしたの？」

「『涼宮ハルヒ』の正体を知ってるぞって俺に話しかけてきたんですよ」

「……それで大丈夫だったの？」

　マナミさんの声には少し緊きん張ちようが感じられた。

「結果的には黙だまっててくれることになったんですけど」

「そうじゃなくて、何かユウが困るようなことされたりとかしなかった？」

「俺は別に……大丈夫でしたけど」

　まあ、まったく困らなかったと言うと噓うそになるが、最終的には和解出来たと考えていいはずと先輩とのやりとりを反はん芻すうしてみる。

「なら、いいんだけど。というか、無理に隠かくすことないから」

　しかしマナミさんの言葉はそれを根本からひっくり返した気がした。

「そうなんですか？」

「少なくともユウがそのために頑がん張ばるようなことじゃないから」

「……なるほど」

　マナミさんは俺のことを心配してくれてるみたいだけど、やっぱり俺には納得しづらい意見だった。

　マナミさんは普通の生活がしたくて、うちの高校に入ったはず。無理に隠すようなことではないのは確かでも、知れ渡ってしまったら、それはそれで違ちがうはずだ。

「最初はね、隠しておきたいって思ってたけどね」

「ですよね」

「でも全然、学校行けてないから、行くだけで目立っちゃうわけだし」

「それは来られる機会が増えれば馴な染じんで行くんじゃないですかね」

「だといいんだけど」

　マナミさんはそうは言いながら、それは現実的じゃないと思ってるみたいだった。

「やっぱり難しいですか」

「仕事が減らなそうってのもあるんだけどね。仕事無くてもどうせ私には普通の生活は無理だろうし、もういいかなって」

「え？」

　俺はマナミさんの言葉に驚いてしまったのだが、マナミさんにとってはかなり前から決まってたことのようだった。

「学校に行った意味、ちゃんとあったから」

「なんですか、それ？」

「ユウとクラスメイトになれたから」

「それだけでいいんですか？」

「うん。私には結局、仕事しかないから、学校にはそれ以上は求められないかなって」

　マナミさんの言葉に、それが神楽坂先せん輩ぱいの言っていた選ぶということなのかもしれないなと俺は思った。

　もちろん、もうマナミさんが学校に行く気が無いということではないのだろうけど、仕事か学校かと言われたら、仕事を迷いなく選ぶということなのだろう。

　しかしそんなこととは別に、俺は決定的な事実に気づいてしまった。

「マナミさんと最初に会ったの、教室じゃなかったですよね？」

「あ！　軍鶏シヤモのお店だった、そういえば」

　俺の指し摘てきにマナミさんはおかしそうに笑った。俺はそれを黙って聞いていた。

「軍鶏で思い出した。あの時も思ったんだけど、やっぱりユウとは前にも会ってる気がするんだけど」

「……そうなんですかね。それはきっと、俺がどこにでもいる普通の人間だからだと思いますよ」

　自分で言ってて少し悲しい気もしたが、これも事実だから仕方ないのだ。

「そうかな。私はユウみたいな人、一度も会ったことなかったけど」

「それはマナミさんがすごい世界に生きてるからじゃないですかね」

「そうじゃないと思うんだけど……あ、ごめん、メール来たみたい」

「じゃあ、また今度」

「うん、ごめんね。いきなりかけて、これで」

「元気な声聞けてホッとしました」

「うん、こっちもホッとした。ありがと、ユウ」

　それで電話が切れた。

「本当に忙いそがしいんだな、マナミさんは……」

　呟つぶやいて、俺は自分が落ち込んでくるのを感じた。

　それが何故なぜなのかは相変わらずわからなかったけど、神楽坂先輩の言葉はやっぱり引っかかっていた。

「先輩は俺に選べって言ってたけど」

　マナミさんのように仕事か学校かなんて選せん択たく肢しは俺にはない。

　選ぶほどの選択肢が俺の人生にあるとは思えなかった。

　俺が望むと望まざるとにかかわらず、俺は明日あしたも普通に学校に行くのだから。

　しかも俺は別にそれが嫌いってわけでもないのだ。
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　創業昭和三十三年。

　赤く書かれた文字はその後、この街でこの喫きつ茶さ店てんが一番古いと謳うたっていた。

「あれ？　ユウくんはここ初めてかっ？」

　しかし荒あら鷲わしさんがそう尋たずねてきたように、俺はその店のことを今日知った。

「有名なお店なんですか？」

　店内を見回したところ休日の昼すぎだが、けっこうな数のお客さんがいるのが見える。つまり有名かどうかはともかく人気のお店なのだろう。

「ま、男の子が好きそうな店なんだけどなっ！」

　しかし荒鷲さんの説明はそれとはまた別の軸じくのものだった。

「……男の子が」

　そもそも男の子は喫茶店を好きだったりするのだろうかと俺は思ってたのだが、料理がきて、なるほど意味がわかった。

「どうだい、ここのナポリタンはっ」

　一目見て、確かにここのナポリタンは他ほかと違うというのがわかった。

　とにかく量が多いのだ。山か！　とツッコミたくなるくらいドンと皿に載のっている。加えてケチャップの量も多い。真っ赤なのだ。

　スパゲティと言うと、女子が好きそうというイメージが強いが、確かにここのナポリタンは男の子が好きそうなスパゲティだ。

　パスタではなく、スパゲティなのだ。

　正しくナポリタンなのだ。

「なんかわかってきました」

「とりあえず、食べてっ！　食べてっ！」

「はい！」

　見た目にたがわないケチャップだった。そしてスパゲティは芯しんなど残ってないほどしっかり煮にてあるのだけど、それがまさにナポリタンと言っていい。

　芯を残してゆでるのは女子向けのパスタでするべき仕事なのだ。そうと言わんばかりにしっかり煮てあるのだ。

「すごいナポリタンです！」

「うむ、だろうっ。ナポリタン以外の何物でもないだろうっ」

　俺と荒鷲さんは興奮しながら、ずるずるとナポリタンを食べる。他のお店なら少々下品に見えるかもしれないが、ここではそれが似合っている。

　なので、がっつく。とにかく、がっつく。それが正しいと信じて。

「美味おいしいです、荒鷲さん！」

「そうだろうっ！　美味しいのだっ！」

　満足いく量、そして味。ナポリタンには何も不満はない。

　お店自体もさすが老舗しにせで昭和っぽいのがいい雰ふん囲い気きを醸かもし出してる。

　しかし俺には不安があった。

　なぜ俺がここにいるのかという不安だ。

　俺は何か用があるらしい荒鷲さんに呼ばれて、ここに来たのだが、駅で会ってからここまでの道で、その用が何かはまだ聞けていない。

　つまり、何か言いづらいことなのだ。それくらいは俺もわかっていた。

　しかし男と見込まれて、このナポリタンを食べた以上、それを聞くしかないのだ。

　俺は覚かく悟ごを決めた。
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「それで今日は何か頼たのみたいことがあるという話でしたが……」

　食べ終わり、アイスコーヒーを一口飲んだところで俺は話を切り出した。

「う、うむっ」

　俺に覚悟が必要だったように、荒鷲さんの方も覚悟が必要なことだったらしい。

「そんなに厳しいことなんですか？」

「……いや、そこまで厳しくないはずだがっ」

　荒鷲さんはそう言いながら、何かが入った紙の手て提さげバッグを机の上に置いた。

「なんですか、これ？」

　俺はその中身が気になり尋ねたのだが、荒鷲さんは話を逸そらした。

「先に聞くべきだったが、ユウくんは自分の部屋というのがあるかねっ？」

「……ありますけど。むしろ妹が自分の部屋が欲しいと出て行ったみたいな形です」

「なるほど、妹さんがいるのかっ」

「何かまずいですか、妹は？」

「妹さんはオタク的なものに理解はあるかなっ？」

「むしろ俺より妹の方がオタクじゃないかと」

「そうは言っても格好いい男たちがってパターンだったりするのかなっ」

「『瀬せ戸との花はな嫁よめ』の政さんが格好良いみたいなことは言ってましたが、基本的には女の子がかわいいアニメを好んで観みてる気がしますよ」

「そうか、なら問題ないかな……」

　荒鷲さんはそれでやっとバッグの中身を取り出した。

　それは荒鷲さんの家にたくさんあったフィギュアの一つらしい。

　というか『ＴｏトウＨｅハａーｒｔト２』のタマ姉というキャラのものだった。荒鷲さんが一番好きなキャラだ。部屋に飾かざってあったヤツかもしれない。

　膝ひざ立だちで制服を脱ぬぎかけ胸を手で隠かくしてるというのは、ちょっとこの場で出すには不適切なポーズな気がしないでもない。

「これなんだが」

　しかし荒鷲さんが神しん妙みような顔つきなので指摘しづらい。

「はい、タマ姉ですよね」

「うむっ。マックスファクトリーの新作のタマ姉だ」

「それが一体」

「この間、上うえ野のが少し言ってたから覚えているかもしれないが、ワシの彼女がだな」

　上野というのはマコトさんのことだ。荒鷲さんとマコトさんは大学からの付き合いで、荒鷲さんはずっと「上野」と呼んでいるらしい。

「彼女が……ああ、少しフィギュアを片付けろと言われてるって話でしたよね」

　荒鷲さんの家で『ガンダムＵ．Ｃ．ユニコーン』を見た時、そんなことを聞いた記き憶おくが蘇よみがえる。

「ロボットはいくらあってもいいが、女の子はほどほどにして欲しいということになってな……」

「それは大変ですね」

　あんだけ部屋に飾っていた荒鷲さんにとっては断腸の想おもいだろう。そう思ったのだが、ちょっと次元が違ちがっていた。

「それで、このタマ姉は一つで十分だろうということに……」

「え？　これ、いくつも買ったんですか？」

「三つ買ったんだが必要性がわからんと言われてなっ」

「というか、これ、高いんじゃないんですか？」

「うむっ。定価は八千八百円だっ！」

「高っ！」

　いや、フィギュアの相場なんてわからないから、意外に安いのかもしれないけど、いくつも買うにはけっこうなお値段という気がする。

「池ポだと少し安く買えるが三つだとさすがに一万は超こえるなっ」

「なんですか、池ポって」

「池いけ袋ぶくろにあるポストホビーというお店のことだっ。池袋ポストホビー略して池ポだっ」

「なるほど。そこでは安く買えるわけですね」

「うむ。どれくらい安いか説明してもいいのだが話が逸れるから今日はやめておこうっ」

「はい。それで話戻もどって、このフィギュアをどうすればいいのでしょうか？」

　その質問に荒鷲さんはますます神妙な顔つきになった。

「ユウくん、すまんが、このタマ姉をかくまってはくれまいかっ！」

　荒鷲さんはそういうが早いか机に額がくっつく勢いで頭を下げた。

　見てるこっちとしては土下座かという勢いだ。

「か、かくまう？」

　しかし大げさな言い方だなとは思う。

「他は諦あきらめたし、三つはさすがにやりすぎかもしれないと納なつ得とくしたのだが、やはり予備はどうしても残しておきたいのだっ！」

「壊こわれた時、買い直すとかは出来ないんですか？」

「できんっ！　フィギュアは売り切れたらもう作らんのだっ！　人気商品はたまに再さい販はんされるが、この値段帯のものはそうそう期待できんっ！」

「となると、予備があるかないか死活問題なんですね」

「そうなんだよっ！　わかってくれるかっ！」

　ここで荒鷲さんのテンションが上がったところを見ると、彼女さんとのかなりの激げき闘とうがあっただろうことがわかる。

「それで、かくまうということでしたが、何をすればいいんですか？」

「いや、まあ、直射日光と湿しつ気けを避さけて保存してくれればいいんだがっ」

「それならお安い御ご用ようですよ」

「本当かっ！　ユウくん、本当かっ！」

「妹がタマ姉のこと嫌きらいかどうかまではわかりませんけど、俺の部屋に入るのもイヤがってますから、勝手に入って捨てるとかはないはずなんで」

「それなら頼もうっ！　ぜひ頼もうっ！」

「というか、土と佐ささんとかに頼めばいいんじゃないですか？」

　土佐さんというのは荒鷲さんのフィギュア仲間の人だ。ちゃんと知識ある人の方が保存にも間ま違ちがいがないと思うのだけど。

「上野もそうなんだが、彼女と面識があるヤツはダメなのだっ。もしかくまってる事実がバレたら……バレたら……」

　荒鷲さんは落ち着かない様子を見せたかと思うと口をつぐんでしまった。

「なるほど、みなさん、知り合いなんですね」

「その点、ユウくんの家なら間違っても彼女が遊びに行くことはないだろうからなっ」

「そういうことですか」

「一度会ったきりなのに、いきなりこんなこと頼むのは心苦しいのだがっ」

「いえ、荒鷲さんに頼たよって貰もらえて、俺、嬉うれしいですから」

「そうかっ！　そうかっ！　ありがとう、ユウくん！　この恩は忘れないっ！　絶対に忘れないからなっ！」

　荒鷲さんは俺の手を握にぎり、なんだか今にも泣き出しそうな勢いだった。

「……は、はい」

　俺はそれを見ながら、こんなに好きなものをどうして彼女さんは処分させようとしてるのだろうかと、そんなことを考えてしまった。




　　　　＊　＊　＊




「とは言え、どこに置いたものだろう？」

　家に帰ってきてから改めて考えて、俺はちょっと困ってしまった。

　直射日光を避けるという話だったので影かげになってるところの方がいいんだろうけど、今度は湿気を避けるという条件が問題になってくる。

「押し入れにしまいっぱなしって訳にはいかないんだろうなあ」

　湿気が多そうだし、どこに行ったかわからなくなってしまった挙げ句、他ほかの荷物の下した敷じきになったりしたら大問題だ。

「うーむ。彼女さんが理解してくれて、すぐに返すことになるかもしれないしな」

　なかなかに難問だった。俺はとりあえず自分の机の上に置いてみたが、このままというわけにはいかないだろうことだけはわかる。

　その時、玄げん関かんのチャイムが鳴った。

「なんだ？」

　あまりうちにお客さんが来ることはない。何か荷物が来る予定もない。

　つまり心当たりがないということだ。

　それでも無視するわけにはいかず、俺は階下に降りて玄関に向かった。

「なんだ、カスガか」

　チャイムを押したのはどうやらカスガだった。玄関を開けたらカスガがいたし、他にいないようなので、まあ、間違いない。

「なんだはひどいなあ」

　間違いがあるとしたら、ちょっと言い方が悪かった。とは言え、カスガは文句は言ってるが、顔は笑ってる。

「あ、ごめん。休日にチャイムが鳴るなんて珍めずらしいから」

「そんなことだとは思ってたけど」

「で、何？」

「ん？　あ、別に用って程ほどじゃないんだけど、ちょっと出かけるまで時間が余ってるから、ユウ何してるかなって」

「ちょうど帰ってきたところ。というかメールとか電話とかすれば良かったんじゃないの？」

「向かいだし、いなかったらいないでいいかなって」

「ま、それもそうか」

「それにやっぱり私、メールとか苦手かな。特にユウとは」

「え、なに、それ……」

「すぐに会えるのに、文章考えてるのバカみたいじゃない？」

「そういう意味ね」

　などと話していたら、妹が廊ろう下かに現れた。

　いたなら代わりに出てくれればいいじゃないかと思ったが、バスタオルを巻いてるのを見る限り風ふ呂ろに入っていたようだ。

「カスガさん、いらっしゃい」

　そしてカスガには愛あい想そのいい妹であった。

「ごめんね、変な時に来ちゃって」

「いえいえ。カスガさん自身は大だい歓かん迎げいですから」

　そう言ってカスガに笑う妹だったが、俺の方に何故なぜか怒いかりの視線を投げつけてくる。

「と、とりあえず上がってく？」

　風呂上がりの妹がいるのに玄関開けっぱなしというのもどうかと思うし、俺はそう提案した。

「うん、そうだね」

　そしてカスガは当たり前のように二階に上がっていった。

「……ん？」

　どうやらカスガは俺の部屋に向かったらしい。それに俺が気づいた時にはカスガはかなり階段を上っていた。




「へえ、今はユウの部屋なんだね」

　言われて、ああ、そういえばと俺は思い直す。

「けっこう前だけどな、そうなったの」

　カスガにとってはここは俺と妹の部屋で、よく遊びに来てた部屋でしかないのだ。

　結果的に俺は自分の部屋で女の子と二人きりということになってるのだが、まあ、相手はカスガなので、特に緊きん張ちようするということもない。

「中学入ってからは来てなかったからね」

「まあ、お前が俺のこと避けてたからな」

「……避けてはいないよ」

「避けてただろう」

「会ったら弱音吐はいちゃいそうだから会わないようにしてただけで」

「それを人は避けてると言うんだが」

「……ごめん」

「まあ、誤解だったからいいけど」

　そうは言ってみたが、避けられてたのは過去の話とは言え事実である。しかしそんな話をずっとしててもしょうがないので別の話題を振ふってみる。

「そういえば、オーディションからけっこう経たつけど」

　しかし少し考えなしだったかもしれないと言ってから気づいた。

　いい結果なら、カスガが何も言ってこないはずはない。

　にもかかわらず続報を聞いてないということは、結果が出てない、もしくは悪い結果だということだ。

　つまり、どっち道、いい話は聞けないということだ。

「私もよくわからないんだ」

「そ、そうなのか。オーディションって結果出るまで時間かかるのか」

　結果が出てないの方だった。セーフ。

「そもそも落ちた時は何も連れん絡らくないんだって」

　こともなげにそんなことをカスガは言ってのけたが、俺はヒヤヒヤしてしまう。

「受かった人だけ報しらせが来るのか」

「受ける人はたくさんいるからね」

「でも期日が決まってるわけじゃなかったら、本当に受かったかどうかわからないんじゃないのか？」

「他との兼かね合いもあるからね、わざと報告遅おくらせるなんてこともあるらしいよ」

「なんだ、それ」

「放送が一いつ緒しよなら、収録も大体、同じ頃ころにするんだけど」

「まあ、そうなるかな」

「同じ時期にいろいろ別の番組に出られると話題が散さん漫まんになるから、ギリギリまで受かったのを黙だまってて、他の番組のオーディションに参加出来ないようにするんだって」

「……せこいな」

　商売としてはそれが正しいのかもしれないけど、声優さんからすれば可能な限り、いろいろと出たいものなんじゃないだろうか。

「その辺も難しくて、売れた作品に出たって実績は声優さんにも意味があるからね」

「あれもこれも出て、どれもパッとしないよりはそっちの方がいいのか」

「そういうことらしいよ」

　前から思っていることだが、改めて、すごい世界だなと思う。

　どの作品が売れるかどうか前もってわかることもないだろうし、わかったところでそれに出たいから出られるというものでもないし。

「それで今回はなんでわからないままなんだ？」

「まだ決まってないことだけは確かく認にんしてもらったんだけど、ね」

「難航してるのか」

「理由まではわからないんだけど」

　カスガにわからないなら、もちろん俺にだってわかるわけがない。

　アニメとか関係してる人が大勢いそうだし、誰だれもが納なつ得とくする結果なんていうのはちょっと想像つかない。となれば決まらない時は本当に決まらないんだろうなと思う。

「つまり、まだ受かる可能性も残ってるってことだな」

「可能性は残ってるけど、今回は無理かなあ」

「なんだ、弱気だな」

「まあ、ご褒ほう美びというかエサというか、とにかくそういう話だったから」

「なんだ、また訳分からないぞ」

「養成所でも頑がん張ばってたらチャンスがあるかもよって話でしかないから」

「だからどういうことなんだよ」

「普ふ通つうはね、養成所で認められたら声優事務所に入って、そこから事務所の営業が始まるわけ。私は声優業界で言ったら学生みたいなものだから、まず卒業しないとねっていう」

「だったらカスガはなんでオーディション受けてるんだよ」

「だからエサって言ったでしょ。卒業した後の話だとピンと来ないから、学生の中で何人かオーディションを受けさせてみるってこと」

「受かるかどうかじゃなくて、受けられるって可能性を見せるってことか」

　カスガが俺の言葉に小さくうなずくのが見えた。そんなに間ま違ちがってなかったらしい。

「うちの事務所はまだ新しくて、でも出版社のバックアップがあるから、その辺が他よりかなり緩ゆるいんだって」

「よくわからないんだけど」

「私も、ということはチャンスが多いのかなくらいにしか思ってないけど」

「……おい」

「とにかく今回のは記念受験みたいなものなんだ。役が貰もらえるかどうかじゃなくて、オーディションを受けさせて貰えるというのが大事だったの」

「それで、もっと緊張したかったみたいな話になったのか」

　前にカスガがそんなことを言ってたなと思い出す。そして俺が思ってた以上に、カスガは今回のオーディションのことは受けた時点で終わってるみたいだと感じた。

「現場に入れるとしたらまずはガヤからじゃないかな」

「ガヤって？」

「例えばお店のシーンで話と関係ないけどお客さんが入ってることあるでしょ？」

「まあ、主人公たちしかいなかったら淋さびしい店だよな」

「それで意味がない話を適当にワイワイガヤガヤとする人がいるわけ」

「そのワイワイガヤガヤするのがガヤ？」

「そういうこと。キャストが多い時はそのシーンにいない人がやったりするらしいけど、事務所の新人とか呼ばれることもあるんだって」

「へえ。そしたら有名な声優さんとかと一緒に仕事できるってことか」

「名前は出ないこともあるから自己満足に近いけど、それでも実際に声優の仕事できるなら嬉うれしいかな」

　カスガの話を聞いてるうちに、その名前が出ないかもしれない仕事すら、なかなか来ないものなんだろうなと思えてきた。

　それに比べたら、ヒロイン役のオーディションはかなり大きなイベントだろう。さらに実際に受かるとなるとそれは本当に大事だ。

「本当、大変なんだなあ」

　もう毎度のことだが、それくらいしか言うことがない。

「仕事はテレビアニメの仕事だけじゃないしね」

「そうなのか？」

「洋画の吹ふき替かえとか」

「ああ、そりゃ誰かやらないと日本語にならないよな」

　言われてみれば当たり前だが、どうやって作られてるのか考えたことがないし、初めから日本語だったくらいにしか思って無かった。

「声優の世界では、外画って言うらしいけど。外国の映画で外画ね。最近は韓かん国こく映画とかも入ってきてるし、そっちの方が角が立たない気はするね」

「外国にもいろいろあるからな」

「インド映画とかね。いちいち印画って言うのもね」

「そりゃそうだ」

　それで納得した瞬しゆん間かん、急に話題が途と切ぎれた。

「…………」

　特に気まずいとかそういうわけじゃないのだが、なんとなく困ったなという空気が流れてしまう。

「そうだ、何か飲むか？」

　それを打破するため、何かなかったかなと気づいてみたのだが。

「別にいいよ、気を遣つかってくれなくても」

　カスガがあっさり否定してきた。

「ま、何もないかもしれないけど、ちょっと見てくるわ」

　しかしここはこの話題に乗っかるしかないと俺は立ち上がって部屋を出て行く。

「あ、うん」

　カスガはそれでちょっと困ったらしく、曖あい昧まいな返事をした。




「で、なんでカスガさんがお兄ちゃんの部屋に行ったわけ？」

　冷蔵庫にたどり着く前に、リビングで妹に捕つかまってしまった。

「俺の部屋って言うか……」

　妹はすでに服を着ており、いくらでも詰きつ問もんする準備は万ばん端たんである。

「なんか普通に入って上がって行ったけど、今までも来てたりしたの？」

「今まで、ねえ……」

「何？」

「カスガの頭の中はあの部屋が俺の部屋になる前から止まってただけだから」

　俺が納得した理由を言ったら、妹もやっとそれに気づいたらしい。

「……あ、そっか」

「それくらい久しぶりだったってことだ」

「でもだったらリビングで話したら？　別にお兄ちゃんの部屋じゃないと困るわけじゃないでしょ？」

「……それはまあ、そうだが」

　妹の手前そう答えてみたが、実際は「困る」のかもしれない。

　俺がじゃなく、カスガが、だが。

　それこそマナミさんみたいに「別に話しても良かったのに」とか言われそうだが、それならカスガから話して欲しいというのが俺の正直な気持ちである。

「何？　やっぱり何か困ることでもあるの？」

「その辺はカスガに聞いてみるから……とりあえず何か飲み物取っていいかな？」

「何か困ることでもあるの？」

「俺は無いけど、カスガにはある、かもしれないだろ？」

「あるの？」

「いやあ、どうだろう」

「怪あやしい」

　妹の疑ぎ惑わくの視線が痛い。確かに若じやつ干かん歯切れが悪いので疑われても仕方ないのだが、それにしたって俺はカスガのことを思っての行動である。

「何が？」

　断じて私利私し欲よくのためではないのだが、妹の俺に対する評価はとことん低い。

「……いやらしいことを考えてるんじゃないの？」

「なぜ、そうなる!?」

「カスガさん、胸大きいし、触さわってやろうとか思ってるでしょ」

「思って無いし！　カスガの胸だぞ！　他人の胸だぞ！　本人の許可なく触るわけないだろ！」

「カスガさんと二人きりなら押しの一手で行けるとか思ってるんでしょ」

「思ってねえよ！　お前のその発想おかしいぞ！　アニメの見過ぎだろ！」

「……お兄ちゃんは貧乳派なの？」

「巨きよ乳にゆうでも貧乳でも別に構わないが、とりあえず、お前の思ってるようなことは企たくらんでいないと言っておく」

　というか、その派は閥ばつ争いはなんなんだ。やはり妹はアニメの見過ぎなんじゃないだろうかとちょっと心配になってきた。

「逆に聞きたいんだけど、お兄ちゃんはなんでそんなにカスガさんの胸に興味ないの？」

「……お前は俺にどうして欲しいんだ？　興味持って欲しいのか、興味持って欲しくないのか。せめてどっちかにしてくれ！」

「……どっちかというと興味持って欲しくないの方かな」

「だったら興味持ってないんだから、それでいいだろう」

　というか、言われたら逆に気になってくるのがわからないんだろうか、この妹は。

「そうだね」

　しかし妹はそこで納得して通してくれた。

　なので俺は冷蔵庫から麦茶を、棚たなからコップを二つ取り出して戻もどることにする。

「でも興味持ったら言ってね。その時は止めるから」

　しかし最後に妙みような釘くぎの刺さされ方をした。

　なぜ止められるためにわざわざ言わないといけないのかよくわからないが、それで妹が納得するならそうすることにしよう。

「わかった。その時はメールする」




　それで我が家にはびこる問題は片付いた。

　そう思って自分の部屋に戻ってきたのだが、また不可思議な状じよう況きようになっていた。

「どうしたの、その髪かみ型がた？」

　女子が髪型を変えた時は真っ先に気づいて褒ほめるべき。そんな話を聞いたことはあるが、さすがに自分が離はなれてる間に、自分の部屋で髪型が変わっていたら、褒める前に質問してしまう。

　しかもそれがカスガが普ふ段だんはしない髪型であればなおさらだ。

　一言で言えば、カスガはタマ姉みたいな髪型になっていた。荒鷲さんから預かったフィギュアのそれだ。

「え？　ユウ、こういうの好きかなって思って」

　カスガは俺が驚おどろいてるのが少し意外だと思ってるみたいだった。にしても、なんだかやけにカスガはニコニコしている。というかニヤニヤしている。

「ああ、うん、そういうのもかわいいと思うけど」

「……かわいいかな、ありがと」
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　俺が席を外してる間に何があったのかはわからないが、よほど嬉しいことがあったらしい。しかもそれが原因で髪型まで変えてしまったのだから女子の考えることは本当に訳がわからない。

「それにしても前にユウ、学園モノ嫌きらいって言ってなかったっけ」

　さらにカスガは訳のわからないことを言い出す。

「いや、嫌いなわけじゃなくて、苦手なだけ」

「話が苦手なだけでキャラは好きなの？」

「どうかな。そもそも観みないからな」

「ま、観なくてもキャラを好きになることもあるよね」

「それは、まああるんじゃないか」

　一いつ般ぱん論としてはそうだろう。しかし俺の場合、そもそもそのキャラを知る機会すらないのだから、なんとも言えない。

「ユウが興味あるならだけどさ」

　そこにカスガが遠えん慮りよがちに話題を切り出してきた。

「何？」

「『ＴｏＨｅａｒｔ２』なら私がアニメのＤＶＤ持ってるから貸してあげようか」

「でも『ＴｏＨｅａｒｔ２』って学園モノなんだろ？」

　だからそういうのは苦手だと言ってるはずなのに、なんでカスガがそういう話をするのか俺にはよくわからなかった。

「学校の話ばっかりじゃないし」

　しかもカスガのニヤニヤが増している。

「うーん、学校の話じゃなければ平気なのかなあ」

「夏休みにみんなで海に行く話とかあるけど。委員長の妹がね、かわいいんだよ」

「委員長の妹ねえ」

　委員長が誰だれだかわからないのに、その妹の話をされてもなんのことやらである。

「でもタマ姉がメインの方がいいのかなあ」

「いや、別にタマ姉にはこだわってないけど」

「そうなの？」

　カスガは質問してるのに、なんだか俺を優やさしい目で見ていた。

「いや、どんなキャラかも知らないし」

「そういう設定なんだね。じゃあ、海に行く話でいい？　タマ姉も出てくるし」

「……というか、借りても家じゃ観られないからな」

　家のテレビは妹が優先的に使うことになってるのだ。

　まあ、マコトさんの家で見せてもらえないことはないだろうけど、そもそも『ＴｏＨｅａｒｔ２』ならマコトさんが持ってた気がするので、俺にはちょっとカスガから借りる意味が見いだせないでいた。

「まあ、エッチな感じのシーンもあるしね」

　そしてカスガはよくわからないことを呟つぶやくとうんうんとうなずいて一人で納なつ得とくしてしまった。

　やはり女の考えることは俺にはよくわからない。

「……というか、この後、出かけるとか言ってたけど、時間は大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　なので俺としては話題を変えるしか道がなかった。

「あ、そろそろかな？」

　カスガは携けい帯たいを取り出して時間を確かく認にんする。

「うん、そろそろだ」

　そしてどうやらなかなか良いタイミングでの指し摘てきだったらしい。

「どこ行くんだ？」

　そんなに興味があったわけじゃないが聞いてみたら意外な返事が飛んできた。

「あ、ユウも来る？」

「一いつ緒しよに来いって？」

　なんだそれはと思いつつ聞き返す。

「それとも何か用あるの？」

「いや、まあ、無いけど……カスガの友達なんだろ？　俺が行っていいわけ？」

「友達って言うか、先せん輩ぱい。前にちょっと話した気がするけど、もう事務所に所属してる先輩がいるって」

　なんかそんな話を聞いた覚えがあるなと記き憶おくを探さぐってみる。それで清きよ澄すみと池いけ袋ぶくろに行った時、カスガが買い物に付き合うと言ってた人だと思い出した。

「もしかしてあのドタキャンの？」

　それで正解だったみたいだが、カスガはちょっと言い方が気に入らなかったらしく、訂てい正せいしてきた。

「朗読劇の、ね」

「そうそう、その先輩？」

「そう、その先輩」

「カスガが尊敬してるって人だよなあ」

　それはつまり、マナミさんのようにちゃんとした声優さんということだろう。

　俺が想像もつかないようなしっかりした人に違ちがいない。俺はその時はそう思った。
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　しかし冷静に考えたら、ドタキャンした人なのだから、そんな訳はないのだ。

「その先輩って男の人？　女の人？」

　待ち合わせの場所に向かう道すがら、俺はそんなことをカスガに尋たずねた。

「女の人だけど」

「そうなのか」

　なんとなく先輩というイメージから男のような気がしていたけど違ったようだ。

「女の人だとまずい？」

「まずくはないけど、女二人のところに俺が行くのってどうなんだろうなとは思うな」

「というか男の人だと思ってたの？」

「俺の先輩のイメージって言うと男だからなあ」

　そう言ってはみたが、実際のところ、そんなに真しん剣けんには考えてなかったのだ。

「そういうものかな」

「でもカスガの先輩なら女だよな」

「ま、そうだね」

　ちなみに待ち合わせはジョナサン。カスガの話では『ジョジョの奇き妙みような冒ぼう険けん』というマンガの主人公、ジョナサン・ジョースターの名前の由来になったファミレスらしい。

「……ＴＳＵＴＡＹＡか」

　だが俺にはそんな読んだことのないマンガよりも、ジョナサンの向かいにあるお店の方が気になった。

『ウルトラマンネクサス』を借りた、あのＴＳＵＴＡＹＡがそこにはあった。要するにこのジョナサンは軍鶏シヤモのお店のすぐ近くにあるのだ。

「どうしたの？　やっぱり先輩に会うのやめておく？」

　どうやら俺は渋しぶい顔をしてたらしい。カスガに心配されてしまった。

「いや、別に先輩に文句はないんだけど」

「じゃあ何？」

「あのＴＳＵＴＡＹＡを見て、ちょっと嫌いやなことを思い出した」

「え？　何それ？」

「ちょっと変な店員に絡からまれたことがあって」

「ネクサス借りた時？」

「そうそう」

「だったら先輩に聞いてみたらいいよ。先輩、そこのＴＳＵＴＡＹＡでバイトしてるし、今日も終わったら来るって話だから」

「へえ……」

　まあ、あれだけ変な人なら、バイト仲間の間でも有名かもしれないな。俺はそう思いつつ、その時のことは忘れてジョナサンでカスガの先輩を待つことにした。




　やってきたカスガの先輩の顔を見た時、俺は質問する手間が省けたことを知った。

「…………」

　しかし、じゃあ何を話せばいいのかはすぐには思いつかなかった。

「…………」

　そしてそれはカスガの先輩の方も同じようだ。

　それはそうだろう。俺とその人は過去に一度会ってるのだから。

「先輩、こっちがさっきメールで知らせたユウです。ユウ、こっちが月つき島しま先輩」

「は、はじめまして……」

　しかし俺は会ったことの無い振ふりをすることにした。

　それは月島先輩と紹しよう介かいされた人の眼力が俺に激しく向けられていたからだ。

「はははっ、はじめまして」

　そしてそれは正解だったらしく、向こうも俺に合わせてきた。

　俺を見て驚いた様子を見せた以上、本当に初対面ということは無いはず。それでも初対面と言い張りたいのは、俺も月島さんもあの出会いを無かったことにしたいからだ。

「ん？　どうかしたの？」

　そしてそんな二人の緊きん張ちように、何かおかしいとカスガも感じ取ったらしい。

「「べ、別に？」」

　俺と月島さんの否定の言葉がハモった。

「なんかユウと月島先輩、気が合いそうですね」

　そしてそれをカスガはそう評した。

「……かもね」

　口では同意してるみたいなことを言ってみたけど、俺は、いや、月島さんだってそんなはずはないと思っていたはずだ。

「…………」

　その証しよう拠こに月島さんは俺から明らかに視線を逸そらしたままだ。

　俺たちが案内されたのは四人がけのボックス席。俺とカスガが向かい合って座ってたので、月島さんはカスガの隣となりに座った。

　しかしそれがどうもまずいと感じたらしく。

「……ちょっと話しづらいね」

　カスガはそう言って、月島さんに一度どいてもらって俺の隣に座ることにしたみたいだった。まあ、月島さんに隣に来られても困るが、これはこれで俺はなんだか閉じ込められたような圧あつ迫ぱく感かんを覚える。

　しかし月島さんは俺のそんな不安や不満など少しも気にしてはいなかった。

「カスガちゃん、髪かみ型がた変えたよね？」

「あ、はい」

「って言うか、それもしかしてタマ姉じゃないの？」

「……わかります？」

「わかる、わかるよぉ」

　月島さんは少し興奮した声を上げたかと思うと、俺の方を見て一いつ瞬しゆん、意地悪な笑えみを浮うかべた。少なくとも俺にはそう見えた。

「これはつまり」

　それからカスガの方を見てニッと笑い言葉を続ける。

「もしかして彼氏とコスプレエッチでもしてたのかな？」

　その調子は明らかにからかい目的で、月島さんだって本気でそう思っていたわけではない。それはほとんど初対面の俺にだってわかった。

　しかし。

「してませんッ！」

　カスガは大きな声でそれを否定すると思い切り机を叩たたいた。

「…………」

　店中に響ひびいたのか、何事かという注目の視線が集まったのがわかる。

「お、おう、ごめん」

　そんな中、月島さんは、自分が失言したのだと認めて、少しおどけた調子で謝罪の言葉を口にした。

「わかってくれればいいんですけど」

　カスガはそれでもまだ怒おこってるのか不ふ機き嫌げんそうな顔をしていた。

　なので俺としては苦笑いを浮かべるしかない。

「…………」

「…………」

「…………」

　気まずい沈ちん黙もく。それは三人だけではなく、店内がそうなってるように俺は感じた。

「そ、それでカスガちゃん、例の物は？」

　それを打ち破ったのは月島さんだった。なかなか強いハートの持ち主らしい。

「あ、はい……」

　カスガは言われて自分のバッグを取り出して、中を探し始めるが、その行動は一向に終わりを見せない。

「あれ？　あれれ？」

「……忘れてきたのか？」

　どうやら肝かん心じんの用事をカスガは忘れてきたらしい。俺の家に寄ってる暇ひまがあったら、もう一度確かく認にんした方が良かったんじゃないだろうか。

「みたい」

　短い言葉でカスガは自分のミスを認めると、すっと立ち上がった。

「すみません、ちょっと取ってきます！」

　そして返事など待たず、そのまま駈かけて行ってしまった。

　初対面のはずの俺と月島さん二人を残して。




「…………」

「…………」

　それで、ぎこちないながらも会話が始まったら良かったのだが、現実というのはそうそう上手うまくは出来てない。

　月島さんはボタンを押して店員を呼ぶとケーキを頼たのみ、そこから無言。

　頼んだものがやってきてからは黙もく々もくと食べるだけだった。

「…………」

「…………」

　俺の方は月島さんが来る前から飲んでいたコーヒーはとっくに底を突ついて、おかわりを頼むべきか考えるだけだった。

「で、ユウくんは何者なの？」

　そんな沈黙を再び破ったのもやはり月島さんだった。

「な、何者って？」

「カスガちゃんの彼氏なの？」

「ただの幼なじみです」

「ただの、おさな、なじみ、ね」

　月島さんは変な区切りで俺の言葉を繰くり返して、それから真ま面じ目めな顔をした。

「この間はごめんなさい」

　そしていきなり深々と頭を下げた。

「……なんですか」

　月島さんは顔を上げると俺の顔をじっと見つめた。

「この間、ウルトラマン借りてたの、ユウくんだよね？」

「ああ、はい」

「あの時は本当に機き嫌げんが悪くて……店員にあるまじき態度でした」

　そしてまた深々と頭を下げる。

　カスガの前ではまともだったので、知人の前では猫ねこをかぶってるタイプかと思ってたけど、どうもそういうわけでもないらしい。

「いや、まあ、驚おどろきはしましたけど……」

　とは言え、人間第一印象は大事なのだ。

「あの日は気合い入れてたオーディションに落ちて、本当にクサクサしてたんだ」

「オーディションですか」

「私、声優に命賭かけてるから、落ちた時は本当にダメージ大きくて……それで、あんなことに。ごめんなさい！」

「俺にはちょっと想像も付かない世界ですけど、事情があったなら忘れます」

　俺のその言葉に月島さんはガバッと顔を上げた。

「本当？」

「……はい。次からは普ふ通つうに対応してくれるなら、それでいいですよ」

「いやあー、君、なかなか出来た人だねー」

　そして月島さんはさっきまでの真しん摯しな謝罪の態度などどこに行ったのか、カスガを相手してたようなおどけた調子に戻もどった。

　どころか、まだ残っていたケーキをバクバクと食べ始める。

「えっと……ケーキ好きなんですか？」

「うん。甘い物、美味おいしい物は大好き」

　実際、そうだと思うくらいには、月島さんは美味しそうにケーキを食べている。

「……声優一筋って言いませんでしたっけ、さっき」

　さっき納なつ得とくした自分にツッコミたい気分だった。

「ははは、甘い物は別腹だよ、君ぃ」

「案外、命賭けてない気がしますけど」

　まあ、声優とケーキは比べるものじゃないけど、なんか結構適当だなと俺は思ってしまった。しかし月島さんからすれば、別にそんなものらしい。

「だって私クラスだと本当に命賭けてたら死んじゃうもん！」

「……さっき、命賭けてたからダメージ大きいって。だから、あの時、店員にあるまじき行動をとったって」

「うん。落ちたら死ぬ気で、いつもやってます！　覚かく悟ごだけはしてます！」

　そう言いながらもケーキの残りを食べる月島さん。

　説得力などそこにはみじんもない。

「でもね、落ちる方が多いからさ、いちいち命賭けたら死んじゃうんだよ」

　そして最後の一ひと欠片かけらを口に入れたと思ったら、月島さんは急に真面目な顔になった。

「は、はあ」

「私だって本当に命賭けたいの」

　そして気づけば月島さんは真しん剣けんそのものだった。

「はい」

　となれば俺も真面目に聞くしかない。

「私、少し、変な声でしょ？」

「そうなんですか？　まあ、少し変わってるかもしれませんけど、個性がある方がいいような気もしますけど」

　俺は褒ほめたつもりでいたのだが、月島さんはじとーっとした目でこっちを見る。

「そりゃ、ピッタリくる役があればね」

「……プロなら少しくらい違ちがっても合わせたりとか、出来ないんですか？」

「出来ますよ。そりゃ出来ますよ。私だってプロですからね」

「だったら何が問題なんですか？」

「わざわざ合わせる私より、最初から合ってる人の方がいいに決まってるでしょ！」

「……なるほど」

　言われてみればもっともだった。

　声優はたくさんいて、何人もオーディションを受けるのだ。

「かわいいってずるいよね」

　不意にボソッと月島がそう呟つぶやいた。

　それがあまりに唐とう突とつで俺は少し戸と惑まどいを覚える。

「……ずるいですか」

「私がかわいく演じるより、最初からかわいい娘この方がかわいいんだから」

「最初からかわいい娘だって、かわいくあろうと努力してると思いますけど」

「そりゃそうでしょうよ。でもじゃあ二倍私が努力したら勝てるわけ？　三倍なら？　四倍なら勝てるわけ？」

「……それは俺にはちょっとわかりませんけど」

　というか、そこまでこの人は可愛かわいくないのだろうかという気はした。確かにちょっと話しづらいとは思うけど、外見一つとっても、やはりプロの声優なんだなと思うくらいにはかわいいのだが。

「今年、何か大きな仕事が来なかったら辞やめちゃおうかな……」

　しかし月島さんの中ではかなり大きな問題みたいだった。

「まだ半年残ってますけど、諦あきらめるの早くないですか？」

「でもねえ、ＴＳＵＴＡＹＡのバイトもさ、声優の仕事優先でいいって言ってもらって始めたのに、問題なくシフト埋うめられちゃってるわけよ。私は本当に声優なのか？　それで声優と名乗ってていいのかい？」

「仕事をしてるなら声優だと思いますけど」

　俺はそう言いながらも、さすがに白々しい言葉だなと感じた。

「はあ……もう一度くらいヒロインやりたかったな」

　それは俺にはきっとわからないほど切実な言葉なのだろう。

　だからなのか、俺はマナミさんのことを思い出した。

　マナミさんの場合は、仕事が忙いそがしすぎて、学校に行くことを諦めようとしていたから、逆と言えば逆なのだけど。

「そんなこと言わないでくださいよ」

　俺はやはりカスガが憧あこがれている相手には頑がん張ばっていて欲しかった。

　それは本当に俺の願望でしかないけれど。

「でもねえ、ユウくん、私のこと、求めてる人なんていないんだよ？」

「今はいないかもしれませんけど……普通の作品ばかりじゃ飽あきるし、きっと変な声だって求められる時があると思うんです。かわいいってずるいかもしれませんけど、変な声がずるいって思われる仕事だってあると思うんです」

　それがいつ、どこにあるかは俺にはわからない。ただの願望かもしれない。でも、そうであって欲しいと気持ちを込めて俺は話を続ける。

「その時は月島さんが圧あつ倒とう的てきに有利じゃないですか」

「……ま、そうかもね」

　月島さんはそう言っておどけた笑いを見せた。

「んじゃ、もうちょっと頑張ってみるよ」

　それが本心の言葉なのか俺には分からなかった。ただ俺に合わせてくれただけなのかもしれない。

「偉えらそうに文句言うほど、私の方に実力があるってわけでもないしね」

　ただ表向きは、さっきまでの捨て鉢ばちな感じは消えていた。

「本当、大変な世界なんですね」

　そして俺は改めてそれを思ってしまった。

　月島さんが、もう一度と言ったということは、一度はヒロインを演じたことがあるということだ。そういう人ですら、もう辞めようかと思う。そんな世界なのだ。

「本当に大変なんだぜ？」

　しかしそれを肯こう定ていしてきた月島さんの言葉には不思議と説得力は無かった。

「あの、カスガは……どうなんですか？」

「どうって言うと？」

「養成所に行ってるみたいですけど、態度とか成績とか」

「私もいつも養成所に行ってるわけじゃないしねー」

「もう事務所に所属してるんですよね、月島さんは」

「時々、先せん輩ぱいとして養成所に行くだけだけど、カスガちゃんは頑張ってるなあってわかるよ。一番頑張ってるし、見込みも一番じゃないかな」

「一番、なんですか」

　それは意外だけど、嬉うれしいニュースだった。しかし月島さんの顔は暗い。

「でも、それは養成所の中、だけ、の話だからね」

「養成所を卒業したら関係ないってことですか？」

「プロのオーディションで戦うのは養成所の人間じゃなくて、もう仕事をしてるプロの声優たちだからね」

「……ですよね」

「私とカスガちゃんはキャラ被かぶってないから直接戦うことはないかもしれないけど、でも私より上手うまいってことはやっぱりないから」

「プロの月島さんよりも上手いはずはないですよね」

「ま、上手さだけが選ばれる基準ではないけどね」

「そうなんですか？」

　それはなんだかかなり意外な気がした。

「引くほどの美人より、少しくらい不細工でも愛あい嬌きようがある方がいいでしょ」

「……それは、そう、ですね」

　俺は失礼ながら、神楽坂先輩のことを思い浮うかべてしまった。

「あとは偉い人に気に入ってもらってるかどうかとか」

「え？　そういうの関係あるんですか？」

　プロの世界というのはもっと公正で私情とか関係ないものだと思っていたのだが、月島さんの言う通りならそうでもないようだ。

「そりゃ偉い人が気に入ってる方が有利でしょ」

「じゃあ気に入られるために頑張ってる方が有利なんですか？」

　確かく認にんのために聞いてみたのだが、どうもそういうわけでもないらしい。

「うーん」

「え？　違うんですか？」

「誰だれかに気に入られるために努力するというのは、その人を嫌きらいな人に嫌われる行こう為いでもあるからね」

「嫌いな人に……嫌われる……」

「そうでなくても、誰かが肩かた入いれしてる声優を、他ほかの人が応おう援えんするかって話だよね」

「あいつが応援するなら、俺は応援しないってそういう話があるんですか？」

　俺にはそんな子供じみた意地の張り合いみたいなことがあるとは思えないのだが、月島さんはそうだと疑ってないようだ。

「そりゃあるでしょ。偉い人たちだって人間なんだから。傍はたからは大人であるべきだと求められて、それで本当に大人になれるなら、もっとフォーマルな仕事をしてるって」

「……それは、うん、そうですね」

　俺は今度はマコトさんのことを思い出した。

　マコトさんはプロとして振ふる舞まおうとしてるし、実際にしてるのだろうけど、やはりストレスが溜たまると大人とは思えないことを始める。高校生を捕つかまえて愚ぐ痴ちをいうのも、冷静に考えれば大人な行動ではないだろうし。

「ま、誰も肩入れしてくれない声優に比べればチャンスはあると言えるけど」

「その誰かが肩入れしてくれてるうちに、その肩入れに他の人が反感を持たないうちに結果を出さないといけないってことですよね」

「それもそうだし、もっと言えば応援する人も飽きるからね」

「飽きる!?」

「飽きるというと言葉が悪いかもしれないけど、推おしても人気が出ないということが続けば、いくらお気に入りでも推し続けられないでしょ」

「そこはまあ、ビジネスですからね」

「そう、ビジネス。でも、夢を売るビジネスだから、そういうのを表に出さないというのも大事な仕事だよね」

「……今、すごい勢いで俺に話してましたよね」

　俺の指し摘てきに月島さんは明らかにしまったという顔をする。

「そこは、ほら、ユウくんはカスガちゃんの知り合いだし、ねえ」

　しかしなかったことにして、それっぽいことを返してきた。

「やっぱり大変な世界なんですね」

　月島さんの言葉は肝かん心じんなところで説得力がなかったけど、やはり気楽に考えられる世界ではないのだと感じた。

「大変な世界なんだよ」

「そんな世界に入ってカスガは大だい丈じよう夫ぶなんでしょうか？」

　だからこそ、俺はどうしても心配になってしまう。

　そんな世界に飛び込もうとしてるカスガのことが。

「私には大丈夫みたいなこと言ったんだから、カスガちゃんにも大丈夫って言ってあげれば？」

「大丈夫なんですか？」

「そんなの私にはわかるわけないよ」

「そ、そうですよね」

「にしても、カスガちゃんのこととなると本気だね」

　言われて確かにその通りだと思った。

「真しん剣けんさが足りなかったかもしれません」

「ま、しょーがないよね。ユウくんから見たら私は他人だし」

「……すみません」

　俺が素す直なおに謝ると月島さんはおかしそうに笑った。

「いい子だね、ユウくんは」

「そうでもないですけど」

「実を言うと私、ちょっと前はカスガちゃんはダメかもしれないって思ってた」

　俺の話をしてたはずなのに月島さんは急にカスガの話を始めたようだった。

「え？」

「カスガちゃんはムキになりすぎてるなって。その分、力が出てるのも確かだけど、余よ裕ゆうがないから、より強い力をかけられたら──」

　月島さんは右手を押さえると手首のところで止めるような仕草を見せた。

「ポッキリ折れてしまうんじゃないかって、そう思ってた」

「みたいですね。その頃ころのこと、俺はよく知らないんですけど」

「それが変わったのは、多分、ユウくんのおかげなんだと思うよ。だからユウくんには、カスガちゃんをさ、大丈夫じゃなくてもね、これからも応援して欲しいな」

「大丈夫じゃなくても、ですか」

　俺はその部分は特に心に残った。

　大丈夫だからと月島さんは保証をしてはくれなかった。でもそれは月島さんの真剣な気持ちなんだと思う。

　俺が月島さんには大丈夫と言えても、カスガには言えなかったように、月島さんは気休めやその場のノリで大丈夫だなんて言わなかったのだ。

「それとも大丈夫じゃないと応援できない？」

「いいえ。もちろん応援しますよ」

　カスガを大丈夫に出来るなんて俺にはやはり言えない。

「それに、むしろ逆ですよね。大丈夫じゃないから、カスガ一人じゃ大丈夫じゃないから、俺も応援するんですよね」

　でも応援する、応援し続けることくらいは約束できる。

「うん、そうだね」

　そして月島さんが俺に求めたこともそれだけだったのだ。

　だから月島さんはそれ以上は何も言わず、満足げに笑っていた。

「月島さんっていい人なんですね」

　それを見てるうちに、俺は自然とそんなことを口にしていた。

「なんだい？　褒ほめてもお姉さん、なにもあげられないぞ」

　そしてそれはかなり月島さんを困こん惑わくさせたようだ。

「やっぱり気が合うみたいだね、先輩とユウは」

　そしてどこから聞いていたのか、カスガがやってきていた。

「「お、おう」」

　俺と月島さんが声を合わせて驚おどろき、それでカスガが笑いながら席についた。

「先輩、これでいいんですよね」

　そしてカスガは小さな白い紙バッグを月島さんに渡わたす。

「おう、ありがと」

　月島さんはバッグの中を覗のぞいてから、サムズアップで問題ないことを伝える。

「なんです、それ？」

「探してた限定のアクセサリー。カスガちゃんが見かけて買っておいてくれたの」

「なるほど」

　それで俺はやっと今日の用件を理解したわけだが。

「それで先せん輩ぱいたちはなんの話をしてたんですか？」

　しかしカスガの方はここからが本題とばかりに質問を俺たちに浴びせる。

「……えっと」

　月島さんはさすがに本当のことを言うのには抵てい抗こうがあるようだ。俺だって、同じ質問をされたらどう誤ご魔ま化かすか考えてしまう。

　というかこっちに振られるかもしれないから考えなければならない。そう思った時、月島さんはかなり前の話題を蒸むし返した。

「カスガちゃんとのコスプレエッチの詳しよう細さいを根ね掘ほり葉は掘ほり」

　それはすでにカスガに強く否定された話題だった。

「だから、してません！」

　そして今回も同じように強い口調、机を叩たたく強い音と共に否定される。

「お、おう、ごめん。正直に言うと、私がもう一回くらいヒロインをしたいなって話をねー」

　そして月島さんは予想してたらしく、そこで話題を切り替かえた。

「もう一回くらいって、まだまだチャンスあると思いますけど」

「いやいや、それがなかなか難しいのなんのって。私の才能じゃ、もうこの辺が限界かもしれないし、そうでないかもしれないのさ」

「というか、私は普ふ通つうに前の続きを期待してるんですけど」

「あれは色々と難しそうなんだよねー。いや、もちろん私はやる気満々ですけど」

　言いながらも月島さんはかなり渋しぶい顔をした。それでカスガの言葉も止まる。

「さっき聞きそびれましたけど、月島さんが以前やったヒロインっていうのは、どういうキャラクターだったんですか？」

　そこで俺は思い出したように質問をしたのだが、月島さんはさらに渋い顔をした。

「それを聞く？　君はそれを聞いちゃうのかー」

　どうやらダメだったらしい。そう思ったのだが、カスガはまた別の考えだった。

「すっごくかわいい役だったよ」

「え？」

「生徒会長役なんだけど、高校生とは思えないくらい小さくて、すっごい背せ伸のびしてるのをかわいがられる女の子なんだ」

「小さくて、かわいがられる女の子」

　その形容は明らかに実物の月島さんとは別の物だった。

　月島さんはかわいいというよりは美人っぽい人だし、背もカスガより大きい。

「な、なんだよ、その目はー！」

　そして俺の視線が気になったのか、月島さんはそれを遮さえぎるように手をバタバタさせる。

「かわいい役やってるんじゃないですか」

　しかし視線は遮れても俺の言葉までは遮れない。

「ちょ、ちょっと変わった娘こだったの！　私の変な声が似合う娘だったの！」

　月島さんは反論するが、カスガは認めようとしない。

「直球で可愛かわいい娘だったよ」

「やっぱり可愛いんじゃないですか」

　言いながら俺の中で何かが繫つながるのを感じた。

　以前、月島さんがＴＳＵＴＡＹＡで並べ直したパッケージ。あれに描えがかれていたピンク髪がみの女の子が、今話してる娘なのだ。

「なんだ、月島さん、ちゃんとかわいいんじゃないですか！」

　となれば、月島さんは照れてるだけで、ちゃんとかわいい娘を演じる人として周りに思われてるということなのだ。

「ユウ、何言ってるの？　かわいいに決まってるじゃない」

　カスガも否定する形で俺に同意したが、月島さんには受け入れがたい評価だったのが、困惑した様子からうかがえた。

「な、なんだよ、二人とも！　先輩が黙だまってればいい気になっていじりやがってー！」

「……別にいじってるわけじゃないですよ」

「じゃあ、なんだって言うんだよ、こんちくしょー！」

　月島さんは拗すねて、席の奥の方で小さくなってしまった。

「正直な気持ちを伝えただけなんですけど」

　なのに俺は、どうして女の人はわかってくれないのだろうと思ってしまう。

「先輩はこんなにかわいいのにね」

　しかしカスガはカスガで、どうも俺とはズレた話をしてるようだった。

「……まあ、しょうがないのかな」

　俺は月島さんからカスガの方に目を移し、それから諦あきらめにも似た気持ちを口にした。

　というのも、俺には月島さんとカスガがかなり似た人間に感じられたからだ。

　未いまだに俺が上手うまくカスガに気持ちを伝えられないのだから、月島さん相手に俺の気持ちが伝わるわけもないだろう。

「ん？」

　そしてカスガはと言えば、そんな俺の気持ちがわからないらしく、俺と月島さんを見比べて、不思議そうな顔をしていた。
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　順調な日々と言って良かった。

　マコトさんの部屋の掃そう除じも終わり、考えていたよりずっと多い報ほう酬しゆうをもらった。

　すぐに散らかるので定期的に掃除して欲しいとも頼たのまれた。

　借りていた『ウルトラマンネクサス』も観み終えて、続きも無事に借りられた。

　その時、また月つき島しまさんに会ったけど、機き嫌げん良よく接してもらえた。

　マナミさんが学校に来ないのはいつものことだけど、ノートのまとめは続けているし、リオ先生に押しつけられたテストの方も目め処どがついてきた。

「ネクサスは私も観たことないなあ。どんな話なの？」

　だから教室で清きよ澄すみと話をすることも、まあいつもの通りだった。

「ウルトラマンが辛つらそうな話かなあ」

「辛いの？　ウルトラマンが？」

「正確にはウルトラマンじゃなくて、ウルトラマンに変身する人だけど」

「主人公が辛いってこと？」

「主人公も辛いけど、別の人なんだよな、これが」

　これは俺も驚いたことなので、清澄も驚いたらしい。

「え？　じゃあ誰だれがウルトラマンなの？」

「なんか謎なぞの人？」

「それ、説明になってなくない？」

「うーん。でも怪かい獣じゆうから地球を守る組織に属してるわけじゃないし、フラッと現れて、去って行く謎の人なんだよなあ」

「じゃあ、本当に謎の人なんだ」

「謎の人なんだよ。その人がどんどん弱っていってて、ウルトラマンも弱くなってて、なんかそろそろ死んじゃうんじゃないかって勢い」

「そろそろクライマックスなの？」

「いや、まだ半分くらいなのかな……」

「どういうこと？」

「わかんないけど、かなり変わったウルトラマンなんだってことはわかったかな」

　そして俺は『ウルトラマンネクサス』を一押しにしていた牛うし込ごめさんがかなり変わった人なんだろうと確信していた。

「そうなんだ。まあ、ユウはそういうの好きそうだよね」

「まあ、けっこう、好きかな」

　そう。俺はかなり気に入ったのだ。

　そんな感じで俺の日常は順調だった。本当に順調だった。

　しかし俺は一つ、大事なことをすっかり忘れていた。
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　妙みようだな。

　どうしてかはわからないけど、メールの着信音が聞こえた時、俺はそう感じた。

　俺にメールを送ってくるのはマナミさんくらいだし、夕方のこの時間、マナミさんは仕事中だろうと考えていたからかもしれない。

「カスガから、か」

　やはり妙だなと思った。

　カスガは俺にメールするくらいなら直接会いに来るはずだ。

　俺がいるかも確かめずに家に来るようなヤツなのだ。今いま更さら、メールで何かを伝えようとするなんて、とても思えなかった。

「…………」

　しかし件名を見たら少し考えが変わった。




　オーディション落ちちゃった




　タイトルから想像つく通りの内容であれば、カスガとしても面と向かって言いづらかったのだろう。もしくは単にまだ養成所にいるので、帰ってからよりも今すぐ伝えるためにメールにしたのかもしれない。

「そうか、落ちちゃったのか」

　そんなことを考えられるくらいだから俺はあまりショックを受けて無かったと思う。

　残念だけど仕方が無い。その程度の認にん識しきだった。

　カスガ自身、受かるわけがないと言っていたし、こうして伝えてくるのだから、そこまでひどくショックを受けているわけでもないのだろう。そう思っていたからだ。

　事実、メールにはオーディションに落ちたという悲しさは感じられなかった。

　しかしメールの内容を読むうちに、俺の考えは全く変わっていった。




〝ヒロイン役は汐しお留どめアスカさんになったんだって〟




「汐留アスカ……」

　その名前が出てきた時、俺は血の気が引くのを感じた。

　汐留アスカは俺が知ってる数少ない声優の一人であり、そして俺の数少ない友達、乃の木ぎ坂ざかマナミさんのことでもある。

　俺はマナミさんに仕事ばかりで学校に行けないと相談され、その時、仕事を頑がん張ばるように言った。

　オーディションよりも学校を選ぼうとしたマナミさんに、俺はオーディションに行くようにと言った。

　そしていくつかの漠ばく然ぜんとした出来事が頭の中で組み上がっていくのがわかった。

「そんなことって……」

　気のせいだと思いたかった。

　汐留アスカは人気声優であり、いくつもオーディションを受けている。だから別の話なのかもしれない。

　でも俺にはわかっていた。

　マコトさんがあの日、不ふ機き嫌げんだったのはオーディションで何かあったからで。

　カスガのオーディションは難航しててなかなか結果が出てなくて。

　そしてきっと受かったといったマナミさんから続報がない。

　これらは全部、同じオーディションのことだったのだ。

　そしてそれは、俺がマナミさんの背中を押し、カスガのチャンスを奪うばったということを意味していた。

「俺が？　応おう援えんするって言った俺が？」

　違ちがうと思いたかった。

　カスガのことを応援すると言ったのに、俺がカスガの邪じや魔まをしていたなんて。そんなわけはないと思いたかった。

　だけど、思い出せば思い出すほど、否定する材料ではなく肯こう定ていする材料が増えていく。

「……どう言ったらいいんだよ、こんなこと」

　俺は混乱した頭で答えを求めて、メールの続きを読んだ。

　カスガがそんなに気にしてないなら、実は大したことじゃない。そう思いたかった。




〝それが私にはとってもショックだった。

　今、言えるのはそれだけ。ごめんね〟




　でも、メールは悲しみの言葉で締しめくくられていた。

「なにが、ごめんね、だよ、カスガ……」

　謝りたいのはこっちの方だと思った。

　でも謝罪の言葉は浮うかばない。

　なのに、着信音が響ひびいた。

　俺は震ふるえながら、その電話の主を確認した。

　それはカスガからの電話ではなかった。でもホッとした気分にはなれなかった。





乃木坂マナミ






　その名がスマートフォンのディスプレイには表示されていたからだ。
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　結果から言えば、俺はその着信を無視した。

　電話の内容は大体分かっていた。

　オーディションに受かった。それを伝えるものだ。

　マナミさんからすれば、俺が背中を押した結果、やる気を出して受けたものだ。それが受かったのだから嬉うれしいだろうし、俺に聞いて欲しいというのはわかる。

　でも俺は聞きたくないし、嬉しくもない。

　一いつ緒しよに喜ぶなんて無理なのだ。

　なのに、そんな俺の気持ちがマナミさんに伝わることはなかった。

　ただ、マナミさんはタイミングが悪かったと思って、間を空けては改めてかけてくるだけだ。

「着信があったら俺から折り返してたはずだけどな」

　着信音が何度も鳴る内に俺は冷めた気持ちで受け止めるだけになっていた。

　それでも着信は続いた。

　そして何回目かわからない着信の後、俺の手は怒いかりと共に通話ボタンを押していた。

　なんで！　なんでマナミさんは俺の気持ちをわかってくれないんだ！　と、そんな気持ちで俺はマナミさんの電話に出ることになった。

「ユウ？　何か取り込み中だった？」

　マナミさんは俺が忙いそがしかったとでも思ってるみたいだった。

「……別に何もしてなかったですけど」

　だが俺は何もしてなかった。日課のノートのまとめも、カスガへの返信も、何にもしていない。何一つしていないのだ。

「そう？　ならいいんだけど」

　マナミさんはだったらなんで俺が電話に出なかったのか考えもしなかった。

「…………」

「例のオーディション、結果出るまで時間かかったけど、やっぱり受かってた」

　そしてマナミさんは俺が想像してたことを、想像以上の嬉しさを込めて伝えてきた。

「そう、それは良かったね」

　しかし俺の気持ちが明るい方向に動かされることは無かった。むしろ逆だ。

　俺がこんなに沈しずんでいるのに、なぜこの人は喜んでいるのかと怒りを感じる。

「何、その言い方？　もう少し喜んでくれてもいいと思うけど」

「……そうだね」

　理り屈くつではマナミさんが正しいのは分かっていた。

　こんな状じよう況きようじゃなければ俺だって喜んでいた。

「あと、もう一つ嬉しいニュースがあって、明日あした学校に行けそうなんだ」

　この話も喜ぶべきところだとわかっていた。

　でも今は、どうしたらいいんだという気持ちしか湧わいてこない。

「そう、なんだ」

　それでも反応だけはした。

　もちろん、そんな返事が欲しかったわけじゃないのはわかってる。

　でもそれで、もう精せい一いつ杯ぱいだったのだ。

「……それだけ？」

　だからマナミさんは不満そうな声を上げた。

「会って話してもそんな反応だったら怒おこるからね」

　でもそれすらもただのポーズに過ぎないみたいだった。

　マナミさんは不満よりもずっと嬉しい気持ちの方が強いのが伝わってきた。

「ごめん。今は何も話したくないんだ」

　だから俺はもう通話を続けていられなかった。

　俺は電話を切り、スマホの電源も切った。

　そしてそのままベッドに身を投げ出した。

「マナミさん、嬉しそうだったな」

　思い出しても心は動かなかった。

　オーディションに受かったんだから嬉しいんだろう。

　学校に来られるんだから嬉しいんだろう。

　それらの理屈はちゃんと理解出来る。

「あの嬉しさは俺がカスガから奪ってしまったもの、なんだよな」

　でも納なつ得とくや共感は出来そうになかった。
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　ベッドに座っていただけなのに、いつの間にか寝ねてしまっていたらしい。

　それに気づいたのは目が覚めた後だ。

　ベッドの上とは言え、ちゃんと寝ていたわけじゃないから、疲つかれが取れたわけじゃない。どころか反かえって疲れてるんじゃないかとすら感じる。

「……なんだよ」

　起きたのは玄げん関かんのチャイムの音が原因だった。

　落ち着き無く、何度となく鳴らされる音は、なおも続いた。

　でも俺はそれを認にん識しきするだけで、それ以上の行動には出なかった。

　無視するつもりだった。

　誰だれがなぜそんなことしてるのかはわからないが、放ほうっておけば止まるだろうと思っていた。きっと誰かのイタズラだろうし、反応がなければ飽あきるだろうことはわかっていた。

　事実、音が止やむまでそう時間はかからなかった。

　だから俺はもうそれ以上のことは考えなかった。

　そんな俺を誰かが咎とがめるとは思っていなかったからだ。

「お兄ちゃん！　なんでチャイムが鳴ってるのに出なかったの！」

　しかし現実はちょっと違っていた。

　俺を呼ぶ声がして、チャイムが止んだのは妹が応対してくれたからで、妹は俺を咎める気満々なのがわかった。

「お兄ちゃん！　いるんでしょ！」

　妹は俺の部屋の前で、俺がなんの反応も示さないので腹を立ててるようだ。

　しかし今は妹のそんな感情に付き合う余よ裕ゆうはなかった。

「いるんなら、出てきて！　お客さんだから！」

　なのに妹は俺の都合など少しも考えない。

「……お客さん？」

　ただ俺に否いや応おうなく現実を突つきつける。

「乃木坂さんって人が来てるんだけど」

　しかも信じがたい現実ってヤツを、だ。

　俺の知り合いで乃木坂さんなんて人は、マナミさんしかいない。でもマナミさんは俺の住所なんて知らないし、わざわざ来るわけはないのだ。

「ユウ？　いるんでしょ？」

　なのに俺を呼ぶマナミさんの声が聞こえた。

　ドア越ごしなのにやけにクリアに響く。

「マナミさん、なの？」

　それが妹の手の込んだ嫌いやがらせだと思うのはさすがに無理があった。

「そうよ。さっき電話した時、様子がおかしいから見に来たの！」

「なんで来たの？」

　でもそれを嬉しいとは俺は感じなかった。

　話したくない。そう言った相手がやってきたことを喜ぶ余裕なんかない。

「だから、様子がおかしかったから、心配で」

「でも、マナミさんは俺の家を知らないはずだよね？」

「連れん絡らく先交こう換かんした時、住所もデータもらってたの」

　答えを聞けば実につまらないことだった。スマホでの連絡先交換がそういうものだと俺が知らなかっただけだったのだ。

「それで何しに来たの？」

　そのせいか俺の気持ちはさらに冷めていった。

「だから、ユウを心配して……」

「いつも忙しいって言ってるくせに、俺が電話を切ったくらいで家まで来るんだ」

　心がマナミさんとの会話を拒こばもうとした言葉なのだろうと感じた。

「来たらいけなかったの？　ユウのこと心配したらいけなかったの？」

「来て欲しくなかったし、心配して欲しくなかったですよ」

「なんで？　どうして？　どうしちゃったの、ユウ？」

　マナミさんの疑問はもっともだった。でもだからってマナミさんと話して解決することがあるとも思えなかった。

「……ユウがそんなになっちゃったのは何か大変なことが起こったっていうのはわかる」

　なのにマナミさんの言葉は続く。

「なら放っておいてください」

　それを俺は止めて欲しかった。

「私は人の相談に乗るのヘタだから話したって解決しないと思う」

　でも聞きたくない言葉が続く。

「だったら、なんで来たんですか！」

　怒りと共に言葉が出た。

　なんで！　なんで！　なんで！　なんで！　納得出来ないさまざまな思いで俺の心はぐちゃぐちゃになって行く。

「私が言って欲しいから」

　そこに一つ、シンプルな言葉が届いた。

「言って欲しいから？」

　さらに短くなって俺の中で反はん響きようする。

「私たち、友達でしょ？」

　マナミさんの声が重なる。

「楽しい時だけしか一緒にいられないの？　私が辛つらい時はユウが聞いてくれた。だから私はユウが辛いなら、それを話して欲しい」

　それは嬉しい申し出だった。

　でもマナミさんに今回の話をすることはやはり出来そうになかった。

「ありがとうございます。でも、今回の事は、マナミさんには言えないんです」

　俺に言えるのはそれが精一杯だった。

「……私がらみのことなのかな」

　そしてそれがなぜかマナミさんにはわかったみたいだった。

「…………」

　でも、俺にはそれを否定も肯こう定ていも出来ない。

「いいよ。私のこと、友達だと思ってないからじゃないなら」

　なのにマナミさんは納得してくれた。

「……はい」

「何か理由があるなら話してくれなくていい」

　マナミさんの言葉は本当に嬉うれしかった。

　話せない。それをわかってくれたことが。

「はい」

「でも、側にいるくらいはさせて。それもダメなの？」

　マナミさんはそう言って扉とびらを開けて入ってきた。

　驚おどろいた俺がそこに見たマナミさんは、初めて会った時のようなアイドル然とした人ではなく、教室で見かけたクラスメイトだった。

　マナミさんは不安そうにメガネごしに俺を見ていた。

「……マナミさんがいいなら、そうしてください」

　俺はマナミさんの目を見て、少し考えてから答えた。

「じゃあ、そうする」

　マナミさんは笑うと、ベッドに座り直した俺の隣となりにゆっくり腰こしを下ろした。

　そしてじっと俺の顔を見て、それから口を開いた。

「本当、ひどい顔してる」

　それはひょっとすると悪口だったのかもしれない。

「……すみません」

　しかし俺はそんなに嫌な気分にはならなかった。

「でも、ちょっと安心した」

　それはきっとマナミさんが元気な笑え顔がおを見せていたからだ。

「安心？」

「理由はいろいろあるんだけど、怪け我がとかはなさそうだなとか、心配してたほど悪い状じよう況きようじゃなさそうだとか。でもそんなことよりも、ユウも人間なんだなって」

「……俺は人間ですよ」

「もちろんわかってる。でも、ユウは私にはいい顔しかしてなかったから」

「じゃあ俺が落ち込んでるのが嬉しいんですか？」

「……そう言われるとひどいこと言ったかな」

　マナミさんは苦笑いを浮うかべた。

「ですよね」

「でも、本当にそういうことなのかもしれない」

「え？」

「私、ここにいるのが自分なのが嬉しいんだ」

　そう言いながらマナミさんは俺に寄りかかってきた。

「ど、どういうことですか、それは？」

「落ち込んだユウの側そばにいるのが、他ほかの誰でもない私なのが嬉しいんだ」

「……こんな俺の側にいてですか？」

「やっと友達になれたって気がする」

　独り言だったかもしれない。それくらい小さな声だった。

「……マナミさん」

　それでも俺に与あたえたショックはかなりのものだった。沈しずんで動かなくなっていた俺の心はグラグラと揺ゆれた。

「おっほん！」

　しかしそれは別の声で吹ふき飛ばされそうになった。

「……い、いたのか？」

　その声の主は妹だった。不満そうな顔でこっちを見ていた。

「いたけど」

　どうやらずっと俺たちのことを見ていたらしい。

「心配かけたよな？」

　客が来たのに会うのを拒きよ否ひしてたりしたのだが、妹だって迷めい惑わくだっただろう。

「さっきまでは心配してなかったんだけどね」

　でも、そういうことではないらしい。

「……なんで今、心配してるんだよ」

「なんかこのまま私がいなくなったら、二人が変なことしそうだから」

　妹に言われて、マナミさんは慌あわてて俺の隣から飛び退のいた。

「わあっ！」

　やっとマナミさんは自分が俺に寄りかかってることに気づいたらしい。

「ご、ごめんね、私、ちょっと馴なれ馴れしかったよね」

「……いえ、別に俺は気にしてませんけど」

　しかし俺としては不快ではなかったというか、むしろかなり嬉しかったので、そこは謝るところじゃないと思っていた。

「私は気にしてるんだけど」

　でも妹は許してはくれなかった。
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　別に〝変なことをする〟つもりではなかったが、妹の視線が気になったので俺とマナミさんは家を出ることにした。

「ど、どうしますかね？」

「わ、私はユウの顔を見に来ただけだから、どこでもいいけど」

　とは言え、ノープランで外に出たのはかえってぎこちない会話を生むだけだった。

「お、お腹なか空いてます？」

「どうだろ？　ユウは？」

「俺も気持ちが凹へこんでるせいかそんなに気になりませんけど……」

　どうにも話がうまく転がらない。

　俺が弱ってるというのもあるけど、やっぱり妹のせいな気がする。

「軍鶏シヤモ食べに行こうか」

「あの店ですか？」

　それはきっとマコトさんがよく連れて行ってくれるお店のことだ。

「うん。私たちが多分、最初に会ったお店」

「……多分って？」

「私、やっぱり前にユウに会ってる気がするから」

「前に、マナミさんと、会ってるんですかね」

　その話題はマナミさんから時々聞くのだが、その度たび、心当たりがないのを確かく認にんする羽目になっていた。

「ま、それはともかく、あのお店でいいよね？」

「そういえば、今度は俺が奢おごるって話でしたよね？」

　俺はずっと果たせてなかったマナミさんとの約束を思い出した。

「それは、今日はいいかな」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。マコトさんの家の掃そう除じバイトで臨時収入ありましたから」

「お金の話じゃなくて、約束を果たしちゃったら、もうユウに会えない気がするから」

　マナミさんはそれでひどく心細そうな顔をした。まるで迷子になって、迎むかえが来ない小さな子のように。

「じゃあ、今日は割り勘かんにしますか」

　それを見たら、約束を果たすことにこだわることは出来なかった。

「うん」

　それが嬉しかったのかマナミさんは笑い、それから何か閃ひらめいたという顔をした。

「割り勘もいいけど、いいこと思いついちゃった」

「はい？」

「マコトさんに奢ってもらおうよ」

　それはちょっと予想外だったけど、マナミさんが楽しそうだったので、俺はそれを否定しなかった。

　ただ、現実問題としてマコトさんはそのために来てはくれないだろうと思っていた。




「先に始めててくれて良かったのに！」

　だから、本当にマコトさんが来てくれた時は、俺はちょっと驚いてしまった。

「……本当に来たんですね？」

　なので思わずそんなことも言ってしまう。

「あれ、少年にはちょっとお邪じや魔まだったかな？」

　マコトさんは俺とマナミさんの顔を見比べて、それからニヤリと笑った。

「むしろ、すごくありがたいですけど」

「ま、アスカからの相談の電話はあっても呼び出してくるなんて滅めつ多たにないしね。しかも少年がいるからってなると、ちょっと無視できないかなって」

「俺がなんなんです？」

「なんかこじれてるんだろうなあくらいは」

　マコトさんはそう言いながら興味なさそうにスマホを取り出した。

「あと、一つ聞きたいことがあって、ツイッターのことなんだけど……ああ、これこれ、この娘こなんだけど」

　マコトさんは何か操作していたスマホの画面を俺に見せた。

　落おち合あいミナミ。そこにはそんな名前が書いてあった。

　フォロー数は二十。フォロワー数は百三十三。そんな誰だれも興味を持ってそうにないアカウントだった。

「……その娘がどうかしたんですか？」

　しかし俺にとっては重要なアカウントだった。

　というのは、それはカスガのもので、俺が最初にフォローしたアカウントだからだ。

「ちょっと気になる名前だったから検けん索さくしてみたら、少年と相そう互ごフォローしてるじゃない？　ということは知り合いなのよね？」
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「それは……はい」

　しかしどういう知り合いかは言いづらかった。

　というのは、そのプロフィールには「声優の卵」と書いてあったからだ。

　落合ミナミが声優の卵であることは誰かに知られてもいい。でもその落合ミナミがカスガであることは知られたくなかった。

「どんな娘？」

　質問するマコトさんの横でこっちを見ているマナミさんの顔が見えた。

「……練ねり馬まさんなんだ」

　そして無感情な言葉が聞こえた。

「あれ？　マナミも知り合いなの？　オーディションでは会ってないはずだけど」

「仕事じゃなくて、学校で会った娘だと思います。ユウの幼なじみ」

　マコトさんはマナミさんの言葉を聞いて、それから俺の顔を見た。

「……なるほど」

　何か含ふくみのある言い方のように聞こえた。

　でもマコトさんが何を思ったのか確認する時間はなかった。

「ねえ、ユウ？」

　マナミさんが俺に質問をぶつけて来たからだ。

「練馬さんなの？」

　それは落合ミナミがカスガなのかという質問ではきっとなかった。

　俺が落ち込んでいる理由がカスガにあるのかをマナミさんは聞きたかったのだ。

「カスガのせいじゃないんです。俺のせいなんです」

　だから俺は答えていた。

　もはや二人は知ってしまったのだから、そこを隠かくして話をややこしくするのは得策とは思えなかったからだ。

「練馬さんの不合格を知って、ユウはその責任を感じてるってわけ？」

「そういうことです」

「私のこと応おう援えんして、私が受かったから？」

「……はい」

　もうマナミさんは全すべての状じよう況きようを理解してるみたいだった。

「バカじゃないの？」

　なのに、マナミさんが口にしたのは罵ば倒とう以外に取りようのないものだった。

「え？」

　何か優やさしい言葉を期待してたのだろう。俺は驚おどろいた。

　まさか、そんな自分をバッサリと否定されるなんて思っていなかったのだ。

「ユウのせいなわけないじゃない」

　だが、それはきっと優しい否定なのだ。驚きはしたが俺は傷つきはしなかった。

「でも俺が背中を押さなければ、こんなことにはならなかったですよね？」

「そうね。でも、私が受からなかっただけ」

「それって、どうゆう……？」

「別の人が受かってたってこと。でもその別の人が練馬さんだったってことはない。０パーセントだって言い切れる」

　マナミさんは確信を持ってそう言い切った。

「どうしてですか？」

「今回のオーディション、なかなか決まらなかったみたいだからその理由を聞いたの。それこそ、マコトさんが当事者だから、本人に聞いてみたら？」

　マナミさんにそう振ふられた時、マコトさんは我関せずと軍鶏刺さし身みを食べていた。

「え？　ここで私に振る？」

　しかもマコトさんは振られてもなお関かかわる気はないらしい。

「マコトさんの話でしょ？」

「だから自分では言いたくないんだけど」

「……それもそうか」

　マナミさんはそう納なつ得とくして、自分で話し始めた。

「今回のオーディションに関して言うと、正解が明らかだったの。汐留アスカが、少しトゲトゲした演技をしてる時みたいに演じるのが正解だった。だから皆みな、そう演じた。汐留アスカみたいに、ね」

「その皆っていうのは？」

「言葉通り。オーディションを受けた人間のこと。但ただし、私を除く」

「皆は汐留アスカみたいに演じて、マナミさんは本人なのに違ちがったってことですか？」

「その通り。それはきっと練馬さんもね。とにかく、本当に皆、少しトゲトゲした汐留アスカで演じてたの」

「カスガもそうしたんですね」

「それが正解だと気づいてたという意味では練馬さんはけっこう優ゆう秀しゆうだと言っていいと思う。でもね、練馬さんの技量で、プロと同じことをしたって勝負にはならないの。正解した人間の中から選ぶなら練馬さんは選ばれない」

「同じことをするなら上手うまい人の方がいいってこと、ですよね？」

「そう。しかも私と練馬さんの間にはオーディションを受けた人間の中だけでも二十人以上いる。私が一人いなくなったところで、他ほかの人になっただけ。つまりユウのせいだなんてこと、気にする必要は欠片かけらもないってこと」

「……理り屈くつはわかりましたけど」

　とは言え納得が出来るかどうかは別だった。

　それに事実だとしても、カスガが勝負にもならなかったからと言われて、嬉うれしいわけはなかった。

「練馬さんが、ユウが私を応援したからだって言ってたの？」

「いえ。カスガはマナミさんが汐留アスカだってことすら知らないですから」

「だったら何も問題ないんじゃない？　練馬さんは実力が足りなくて落ちただけよ」

「そうなんですよね」

　理屈では確かにそうなのはもうわかっていた。

　カスガはそもそも受からなかったのだ。俺が責任を感じる必要なんてないのだ。

　でも、心の中ではまだ何かモヤモヤとしていた。

「ちなみに私は正解がわかってたから、その先を目指したわ。ここはオリジナルの余よ裕ゆうよね。私は汐留アスカだから、私は少し崩くずしても、この役に求められてるのが、少しトゲトゲした汐留アスカだってわかってるのは十分に伝えられたからね」

　そこまで聞いたマコトさんがやっと箸はしを止めた。

「ま、議論の余地はないと思ったわ。みんな正解を目指してて、やっとたどり着けたか、たどり着けない中、アスカは正解以上を演じて見せたわけだから」

「でもね、ユウ。私はユウに背中を押してもらってなかったら、正解で止まってたと思う。いつものまま望んでしまったと思う。そしたらきっと落ちてた。だから受かったのは、ユウ、あなたのおかげなのよ」

「そうだったんですか……」

　それは慰なぐさめの言葉で、現実はもう少し違うのかもしれない。

　でも、それで俺はかなり救われた気がした。

　その言葉ではなく、その言葉で俺を元気づけようとしてるマナミさんのおかげで。

「だったら、なんであの時、マコトさんは不ふ機き嫌げんだったんですか？」

　しかし、釈しやく然ぜんとしないこともあった。

　オーディションが文句なく、マナミさんで決まりなら、難航してたのはおかしいし、マコトさんだって機嫌を悪くしたりはしなかったはずなのだ。

「……それ聞くかなー」

　マコトさんが露ろ骨こつに嫌いやそうな顔をした。

「マズいですか？」

「マズいけど、ここはもう話さないと納得しない流れでしょ？」

「いや、不機嫌な理由はいいですけど……でも、なんか変だなとは思いますよね」

「私はマナミで決まりだと思った。でも、そうは思わない人がいた。私は納得いかないけど折れるしかなかった。そういうこと」

　マコトさんは投げ捨てるように、そう説明した。

「意見が割れたってことですか？」

　ザックリしすぎてて意味がわからないので尋たずねたが、マコトさんは答えてはくれなかった。代わりにマナミさんが怒おこった表情で説明をしてくれた。

「今回の話はマンガが原作だったんだけど、アニメは原作を出してる出版社がお金を出してる。そしてその出版社はちょっと前に声優事務所を作って盛り上げようと思ってたの。だから、その事務所の声優から選べと言ってきたってわけ」

「だったら最初から、そこの事務所の人だけでオーディションをすればいいんじゃないんですか？」

「ユウのいう通りよ。でも、それが出来ないのが現実なの。私や他の事務所の声優たちはオーディションに呼ばれたけど、そのオーディションの内容以前に事務所が違うという理由で受からないことが決まってる」

「だったら、なんでオーディションをするんですか？」

「オーディションをした結果、その娘こが選ばれたということにしたいからでしょ」

「でも違うって受けた人もわかってるわけですよね？」

「よその事務所の声優にはオーディションを受けさせないと言い出したら、よその事務所の声優に出て欲しい時に出て貰もらえなくなるの」

「だからって合格させる気のない人を呼ぶんですか？」

　およそ信じられない結論だが、マナミさんは静かに肯こう定ていする。

「そうよ」

「でも、そんなのおかしいですよ」

　俺はだから否定したけど、今度はマコトさんが口を挟はさんできた。

「だからキャスティングが難航したの」

「おかしいと思う人が現場にいたってことですか？」

「そう。正解がわかってるんだから、新人にやらせるのもアリって意見もあった。私も賛成してた」

「どうしてです？」

「アスカが忙いそがしいから」

「忙しいから？」

「役だけのことを考えたら、アスカにやってもらった方がいいものになると思う。でも、今時アニメは放送だけで終わるわけじゃない。事前に告知のイベントをして知名度をあげたり、ＤＶＤを売るために特典をあれこれ考えたりね。告知イベントの時、ヒロイン役の声優が来るか来ないかはけっこう大きいのよ」

「そういうことも考えないとなんですね」

「作品全体で見た時、アスカがベストかどうかは私も『今はわからない』というのが正直なところ。ただ、私はアスカの演技を聞いておいて、演技の内容じゃないところだけで決めるというのは納得出来なかった」

　結果的には願った通りになったはずなのに、マコトさんは渋しぶい顔をしていた。

「でもマコトさんとは違うところで納得出来ない人もいるんですね」

　それは具体的にはわからないけど、きっと願った通りにならなかった人がいたからだろうことは俺にもわかった。

「イベント担当からすればね、どうしろってんだよって話だから。私は『この作品のウリは汐留アスカの演技だ』って言って、それを認めさせたのに、肝かん心じんのイベントはアスカが来ない。いつもは私、お金出してる人を困らせるようなこと言わないんだけどね……」

　マコトさんは前に、自分の仕事はみんなの間に立って調節することと言っていた。だから、自分の考えを押しつけることになったのは、それはそれで望む結果ではなかった。そういうことらしい。

「出版社が推おしている人なら問題はなかったんですか？」

　だからだろう。俺の質問にマコトさんは恨うらめしそうな顔をした。

「問題はないんじゃないかな。そりゃアスカには及およばないけど、プロだからね。ちゃんとやれるくらいの技量はあるから」

「イベントもその人なら、担当の人が考えてた通りに出来るわけですよね」

「……そうよ」

「でもマコトさんは反対の立場だったんですよね？」

「そりゃそうよ！　大して変わらないなら実績ない新人でもいい。お金を出す人が偉えらいとも思ってる。でもね、全然違うなら、その人が本当にピッタリだと感じたなら、その人にやってもらいたいと思うに決まってるでしょ！」

「……ですよね」

　それでも実際にはマコトさんの思うとおりにならないこともけっこうあるのだろうなということくらいは俺にもわかった。

「今回は私以外にもそう思う人間がいて、最終的にはアスカにやってもらった方が作品全体としていいだろうということで落ち着いたってわけ。でもね、さっきも言ったけど、本当にそうなのかはフタを開けてみないとわからない」

「マコトさんみたいにたくさん仕事してる人でもわからないんですか？」

「実績のある原作、実績のある監かん督とく、実績のあるシリーズ構成、実績のあるアニメ制作会社が作っても、それが売れるかどうかなんて誰だれにもわからない。むしろそういう『売れて当たり前』の作品がずっこけて、誰も注目してなかった作品がすごく売れたりする」

「大変な世界なんですね」

　声優の世界もそうだったし、アニメの世界だってそうに決まっている。

　なのに俺は今の今まで、そうとはあまり思っていなかったのに気づいた。

　マコトさんが忙しそうで、ちょくちょくストレスで爆ばく発はつしそうになってるのを見ていたのに、それでも理解していなかったのだ。

「…………」

　そのことに打ちのめされて言葉が出なかった俺にマナミさんは教えてくれた。

「それでも私たちは自分の決断を信じてベストを尽つくすしかないの。その中で評価されたり、されなかったり。その積み重ねで、私たちは仕事を続けてる」

　マナミさんは同じ歳だけど、そんな世界でずっと生きてきた人なのだ。

「色々な立場の人がいて、それぞれ都合を抱かかえてる。でも真しん剣けん勝負の場にふさわしくない都合はやはり認められないって私は信じてる」

　そしてそれがマナミさんの仕事をしてきた上でのポリシーなのだろう。

「俺もそうだったらいいと思いますけど」

　実際はどうなんだろうとも思った。

　月島さんだって選ぶ人だって人間だから公正じゃないことだってあると言っていた。

「確かに時々、実力不相応な人が現場に来ることはある。でもそれはその場の人間にはすぐわかるし、完成した作品を見たお客さんにだってわかる。そうなったら、誰にとっても不幸なことなの。その人にも、その作品にも、お客さんにも」

　でもマナミさんはそんな現実を知ってなお、そう信じてるみたいだった。

「練馬さんは出版社側に推おされてる一人みたいだけど、私は間ま違ちがって受からなくて良かったと思う。特にあんなむ……」

　マナミさんは何かを言いかけて、口をつぐんだ。

「なんですか？」

「……練馬さんは胸が大きいでしょ」

「それが？」

「実力がないのに、胸が大きい人が現場に現れたら『ああ、この胸で選ばれたんだな』って思われるの。それはお客さんもそう」

「だからカスガは今回は落ちた方が良かったって、そう言うんですか？」

「ええ。私はそう思ってるわ」

　理り屈くつではそれでいいのはわかっていた。

　カスガが今、ヒロインに選ばれるようなことになったら、本人も含ふくめて、不幸になる。それをマナミさんは教えてくれている。

　でも、やはり感情は別だった。どんな理由があったって、カスガが落ちた方が良かったなんて言って欲しくはなかった。

「じゃあ、どうすれば良かったんですか？」

　だから聞いてしまった。きっと答えなんてない質問を。

「……怒ってるの？」

　マナミさんが言うように、俺は知らぬ間に怒っていた。

「そう、みたいです」

　俺はそれを認めたけど、マナミさんには不満だったらしい。

「でも私は間違ったことは言ってない」

「わかってます」

「ユウは知らないから、私がひどいことを言ってるって思ってるかもしれない。でもね、本当に不自然な配役は……」

　マナミさんは俺が間違ってると思ってるようだった。実際、俺が間違ってるのだろう。でも、それでも聞き流せない言葉だってある。

「知らないですよ！　俺は声優の仕事のことは知りませんよ！」

　俺が仕事のことを知らないからだなんて、そんなことは聞きたくなかった。

「……ユウ？」

「でもマナミさんがそれを望んだんじゃないんですか？　なのにこういう時だけ、知らないことが悪いみたいに言うなんて、そんなの卑ひ怯きようじゃないですか！」

「それは……うん、そうだよね」

　マナミさんは俺に対する矛む盾じゆんした態度に少し怯ひるんだ様子を見せた。

「でも、信じて欲しい。これは練馬さんが憎にくいから言ってるわけじゃないの。彼女が真剣に考えて、ユウもそれを真剣に応おう援えんしてるなら、今回は受からなくて良かったと思って」

「……そんなのわかりません」

「わからなくてもいいけど、約束して」

「約束、ですか？」

「今日のことは練馬さんには話さないで」

「マナミさんが汐留アスカってことですか？」

「違ちがう。今回のオーディションは正解が正解じゃなかったってこと」

「それがわかってたなら、次は同じことをせずに済むじゃないですか。それをわかってて黙だまってろって言うんですか？」

「黙ってて。それが練馬さんのためだから」

「……わかりません」

　そしてわからないなら、聞きたくなかったと思った。

　知らなければ言いようがないし、言うのも我が慢まんする必要も無いのだから。

「練馬さんは自分でそれに気づかないといけないの。練馬さんがつまずいた時、私にはきっとその理由がわかる。でもそれを教えていたら、練馬さんは強くなれない」

「じゃあどうすればいいんですか？」

　またカスガが正解で満足して失敗するのをわかってて何もしないなんて、俺には出来そうもない。

　今回だけなら、出来るかもしれない。でも同じことが二度、三度と重なっても、それでも黙ってるなんて、俺には無理だろう。

「信じて見守ってあげて」

　だけどマナミさんはそれをしろと言う。

「俺にはそれしか出来ないんですか？」

「自分で殻からを破れない雛ひなはどうせ生きてはいけないの。だったら生まれない方がいいの」

「……それはカスガはデビューしない方がいいってことですか？」

「そうは言ってないでしょ？」

「でも自分で気づかないなら、このまま終わってしまえばいいって」

「それは、そうだけど、でもね、ユウ──」

　マナミさんが何か言いかけたが、俺はそれを遮さえぎって尋たずねた。

「それは俺が声優のことを知らないからだって言うんですか？」

　それはさっき、マナミさんが俺は理解しなくていいと言ったことだった。だから正解であってはいけないことだった。

「……そうだね」

　でも、正解だった。

「卑怯ですよ、そういうの」

　それはさっきも俺が言ったことだ。

　マナミさんはそれがわかっていたから、もう話は続けなかった。

　卑怯だと言われて、その弁解をしてたはずが、また同じことになったのだ。

「なんで仕事のことだと、私たち、こんなに話が合わないんだろうね」

　それは質問じゃなく独り言だった。その意味が俺にわかった時には、マナミさんは席を立とうとしていた。

「だから、ユウとは仕事の話をしたくなかったのに！」

　そして何も言えない俺を残して、マナミさんは駆かけ出した。

「マナミさん！」

　俺は呼びかけるだけで追いかけなかった。だからマナミさんはそのまま店を出て行ってしまった。

「…………」

「…………」

　それで俺とマコトさんが残された。

「……今回に関しては私は少年の方が正しいと思う」

　しばらく無言で互たがいを見ていたが、マコトさんが耐たえきれず口を開いた。

「正しいのはきっとマナミさんなんだと思います」

　でも俺はマコトさんの言うとおりだとは感じていなかった。

　理屈では、マナミさんが正しいのはわかっていたのだ。

　ただ、それを俺は聞きたくなかった。他ほかの誰でもないマナミさんの口からは。

「そうだね。でも正解がベストとは限らないことは、マナミ自身が言ってたことだから。あの娘こも仕事のことになると、あんなに察しがいいのに……」

　マコトさんが言ってるのは理屈ではなく、この場でどうすれば良かったかということなのだろうと俺は感じた。

「少年、アスカはいろいろと言ってはいけないことを言ったと思う。だから許せとは言わない。でもね、あの言葉は全部、アスカ自身のことだってことはわかって欲しい」

「マナミさん自身のこと？」

「アスカが中学生でデビューしたのは知ってる？」

「それは友達から聞いてなんとなく」

　レコード会社のオーディションで一万人くらいの中から選ばれたとかなんとか。

「それであの容姿でしょ？　顔で選んだとか、中学生だからとか、バックにレコード会社がついてるからとか、そんなことを言われながら、それでも頑がん張ばって来たの」

「……そうだったんですか」

　俺はマナミさんは、汐留アスカは誰だれからも名実共に認められている立派な声優なのだろうと思っていた。

「実際、そういう下品な話には皆みな、熱心だからね。これはアスカの話じゃないけど、やっぱり若いのに頑張ってる娘がいてね」

「けっこういるんですか、そういう人は？」

「人気もあってというとそうそうはいないかな。とにかく、その娘は人気もあって、ファンが喜んでくれるからって休み無しでぶっ続けで仕事してたのよ。そうしたら若いとは言えさすがに無理が祟たたって収録中に倒たおれて、病院に直行。そのままドクターストップよ」

「それで、どうなっちゃったんですか？」

「体の方はただの過労だから休んだら回復したけど、心ないファンがね、彼女が調子に乗って遊んで回ってたんじゃないかとか、中には妊にん娠しんして中絶手術してたんじゃないかってのもまでいてね」

「その娘は純じゆん粋すいにファンのために頑張ってたのに……」

「そう。もちろん、そんなのは一部だけど、弱ってる時にそういう話を聞かされると、普ふ段だんは強いなって思ってた人もけっこうもろいの」

「マコトさんは……そういうことないんですか？」

「そりゃまあ、いろいろ言われるけど、長いことオタクをしてから業界に入ったから、口の悪い奴やつもいるよねって感じかな。ま、時々、本気でムカつくけど」

　マコトさんは苦笑いを浮うかべた。

「ま、その娘のことはともかく私が知ってる限り、アスカは最初からかなり上手うまかった。でもプロの中に交ざれば、まだまだとも言えたのも確か」

「それで実力以外のことで役に選ばれてるってことになったんですね」

「そう。だから彼女は人一倍頑張ったんだと思う。確かに実力で選ばれたんだって、自分も他人もそう思えるように」

「それはわかります」

　その結果が中学にもろくに行けず、そしてせっかく入った高校にも行けてない状じよう況きようを作り出してることも。

「でも、カスガちゃんのことを悪く言ったのは許せないって顔ね」

「……そうですね」

　言われて、その通りだとわかった。そしてその一方で、そのことで何をここまで腹を立てているのかとも感じた。

「理り屈くつではわかっても、それでもダメだって言うなら、私にはもう何もしてあげられないし、言えることも……一つだけかな」

　この状況をどうにか出来ることがあるなら聞きたいと思ったが。

「なんです？」

　マコトさんが口にしたのは別に特効薬のようなものではなかった。

「もっと悩なやめ」

　最初に会った時、俺に言ってくれた言葉だ。

「……それしかないんですよね」

　でも俺に必要な言葉は確かにそれだったかもしれない。

　正解がベストとは限らないのに、俺には正解すらわからないのだから。
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「どうやら私の言った通りになってしまったみたいだね」

　答えが見つからないまま帰路についた俺に話しかけてきたのは、意外な人物だった。

「……カグヤザカ先せん輩ぱい？」

　しかしその意外さも、実にその人らしいとも思えた。

「神楽かぐら坂ざかだよ、ユウくん」

　先輩の冷たい美び貌ぼうも、その場に似つかわしくなかった。

　しかも先輩は制服姿だった。制服なのだから不思議はないけれど、学校で会ったあの時と同じ服装だ。

「すみません」

「謝罪はいらないので、私の推測に対して意見をくれないか？」

　そして自分の興味に素す直なおなのも、先輩らしかった。

「言った通りになったというのは……」

　答えづらい質問をされたと俺は感じていたが、先輩はそうは思っていないらしい。

「いずれ大事な物を失う。そう言ったことに対してだよ」

「……そのことなら、先輩の言った通りになったみたいですね」

　大事な物。それが今ならわかる。

　カスガとマナミさんだ。俺は二人を知らなかったとは言え、同じオーディションで戦わせて、結果、二人とも傷つけてしまった。

「だろうと思っていたよ」

　先輩の言葉はいつも以上に冷たく感じられた。

「先輩は想像通りになってさぞや愉ゆ快かいでしょうね」

「愉快？　私が愉快だって？」

「想像通りになるのを知ってて、今だってそうなった時になって現れて。先輩からすれば俺なんて掌てのひらで踊おどってるサルみたいなものなんですよね」

　それは多分、八つ当たりでしかなかった。

　どうしたらいいかわからない俺に対して、先輩はあまりにわかっているように感じていたのだ。

　俺が先輩くらい物事がわかっていたのなら、こんなことにはならなかった。

　先輩に言われた通り、ちゃんと選んでいたのなら、こんなことには。

「君が悲しんでるのが嬉うれしいわけがないだろう？」

　なのに先輩は意外だという顔をする。それは実にわざとらしい表情だった。

「……じゃあ、なんで今、ここにいるんですか？」

　俺はこの人は本当はここにはいないんじゃないかと思っていたかもしれない。それくらい、この人には現実味が感じられなかった。

「なんとなく君が心配になって──と言っても信じてはくれないんだろうね」

　だから、そんな先輩の言い分も信じる気にはなれなかった。

「そうですね」

　きっとこの人は俺が生み出した幻まぼろしなんだろうと思った。

「私はユウくんが望む通りになることを願っているんだがね」

　だから去り際ぎわの神楽坂先輩の言葉も、きっと幻なんだろうとしか思えなかった。

「さよなら、神楽坂先輩」

　それでも俺は別れの挨あい拶さつだけは忘れなかった。

　先輩の挨拶は聞こえなかった。
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「俺はどうしたかったんだろう？」

　どうしたらいいと考え続けて、俺がたどり着いたのが、その疑問だった。

　たとえば、マコトさんだ。

　マコトさんは、マナミさんの演技を認め、マナミさんに役を演じてもらいたいと思った。でもそれは別の立場の人と対立することになった。そしてそのこと自体はマコトさんを苦しめることになった。

　マコトさんは苦しみたかったわけじゃない。

　自分がいいと信じた仕事がしたかっただけだ。

　そして皆が望む結論がないとわかった時、マコトさんはお金を出してくれてる相手を困らせることを選んだ。それがマコトさんのポリシーに反することだったのに。

「俺はカスガに受かって欲しかった」

　それは確かだった。でも、それはまだ正解ではない気がする。

「俺はカスガに夢を追いかけて欲しかったんだ」

　そのためには受かって欲しかった。

　そうでなければ何も始まらない。そう思っていたから。

「でも、まだ受からないに決まってたんだよな」

　なのに、そのことをわかっていたのに、俺はマナミさんとケンカをしてしまった。

　マナミさんは正しいことを教えてくれたのに。でも俺にはその正しいことが辛つらいことだったのだ。

　カスガはまだオーディションには受からない。

　それは技量が足りてないから。

　そして正解が正解だと思っているから。




　練馬さんのことを本当に大切に思ってるなら、絶対に教えないで。




　マナミさんの言葉が思い出された。

　それはきっと正しいことだった。

　カスガに俺から言ってしまったら、カスガはダメになってしまうのだろう。

　どうしてそうなるかはわからない。でもきっとそうだろうということは俺にもわかってしまっていた。

「……言っちゃいけないなら、知りたくなかったよ、マナミさん」

　それならば、言うべきかどうか迷うことすらなかった。

　それならば、カスガが自分で気づくしかなかったのだから。

「ん？」

　スマホからメールの着信音が聞こえた。

　それで俺は我に返って、いつの間にか家の前まで帰ってきていたことに気づいた。

　特に意識をしていなくても、帰り慣れた道なら勝手に帰って来られるらしい。

「カスガ……」

　そして届いたメールを見たいと思ったわけでもないのに、俺は自然と確かく認にんしてしまい、その送信相手を知ってしまった。

　カスガからだった。

　件名は「今、会える？」。内容を見るまでもなく、用件がわかった。

　でも返信の内容は思いつかなかった。

　会えるか会えないかもわからない。

　ただ、合わす顔がないということだけはわかっていた。

　だから返信は出来なかった。

「ユウ？」

　でもカスガはもうそこにいた。

　カスガは返事を待たず、俺の家に向かうつもりだったらしい。

「カスガ……」

「ユウはまた、うちの前でメール受け取ってたんだね」

　それはオーディションを受ける前の話だった。

　カスガは俺に受けられることになったのをメールしてきた。その時、俺はカスガの家の前にいて、それで、その時は嬉しいニュースなら会って聞きたいと言った。

「そうだな」

　しかしカスガがオーディションに落ちた今、思い出したくないことの一つだ。

　あの時、俺は応おう援えんすると言った。なのに今はカスガと顔を合わすのが辛い。

　俺のせいじゃないことは、マナミさんに聞いて理解していた。でもそれでカスガへの負い目が消えたわけじゃなかった。

　全部、俺の勝手な都合だ。俺は応援すると言ったのに、もう出来そうにない。

　マナミさんから聞いて知ってしまった失敗の原因を話すことだってできないのだ。

「ごめんね、ユウ」

　なのに、謝罪の言葉を口にしたのはカスガの方だった。

「なんで？　なんでお前が謝るんだよ」

「こうしてユウの顔見て改めて思ったけど、ちゃんと会って話さないとだったよね」

　カスガは笑っていた。嬉しそうではなく、困ったような表情で。

「言いづらいことなら、会って話さなくてもいいよ」

　俺はあの時、「嬉しいニュースなら」と言った。そして今もそう思ってる。

「聞きたくない？」

　そしてそれはカスガにも伝わったみたいだった。

「……悪いニュースはあまり聞きたくない」

　だから噓うそをついてもしょうがないと思った。

　カスガが受からなかったことはもう知っている。そしてその理由も。

「それは、そうだよね。悪いニュースなんて聞きたくないよね」

「カスガは聞いて欲しいのか？」

　俺の質問にカスガはしっかりとは答えなかった。

「出来れば嬉しいニュースを伝えたかった」

　それはもう俺が聞きたくないと先に言っていたからだろう。

「だよな」

　それは俺だってそう思う。

「もう応援したくなくなった？」

「そんなことはないけど……」

　応援したくないわけじゃない。

「ユウは噓がヘタだね」

「噓じゃない！　応援したくないわけじゃないんだ。でも、もう応援できない」

　俺にはわかってる答えをカスガに教えてあげることはできない。

　信じて見守る。それしかできない。

　それはマナミさんの思い込みでしかないのかもしれない。それでも俺はそんなことはないと、マナミさんから聞いたことを教えることはできなかった。

「そうか」

　カスガは怒おこったりはしなかった。ただ、静かにそれを受け止めてくれた。

「じゃあ、応援は諦あきらめる。でも今だけでいいから、話は聞いて」

「……あ、ああ」

「返事もいらない。反応もいらない。私が言いたいことを言わせて」

　カスガはそれから、一方的に話を始めた。

「さっきも言ったけど、ごめんね。会って話しづらいからってメールで結果伝えて」

「…………」

「後はね、応援してくれたのに、不ふ甲が斐いない結果に終わっちゃったこともごめんね」

　黙だまっていようと思っていたけど、それを聞いて俺は我が慢まんができなかった。

「それは仕方ないだろ」

「受からないだろうことはわかってた。でも私はね、ちゃんと失敗したかったの」

「ちゃんと失敗？」

「受かったのがアスカさんだっていうのは読んでくれた？」

「読んだよ」

　そしてそれがショックだったってことも。

「声優はね、もう夢じゃないんだ」

　それがカスガのショックの末の結論ということらしい。

「……もう夢じゃないって、そんな噓だろ？」

　俺はそれこそが聞きたくなかった言葉だと直感した。




　もう夢じゃない。




　声優を目指してるとカスガに聞いた時も、ずっと信じられない言葉だった。

「もう夢じゃないの。憧あこがれでもないの。私にとって声優は現実だって、やっとわかったんだ」

「現実？」

　でもそれは俺が想像したのとはかなり意味が違ちがっていた。

「私、オーディションの話を聞いて、演じるべき役を知った時、ああ、これアスカさんが演じたらすごくしっくり来るなって思ったんだよね」

「……そうなのか」

「だからアスカさんのこと研究してね、こういう時はこういう風に演じるんだなって調べて、自分なりにやってみたんだけど……それだけアスカさんがしっくり来るってわかってたのに、アスカさんが選ばれるなんて思ってもいなかった」

「でも、それが正解だったんだろ」

　実際、他ほかの参加者もそうしていたのだ。

「私、自分で気づいてたのにね。アスカさんが演じるのが一番いいって。なのに、アスカさんがオーディションに参加してるって少しも思ってなかった。それでアスカさんのマネをしてそれが自分の精せい一いつ杯ぱいなんて、そんなの受かるわけないよ」

　でもカスガは他の人がどうかなんて興味は無いのかもしれない。

　汐留アスカ一人いた時点でもう受からないとわかっていたのだ。

「いつかアスカさんと一いつ緒しよに仕事したいって憧れてたけど、もう一緒に仕事をしたんだよね。会ったわけでも、話したわけでもないけど。私はアスカさんと仕事をしたの。私はもう声優だったんだ。アスカさんと同じ役を争う、声優だったんだよ」

「そうか、そうだよな……」

「ごめんね、ユウ。応援してくれたのに、そんなわかりきってることすらわかってなくて、それでオーディションを無む駄だにしちゃって……勝負にもしもはないけど、わかってたら私、アスカさんみたいになんてしなかった。アスカさんみたいのがいいのはわかっても、アスカさんみたいにはしなかったよ」

　カスガは泣き出しそうな声に変わっていた。でも泣かなかった。

「ユウ？　泣いてるの？」

　それは俺が先に泣いていたことに気づいたからだ。

「カスガァ……」

　そう、俺は泣いていた。

　でもそれはさっきまでの辛つらかったり、悲しかったりした気持ちの延長じゃなかった。

「カスガ……お前、すごいヤツだったんだな……」

　俺は嬉うれしかったのだ。

　カスガが自分で気づいて、少しでも前に進んだのがわかったから。

　気づくまで見守るしかないと言われたことを、カスガは自分で気づいたのだ。

「え？　ええ？　私が？　すごいの？」

　でもカスガにはなんで俺が泣くほど嬉しいのかなんてわからなかった。

　カスガの知らないところで俺が聞いたことが理由なのだから無理もない。

「すごいよ、お前は。でも俺も、お前もそれに気づいてなかったんだな」

　俺はやっとわかった。

　カスガがオーディションに受からなかったのが問題じゃなかったのだ、と。

　俺がカスガを信じてなかったのが問題だったのだ。

　カスガは殻からを破れず死んでしまう雛ひななんかでは無かった。なのに勝手にもうダメだと思い、どうしたらいいかと悩なやんでいた。

　でも、悩む必要なんてなかったのだ。

　答えは、マナミさんが教えてくれていた。

　信じて見守るしか無い、と。

「ユウが言うんなら、私、きっとすごいんだろうね」

　カスガは何で俺がそんなことを言うかわかってない。でも、俺が勘かん違ちがいをしてるなんて否定はしなかった。

　俺はそれが嬉しかった。

「今、お前のこと、ぎゅっと抱だきしめたい気分なんだ」

　だから、溢あふれる気持ちをそのままぶつけた。

「それでユウが泣き止やんでくれるなら……いいよ」

　カスガは、さすがに少し戸と惑まどったみたいだけど、すぐにそう言ってくれた。だからその言葉に甘えた。

「この前はユウがそうしてくれたしね」

　腕うでの中のカスガのぬくもりで、俺はその時を思い出してしまった。

　今とは逆にずっと俺の腕の中で泣き止まなかったカスガ。その時、どうしてカスガがそんなに泣いていたかは今もわからない。
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　でも、俺はやっと自分が望んでいたことを理解できた。

　俺が望んでいたのは、カスガを助けることでも、カスガがオーディションに受かることでもなかった。




　俺はただ、これからもカスガに頑がん張ばって欲しかったのだ。




　なのに、勝手にもうダメだと思って、そこから逃にげようとしていた。

　もう無理だとカスガに言われるんじゃないかと勝手に心配して耳をふさごうとした。

　でもカスガは俺の心配など関係なく、頑張っていくつもりだったのだ。

「カスガ……俺、お前のことを応おう援えんするよ！　お前が何度倒たおれても……もう立ち上がれなくなっても……お前がもうイヤだって言わない限り、ずっと……ずっと応援するからっ」

　それでも、これは俺のワガママに過ぎないのかもしれないと思った。

　俺がただ頑張って欲しいから応援する。そんなのカスガには迷めい惑わくなのかもしれない。

　でも俺はそう言わずにはいられなかった。

　俺はカスガには頑張って欲しいし、これからも応援したかったからだ。

「だったら、ユウは私のこと、一生応援しないとだね」

　カスガはそんなことを言って、多分、ちょっと困ったという顔をしたんだと思う。

　でもカスガに抱きつき、涙なみだを流す俺にはそれを確かく認にんする方法はなかった。
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　泣き止んだ俺は家に帰り、風ふ呂ろに入った。

「……勢いとは言え、えらいことを言ってしまった」

　思い出すだけで赤面物だった。

　俺が泣いて、カスガに抱きついて、慰なぐさめられるなんて。

　俺の前でカスガが泣いた時より、ずっとずっと信じがたいことだ。

「ああ、明日あした、どんな顔してカスガに会えばいいんだよっ！　もうっ！」

　シャワーを浴びてから頭をかきむしった。

　思い出しそうなことを全すべて洗い流したい。そんな気分だった。

「……明日」

　でも、一つの言葉がひっかかって、俺は止まってしまった。

　明日、マナミさんが久々に学校に行けると言っていた。

「来るのかな」

　このままなら、マナミさんは来ないかもしれない。そう思うと、俺は慌あわてて風呂を飛び出した。

　ゆっくり風呂につかってる場合ではない。




「……許してはくれないだろうな」

　それでも部屋に戻もどり、スマートフォンを手にすると躊ちゆう躇ちよしてしまった。

　全部、本当にマナミさんが正しかった。

　カスガのことも、カスガにどう接するべきかも、マナミさんはわかっていた。

　なのに、俺はカスガのことを悪く言われたと思って怒おこるだけだった。

「マナミさんは本気だから、本当のことを教えてくれただけだったのに」

　それは、俺がカスガに多分大だい丈じよう夫ぶとか適当なことを言えなかったのと同じことだった。

　マナミさんは本気だったから、俺が喜ぶ、その場しのぎの噓うそは言わなかったのだ。

　なのに、俺はそれを受け止められなかった。

　ここに来てくれたマナミさんは、楽しい時にしか一緒にいられないの？　と言ってくれていたのに、俺は楽しい答えを求めていたのだ。

「謝るくらいはしないと」

　どうしていいかはわからなかった。

　もうマナミさんは俺と話したいなんて思ってないのかもしれない。

　それでも俺は話さなければいけないと思った。

　カスガのことを本気で考えてくれたマナミさん、と。

「よしっ！」

　俺は気合いを入れて震ふるえる手で通話履り歴れきからマナミさんの名前を選ぶ。

　通話ボタンを押すと呼び出し状態になった。

　スピーカーから聞こえる呼び出し音。

　それが繰くり返されるだけの時間は、すごく、すごく長く感じられた。







　あとがき







　この物語は主人公たちの平へい凡ぼんな日常を淡たん々たんと描えがくものです。

　過度な期待はしないでください。




　というわけで、どうも、新あら井いです。

『俺の教室クラスにハルヒはいない』の二巻です。

　ギリギリ、本当にギリギリですが、年内に無事に皆みなさんにお届け出来ました！

　この調子で三巻も暑くなる前に出せればなあと思っております。

　今回は続けて表紙に登場してるようにカスガのターンという感じですが、次はマナミさんが大活かつ躍やくするんじゃないかと。

　でも海へ行く話だけに、やっぱりカスガの方が活躍したり……え？　いや、そんなことはないですよね。




　さて、この作品、実は（？）いろいろモデルにしているものがあります。

　舞ぶ台たいとなってる街もそうですし、登場するお店なども実在するものもあります。

　軍鶏シヤモのお店も実際にあるお店で、一巻の発売後、知り合いと何度か食事に行かせてもらいました。

　中でも近所に住んでいる作家さんと行った時には「やっぱり、この店のことだったんですね」みたいな話になり、知ってる人は知ってるお店だったようです。

　軍鶏丼どんも絶品ですが鍋なべも美味おいしいので寒い時期に行くのもオススメです。

　ちなみに二巻に登場する喫きつ茶さ店てんとジョナサンですが……今はもうありません。ＴＳＵＴＡＹＡも今は別の場所にあります（なんとジョナサンの跡あと地ち！）。ちょっと前の話なのですが、時間の流れを感じます。

　というわけで男の子が好きそうなナポリタンはもう食べられないのです、残念。




　時間の流れと言えば、しばらくライトノベル作家を休んでたので、いろいろと変わってるなあと感じました。

　発売前にティザーサイトを作っていただいたり、専門店さんでいろいろ特典を作っていただいたり。中でもとらのあなさんには８Ｐの小冊子を作っていただけるということで、ユウとカスガが池いけ袋ぶくろに買い物に行く話を書かせていただきました。この話でも、当時とはお店の位置が違ちがい、時間の流れを感じることになりました。




　そして少し前になるのですが『暗殺教室』という作品のアニメの脚きやく本ほんを金かな澤ざわ慎しん太た郎ろう先生と一いつ緒しよに書かせてもらいました。

　元々はジャンプスーパーアニメツアー２０１３というイベントでの上映用に作られたアニメなのですが、七巻のアニメＤＶＤ同どう梱こん版として発売されています。興味のある方はそちらもチェックしていただけると嬉うれしいです。

　内容的には、原作の修学旅行編をそのままアニメにしたものなので、あまり僕の作品っぽさはないと思いますが、素す晴ばらしい出来になっておりますので。

　他ほかにも進行中のアニメの仕事もあるのですが、こちらは三巻のあとがきでお知らせできればと思っております。




　さて、今回も色々な方の力があり形になりました。全すべての方はとても書けませんので、ごく一部だけですが。

　お忙いそがしい中、ずっと担当をしていただいてるＭさん。調子が安定しないせいで、なかなか予定通りに原げん稿こうが上がらずにご迷めい惑わくをかけております。

　某ぼう社しやに泊とまり込みの作業の中、素晴らしいイラストを描いていただいたこじこじ先生。新キャラを魅み力りよく的にデザインしてくださってありがとうございます。

　帯にコメントを寄せていただいた茅ち原はら実みの里りさん。長なが門と有ゆ希きも教室にいないのに読んでいただいてありがとうございました。

　オーディションに関する生っぽい話をいろいろ教えていただけた、えのもとたかひろさん。また一緒に映画を観みに行きましょう。ファントムゥウウ！

　そして今巻も読んでいただいてる皆様。

　改めて感謝申し上げます。





二〇十三年　十二月　新あら井い　輝てる　　
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